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E-01 電気設備工事特記仕様書
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E-03 電灯設備撤去 １階平面図

E-04 電灯設備撤去 ２階平面図

E-05 弱電設備撤去 １階平面図

E-06 弱電設備撤去 ２階平面図
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M-01 機械設備工事特記仕様書

M-02 給排水衛生設備　屋外配管平面図

M-03 給排水衛生設備　１階配管平面図

M-04 給排水衛生設備　１階配管詳細図

M-05 空調・換気設備　１階配管平面図
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・　　　　　　　　　（試料数　　個）

岡山県建築解体工事特記仕様書

９）植栽 伐採抜根一式

７）屋外設備

８）雑工作物

取りこわし一式

６）舗装 取りこわし一式

５）囲障

取りこわし一式

取りこわし一式

　棟　名　等 構造・規模等 適　　要

・　

　１．上記３．工事種目の建築物等の取りこわしを行う

　２．給水、排水、ガス設備については指定工事店により、閉栓工事を行う

Ⅰ．工　事　概　要

Ⅱ．建築工事仕様

１．共通仕様

２．特記仕様

（２）特記事項は ・ 印のついたものを適用する。

・ 印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

・ 印と ※ 印のついた場合は共に適用する。

（３）特記事項に記載の［　　］内表示番号は、解体共通仕様書の当該項目を示す。

（４）特記事項に記載の（　　）内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目を示す。

（５）特記事項に記載の <　　> 内表示番号は、標準仕様書の当該項目を示す。

章 特　　　記　　　事　　　項項　　　　目

［６．１．１］ ・ 

【工事名称】 【図面番号】

【図面名称】
岡山県建築解体工事特記仕様書

１　適用範囲

（１）項目は番号に〇印のついたものを適用する。

（１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の

建築設備に使用されている石綿含有材の処理

［６．１．３］

※適用基準等　
１
　
一
 
般
 
共
 
通
 
事
 
項

２　調査 調査

　※石綿含有建材の事前調査

　・分析による石綿含有建材の調査

　　　分析対象

　除去工法　　※手作業で取外し　・切断・破砕等

　　　　　　　　切断・破砕等する場合は、作業場所を隔離し、湿潤な状態を

　　　　　　　　保ちながら作業する。（作業場所の隔離は、負圧に保つ必要

　　　　　　　　はない。

　・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

　除去範囲　  ※ 図示　　・ 

　　・埋立処分(管理型最終処分場)　・中間処理(溶融施設又は無害化処理施設)

・石綿含有成形板(石綿含有けい酸カルシウム板第1種)の除去

　除去した石綿含有けい酸カルシウム板第1種の処分

　　・埋立処分(管理型最終処分場)　・中間処理(溶融施設又は無害化処理施設)

　　石綿含有成形板(下地

　　調整材)の除去

下記以外は、解体共通仕様書6.1、6.2.1～6.2.4及び6.2.6による

＜４．６．３＞

＜４．６．２＞

材　料

・再生クラッシャラン　　　・切込砂利及び切込砕石

砂利厚さ

・60ｍｍ 　・　

適用箇所　

・図示による(　　　　　　)

＜４．６．４＞

＜６．１４．１＞

捨コンクリートの厚さ　　

適用箇所

・50ｍｍ　・　

・基礎梁下、土に接するスラブ下

・図示による(　　　　　　)

設計基準強度　　

・18Ｎ/ｍｍ2

スランプ　　

・15ｃｍ　・18ｃｍ　

＜２２．２．２＞

＜２２．２．５＞

＜２２．２．３＞

路床の材料 ・遮断層　　※川砂、海砂又は良質な山砂　　厚さは図示による

　　　　　 ・凍上抑制層　※再生クラッシャラン・クラッシャラン

　　　　　　　　　　　　 ・切込み砂利・砂厚さは図示による

　　　　 　・フィルター層　※砂　　厚さは図示による

※添加材料による安定処理

路床安定処理 ・行う

種類・普通ポルトランドセメント・フライアッシュセメントＢ種

添加量　　　　ｋｇ/ｍ2（目標ＣＢＲ　※ 5 以上　・　　）

・ジオテキスタイル

単位面積質量　　60ｇ/ｍ2 以上

厚さ (㎜)　　　 0.5～1.0

引張強さ　　　　98Ｎ/5ｃｍ (10ｋｇｆ/5ｃｍ) 以上

透水係数　　　　1.5×10 ｃｍ/ｓｅｃ 以上

盛土に用いる材料

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・建設汚泥から再生した処理土

試験　路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　※行う　　・行わない

　　　路床の締固め度の試験　　　　　　　※行う　　・行わない

２　捨コンクリート地業

１　砂利地業

３　路　床

・生石灰（・特号　・１号）　・消石灰（・特号　・１号）

-1

　　　現場ＣＢＲ試験　　　　　　　　　　※行う　　・行わない

＜２２．３．５＞

＜２２．３．２～３＞

・クラッシャラン鉄鋼スラグ

－

・舗石

・転圧コンクリート舗装

・コンクリート平板舗装

・透水性アスファルト舗装

・コンクリート舗装

・カラー舗装

・アスファルト舗装

歩道部

路盤の厚さ (ｍｍ)

　　　舗装

※図示

※図示

※図示

※図示

※図示

※図示

※図示

車道部

※図示

※図示

※図示

※図示

※図示

※図示

－

－

路盤材料

・インターロッキングブロック舗装

※再生材のクラッシャラン

舗装の種類

＜２２．４．２～６＞

舗装の種類

・アスファルト舗装

車道部の基層

・無し　・有り

備　　考

アスファルト

骨　材

・再生アスファルト ・ストレートアスファルト

※砕石

・細粒度アスファルト混合物(13)　　・細粒度ギャップアスファルト混合物(13F)

表層

基層

※密粒度アスファルト混合物(13)　　　

・粗粒度アスファルト混合物(20)

※一般地域区分　　　

※密粒度アスファルト混合物(13F)

・寒冷地域

加熱アスファルト混合物等の種類

シールコートの施工　　・行う

４　路　盤

５　アスファルト舗装

・透水性コンクリート舗装 － ※図示

試験　　路盤の締固め度試験　　※行う　・行わない

・再生材　　・　

試験　　アスファルト混合物等の抽出試験　・行う　　・行わない　　

７　石綿含有仕上塗材又は

 　※石綿障害予防規則（平成十七年二月二十四日厚生労働省第二十一号）第６条

　　　　・集じん装置付き高圧水洗工法（15MPa以下、30～50MPa程度）

　　　　・集じん装置付き超高圧水洗工法（100MPa以上）

　　　　・超音波ケレン工法（ＨＥＰＡフィルター付き掃除機併用）

　　　　・剥離剤併用手工具ケレン工法

　　　　・剥離剤併用高圧水洗工法（30～50MPa程度）

　　　　・剥離剤併用超高圧水洗工法（100MPa以上）

　　　　・剥離剤併用超音波ケレン工法

　　　　・集じん装置付ディスクグラインダーケレン工法

　　　　・　

　 除去対象範囲　　　　　　　※図示

　 作業場所の隔離　　　　　　※行わない　　・行う

　 試験施工　　　　　　　　　※行わない　　・行う

　 除去した石綿含有仕上塗材の処分

　　　・埋立処分（安定型最終処分場）　　・埋立処分（管理型最終処分場）

　　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

       　　　　　　　※解体共通仕様書6.3.3による　　・　

 　除去工法

 　・　

　　　　・集じん装置併用手工具ケレン工法

　　 による措置と同等以上の効果を有する措置とされる工法

解体共通仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準

・ 建築工事標準詳細図　(令和４年版)　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

「建築物解体工事共通仕様書（令和４年版）」（以下「解体共通仕様書」という。）による。

［６．３．２］

　　　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、

　　　　クロシドライト、トレモライト

　　　分析方法

　　　　材料が仕上塗材の場合は、層ごとの分析を行うこと

分析方法（定量）

測定時期、場所及び測定点

測定名称

測定1

測定2

測定3

処理作業前

測定時期

処理作業室内

測 定 点

（各施工箇所ごと）

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

適用 測定場所

・

・

・

　　濃度測定

調査対象室外部の付近

処理作業室内

出口吹出し風速1m/sec以下の位置

・ 計　　点
・

処理作業中

・ ・ 計　　点

（処理作業室外の場合）

測定方法

処理作業室内

調査対象室外部の付近

処理作業後シート

撤去後1週間以降

処理作業後（シート養生中）

処理作業室内

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・

・

・

・ 処理作業室外

測定4 セキュリティゾーン入口

　・施工区画周辺　・敷地境界

集じん・排気装置の排出口

測定6

測定5

測定7

測定8

測定9

・自動測定器による測定

　・測定4　・測定5

　・測定（　　）

　　測定名称

粉じん相対濃度計（デジタル粉じん計）、パーティクルカウンター、

繊維状粒子自動測定器（リアルタイムファイバーモニター）等の粉

じんを迅速に測定できる機器を用いた測定

　測定方法

３　石綿粉じん

メンブレンフィルタ直径 (ｍｍ)

試料の吸引流量 (ｌ/ｍｉｎ)

試料の吸引時間 (ｍｉｎ)

・測定4 

・測定5 

・測定（　）

・測定（　）・測定（　）

25

30

 5 10

47

120

47

10

240

・測定（　）・JIS K 3850-1に基づいた測定

　測定名称

除去範囲　　　※ 図示　　・　

除去工法　　の除去

４　石綿含有吹付け材

除去した石綿含有吹付け材の飛散防止措置　※ 湿潤化　　・ 固形化

除去した石綿含有吹付け材等の処分

・ 埋立処分（管理型最終処分場）　　・ 中間処理（溶融施設）

除去範囲　　　 ※ 図示　　・ 

  　等の除去

除去した石綿含有吹付け材等の処分

・ 埋立処分（管理型最終処分場）　　・ 中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

除去工法　　　 ※原形のまま手ばらし　 ・ 破砕して除去

  　の除去

　除去工法　　※切断・破砕等以外(ボルトや釘等を撤去し、手作業で取り外す等)

　除去範囲　　※ 図示　　・ 

　除去した石綿含有成形板の処分

　・石綿含有せっこうボード

　　※埋立処分（管理型最終処分場）

・石綿含有成形板(石綿含有けい酸カルシウム板第1種以外)の除去

５　石綿含有保温材

６　石綿含有成形板

材料名

・ 　　箇所

・ 　　箇所

・ 　　箇所

・ 　　箇所

JIS A 1481-1又はJIS A 1481-2

分析方法（定性）

※ 解体共通仕様書6.3.2による

　［６．１．３］

［６．４．１～４］

［６．５．１～４］

       　　　　　　　

　 除去した石綿含有仕上塗材の保管、運搬及び処分

　 確認及び後片付け　※解体共通仕様書6.3.4による

３．工事種目

４．工事内容

２．敷地面積

１．工事場所

仕様書（建築工事編）令和７年版」（以下「標準仕様書」という。）及び「公共建築改修工事標準仕

・ 営繕工事写真撮影要領(令和５年版)　国土交通省大臣官房官庁営繕部

Ｒ０８．０１

［５．４．１］ 解体方法及び処分方法　　・ 

サンプリング調査　　・ ７　ダイオキシン類

６　廃酸・廃アルカリ

［５．４．１］

廃酸・廃アルカリの処理　　・ 

・ 臭化リチウム（直炊吸収冷温水機）

・ 鉛蓄電池及びアルカリ蓄電池の電解液

　 タンク内部の清掃　　※行う　　・行わない

・ オイルタンク、オイルサービスタンク、機器類等（配管内含む）

廃油の処理　　・行う

［５．４．１］

５　廃油

　　　除去範囲　　※図示　

・除去処理工事

　　　分析個数　　計　　箇所

　　専門分析機関にてＰＣＢ含有量の分析を行う

・第二次判定

　　　採取箇所　　※図示　

　　　採取箇所数　　計　　箇所

　　現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否を判定する［５．４．１］

・第一次判定　シーリング材

ＰＣＢ含有シーリング材の分析調査及び撤去４　ＰＣＢ含有

・　　　　　　　　　（試料数　　個）

事前調査対象機器［５．４．１］

３　ＰＣＢ含有機器類

特別管理産業廃棄物の種類、処分等　・ 

［５．４．１］

２　特別管理産業廃棄物

採取箇所数　部材が異なる毎に１箇所

・ ダイオキシン類　　（採取場所　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 廃酸、廃アルカリ　（採取場所　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 廃油　　　　　　　（採取場所　　　　　　　　　　　　　　　　）

分析調査対象材料

現場にてサンプルを採取し、分析調査を行う。

［５．１．２］

１　分析調査５
　
特
 
別
 
管
 
理
 
産
 
業
 
廃
 
棄
 
物
 
等
 
の
 
処
 
理
 
等

所在地　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

処分施設の名称　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・再生資源化（再資源化施設）　　・最終処分（管理型最終処分場）

・石綿含有、ひ素・カドミウム含有以外のせっこうボード

 所在地　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 処分施設の名称　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・埋立処分（管理型最終処分場）

 ・製造業者に回収委託

　・ひ素・カドミウム含有せっこうボード

　・石綿含有せっこうボード　　６章による

・せっこうボードの処理

［４．５．１］

　　建設廃棄物

１　処理に注意を要する４
　
建
 
設
 
廃
 
棄
 
物
 
の
 
処
 
理

・ 現場発生の良質土

・ 山砂の類　・ 他現場の建設発生土の中の良質土・再生コンクリート砂

埋戻し及び盛土の材料

整地高さ　　・ 現状ＧＬ　　・ 図示

・ 行う

解体後の埋戻し及び盛土

［３．１３．１］

７　整地・埋戻し及び盛土

地下埋設物・埋設配管の撤去　　・ 行う　　・ 行わない

［３．１２．１］

６　地下埋設物・埋設配管

樹木の伐採抜根及び移植　　・ 行う　　・ 行わない

舗装の路盤の撤去　　・ 行う　　・ 行わない

［３．１１．１］

５　構内舗装、樹木等

［３．１０．１］

４　さく、照明設備等 さく、照明設備等の撤去　　※ 図示　　・ 

引抜いた杭の処理方法　　・図示　　

杭の解体方法　　・ 引抜き工法　　・ 破砕工法

杭の処理

［３．９．２］

３　杭の解体

［３．９．１］

２　基礎等 捨てコンクリートまで撤去を行う

［３．２．１］ ・事前措置による　　　・本工事による

浄化槽等の汚水及び汚物の回収、洗浄、消毒　　１　事前措置３
　
解
 
体
 
施
 
工

・ 構内既存の施設を利用できる（※ 有償　　・ 無償）

※ 別途引き込みとする５　工事用電力

構内既存の施設　※ 利用できる（※ 有償　　・ 無償）　・ 利用できない４　工事用水

　備品等は監督職員の指示を受けて設置するものとする。

・ 構内に新設する　

・ 既存建物内の一部を使用する（場所　　　　　　　　　　　　　）

※ 設けない

［２．３．１］

３　監督職員事務所

先行専用足場方式により行うこと。
の組立て等に関する基準」における２の(２)手すり据置方式又は(3)手すり

しなければならない。なお、設置においては、「手すり先行工法による足場

すべての作業床について手すり、中さん及び幅木の機能を有するものを設置

によるものとし、足場の組立、解体、変更の作業時及び使用時には、常時、

（厚生労働省平成２１年４月）の「手すり先行工法等に関するガイドライン」

足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」

［２．２．２］

２　足場その他

設置範囲及び高さ　　　・　図示　

騒音・粉塵等の対策　　・　防音パネル　・　防音シート　・　養生シート

［２．２．１］

１　騒音・粉塵等の対策
　
２
　
仮
 
設
 
工
 
事

６
　
石
 
綿
 
含
 
有
 
建
 
材
 
の
 
除
 
去
 
等

７
　
特
殊
な
建
設
副
産
物
の
処
理

８
　
そ
 
の
 
他

・ 　　箇所

JIS A 1481-3、JIS A 1481-4又はJIS A 1481-5

［７．３．１］

２　特定化学物質等 回収及び処分方法　　・ 

・特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）の写し

監督職員に次の書類を提出する。

いるものは、同法に従ってリサイクル（フロン類の回収を含む）を行い、
「特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法）」の対象になって

・冷凍機の冷媒

・ルームエアコンディショナーの冷媒

・パッケージ形空気調和機の冷媒

フロン類を使用している設備機器

［７．３．１］

１　フロン調査範囲及び調査方法　　※ 図示

調査報告書　　提出２部

・とび作業（　※一級　　・二級　）　

［１．５．２］

・コンクリート塊　　・アスファルトコンクリート塊　　・建設発生木材

・再生資源化を図るもの

・現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　）

処理方法　　　 　（　　　　　　　　　　　　　　　）

・特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　）

・引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　）

［１．３．１０］

８　発生材の処理

再生利用の容易さ及び廃棄時の負荷低減に配慮されていること。)に留意すること。

における公共工事の配慮事項(資材の梱包及び容器は、可能な限り簡易であって、

「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和３年２月１９日変更閣議決定）

国等による環境物品等の調達の推等に関する法律(平成12年法律第100号)に基づく

［１．３．９］

７　環境への配慮

調査範囲（※工事範囲　　・図示　　）

必要になるため、監督職員と協議するものとする。

事前調査で石綿の使用の有無が明らかにならなかった場合は、分析による調査が

使用の有無について事前調査し、調査結果を監督職員に提出する。

について、設計図書等の文書を確認する方法及び目視により確認する方法により

工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、解体の作業に係る全ての材料

［１．４．１］

　事前調査

６　石綿含有建材の ※石綿含有建材の事前調査

参考に、工事安全計画書を作成し、監督職員に提出する。

建築工事安全施工技術指針及び建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）を

［１．３．６～８］

・本工事は、週休２日工事の対象外である。

　参照すること。

・本工事は、週休２日工事の対象である。週休２日工事特記仕様書を

※週休２日工事について

建設発生土仮置場　　（※図示　・　　　　　　　　　）

資機材置場　　　　　（※図示　・　　　　　　　　　）

工事車両の駐車場所　（※図示　・　　　　　　　　　）

部位別の施工順序　　※指定なし　　・指定あり（　　　　　　　　　　　　）

監督職員と協議するものとする）

きない日等（予定）」に基づき

施工ができない日等　※指定なし　　・指定あり（別添「学校行事に伴う施工がで

施工時間帯　　　　　※指定なし　　・指定あり（　　　　　　　　　　　　）

［１．３．５］

４　施工条件

・ 適用する

［１．３．３］

３　電気保安技術者

で、鉛中毒予防規則等関係法令を遵守する。

業を行う場合には、塗料における鉛等有害物の使用状況を適切に把握した上

３０日）により、鉛等有害物を含有する建築物の塗料の剥離やかき落とし作

害防止について（基安労発0530第1号、基安化発0530第1号　平成２６年５月

受注・変更・完成・訂正時にそれぞれ登録するものとする。

なお、変更時と工事完成時の間が１０日間（土曜日、日曜日、祝日等を除く）

に満たない場合は、変更時の登録申請を省略できる。

登録対象は、工事請負代金５００万円以上の全ての工事とし、

「鉛等有害物を含する塗料の剥離やかき落とし作業における労働者の健康障

９　施工数量調査

10　技能士

保全に関する資料　不要

11　完成時の提出図書

［１．６．２］

２　関係法令等の遵守

［１．１．１３］

［１．１．４］

１　工事実績情報の

作成・登録

について

５　安全計画書

様書（建築工事編）令和７年版」（以下「改修標準仕様書」という。）による。

牛窓体育館解体工事

岡山県瀬戸内市牛窓町牛窓6444

20,173.875 ㎡

１）体育館 1,338.255㎡(１階部分)鉄筋コンクリート造

(２階部分)鉄骨造

２）ポンプ庫 鉄筋コンクリート造平家建て

・アルミフェンス

・

体育館と切離し

（一部基礎躯体残置）

　　9.0　㎡

（地下　貯水槽）

　　　１章 ６ による

・  1　箇所AS防水ｼｰﾄ

　　　　採取箇所　・屋根：昭和50年施工時のアスファルト防水シート

　　　　サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

貸与資料（　令和７年 瀬戸内市牛窓体育館ｱｽﾍﾞｽﾄ調査業務 調査結果報告書　）

A . 01

微量ＰＣＢの分析調査　　・ 低圧進相ｺﾝﾃﾞﾝｻ

・バリカー

取外し場内仮置き

・橋渡り廊下

・橋渡り廊下支持フレーム取り付け 新設

・（中学校舎側）テント庇

　　　及び再設置

残置杭伏図（作図範囲　配置図）（CADデータの提出　※要　・不要）

株式
会社

　赤　木　　定
一級建築士 169969号

一級建築士事務所登録　岡山　1081号

 倉森建築設計事務所

・ 微量ＰＣＢ　　　　（採取場所　ポンプ庫内　　　　　　　　　　）

・アスファルト舗装(図示範囲[配置図(着手時)])



 真砂土等

　　①　建設業者は、建設業退職金共済組合（以下「組合」という。）等に加入するとともに、その建設業退職金

　　　共済組合制度等の対象となる労働者について証紙を購入し、当該労働者の共済手帳に証紙を貼付するものと

　　　する。

　　②　建設業者が下請契約を締結する際は、当該契約の受注者に対して，この制度の趣旨を説明し、掛金相当額

　　　を請負代金中に算入することにより、当該受注者の組合加入並びに証紙の購入及び貼付けを促進するものと

　　　する。

　　③　受注者は、組合から工事現場に建設業退職金制度適用事業主の工事現場である旨を明示する標識の掲示に

　　　ついて要請があった場合には、特別の事情がある場合を除き、これに協力をするものとする。

※　建設業法等の遵守について

　　①　建設業法( 昭和２４年法律第１００号) に違反する一括下請負、その他不適切な形態の下請契約を締結し

※　建設業からの暴力団の排除の徹底について

　　　工事の施工に際して、暴力団等からのあらゆる不正な要求に対し断固としてこれを拒否し、また被害に対し

　　ては、すみやかに警察に通報するとともに捜査上必要な協力を行わなければならない。

　　　また、監督職員とも連絡を密にとり工程等被害が生じた場合は、協議を行うものとする。

　　　ている者であって、監理技術者講習を過去５年以内に受講した者を配置するものとする。この場合において、

　　　発注者から請求があったときは、監理技術者資格者証及び監理技術者講習修了証を提示するものとする。

　　④　上記①、②及び③のほか、建設業法等に抵触する行為は行なってはならない。

　　　てはならない。

　　③　受注者が工事現場ごとに設置しなければならない専任の監理技術者は、監理技術者資格者証の交付を受け

　　②　建設業法第２６条の規定により受注者が工事現場ごとに設置しなければならない専任の主任技術者又は専

　　　任の監理技術者については、適切な資格、技術力等を有する者（他の工事現場に係る職務を兼務せず、常時

　　　継続的に当該工事現場に係る職務にのみ従事している者で、受注者と直接的かつ恒常的な雇用関係にあるも

　　　のに限る）を配置するものとする。

　　　この契約に係る工事の施工にあたっては、労働基準法の趣旨に則り、労働時間について遵守するよう努めな

　　なければならない。

 　　(1) 県内産の資材がある場合は、県内産の資材を優先するものとする。

 　　(2) 県内産の資材がなく、やむを得ず県外産の資材を使用する場合には、県内取扱業者の資材を優先するも

 　資材を購入しようとするときは、あらかじめ購入先の名称、所在地及び資材名等を記載した主要資材購入先一覧

 　　　のとする。

 届出書を監督職員を通じ提出するものとする。

 　県外産資材を県外取扱業者から購入する場合には、理由を書面にして添付するものとする。

 　本工事に使用する資材については、県内産資材又は県内取扱業者から購入した資材の使用に努めるものとする。

15

25 建設副産物に

 ついて

16

特　　　記　　　事　　　項項　　　目特　　　記　　　事　　　項項　　　目特　　　記　　　事　　　項項　　　目 項　　　目 特　　　記　　　事　　　項

１  使用資材について

 　とする。

 ・　本工事で発生する建設発生土の内○○ｍ3の処分先については、監督職員と協議のうえ確定し、設計変更の対象

種別 搬出量 搬出先 搬出時期

 建設汚泥について  　本工事から発生する建設汚泥は、「建設汚泥の再生利用に関するガイドライン（国土交通省平成１８年６月）」

 する施設（法令等に基づいた正規な場所であること）と異なる場合においても設計変更の対象としない。ただし、

種別 位置数量

 ○○市△△地内（運搬距離○○㎞）

施設名称

○○ｔ 

 搬に先だち受入条件等を確認し、監督職員に報告するものとする。

 　上記施設で積算しているが、受注者が積算及び搬入する処理施設を指定するものではない。なお、受注者の提示

 現場条件や数量の変更等、受注者の責によらない事項についてはこの限りでない。

 　本工事から発生するその他の建設副産物は、次の施設に搬入することを見込んでいる。その処分費（岡山県内で

 処理する場合には産業廃棄物処理税相当額、又は産業廃棄物の処理に係る税の条例が施行されている他の県で処理

 する場合には各県の産業廃棄物の処理に係る税相当額を含む。）については、見積単価を採用している。なお、運

種別 位置 再資源化施設名称数量

 者の提示する施設（法令等に基づいた正規な場所であること）と異なる場合においても設計変更の対象としない。

 　上記再資源化施設で積算しているが、受注者が積算及び搬入する処理施設を指定するものではない。なお、受注

 ただし、現場条件や数量の変更等、受注者の責によらない事項についてはこの限りでない。

 その他の建設副

 産物について

 建設リサイクル法

 棄物について

 　本工事から発生する特定建設資材廃棄物は、次の施設に搬入することを見込んでいる。その再資源化等費（処分

 費。なお、岡山県内で処理する場合には産業廃棄物処理税相当額、又は産業廃棄物の処理に係る税の条例が施行さ

 れている他の県で処理する場合には各県の産業廃棄物の処理に係る税相当額を含む。）については、見積単価を採

種別 位置 再資源化施設名称

 の特定建設資材廃

数量

 者の提示する施設（法令等に基づいた正規な場所であること）と異なる場合においても設計変更の対象としない。

 用している。なお、運搬に先だち受入条件等を確認し、監督職員に報告するものとする。

 　上記再資源化施設で積算しているが、受注者が積算及び搬入する処理施設を指定するものではない。なお、受注

 ただし、現場条件や数量の変更等、受注者の責によらない事項についてはこの限りでない。

９

10

11

 下請負業者の選定２

 について  よう努めるものとする。

 　下請負に付そうとする場合には、あらかじめ下請負人選定一覧届出書を監督職員を通じて提出するものとする。

 　県外業者を下請負の相手方として選定する場合には、前記の届出書に県内業者を選定しない理由を書面にして添

 付するものとする。

 「建設汚泥の再生利用に関する実施要領（国土交通省平成１８年６月）」により再資源化施設へ搬入する。

 　本工事から発生する伐木・伐根材、建設汚泥等は、次の施設に搬入することを見込んでいる。その再資源化等費

（処分費。なお、岡山県内で処理する場合には産業廃棄物処理税相当額、又は産業廃棄物の処理に係る税の条例が施

 を採用している。なお、運搬に先だち受入条件等を確認し、監督職員に報告するものとする。

 行されている他の県で処理する場合には各県の産業廃棄物の処理に係る税相当額を含む。）については、見積単価

 その他

 岡山県エコ製品

 について

 　　　再生加熱アスファルト混合：工事現場から４０km及び運搬距離１．５時間の範囲内に在庫がない場合

 　　　再生骨材等：工事現場から４０kmの範囲内に在庫がない場合

 　た再生品をその性能、品質、安全性、数量、価格等について考慮の上、可能な範囲で積極的な使用に努めるもの

 　とする。

 　する。設計単価は岡山県エコ製品を見込んでいるため、使用しない場合は、監督職員に報告し設計変更の対象と

 　する。

 　　また、品質及び価格が同等である場合は、岡山県エコ製品の優先的な調達に努め、使用に当たっては監督職員

 　の承諾を得ることとし、使用する場合は設計変更の対象とする。

 　のとする。

 ○○ｍ3 

種別 数量 場所 搬出時期

 第○種建設

 発生土

 ○○市△△地内の○○工事

 （運搬距離○○㎞）

不足土について

 　する土場（法令等に基づいた正規な場所であること）と異なる場合においても設計変更の対象としない。ただし、

 　変更の対象とする。

 　　改良土プラントは次の施設で積算しているが、受注者の積算及び搬入するプラントを指定するものではなく、

 　受注者の提示するプラント（法令等に基づいた正規な場所であること）と異なる場合においても設計変更の対象

 　としない。ただし、受注者の責によらない場合、及びエコ認定に係る新規プラントの参入があった場合について

 　は、監督職員と協議のうえ設計変更の対象とすることができる。

 　　真砂土等の土場は次の場所で積算しているが、受注者の積算及び土場を指定するものではなく、受注者の提示

 　受注者の責によらない場合、及び新材以外のものを搬入する場合については、監督職員と協議のうえ設計変更の

 　対象とすることができる。
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13

 　このとき、使用する高炉セメント及びフライアッシュセメントは、Ｂ種及びＣ種とする。その他のコンクリート

 　る。

 アルカリ骨材反応

 抑制対策について  　　受注者は、高炉セメント及びフライアッシュセメントを使用したレディーミクストコンクリートを使用すると

 　を使用するときは、監督職員と協議し、アルカリ骨材反応抑制対策実施要領の２．１又は２．３を実施するもの

 　とする。

 　　受注者は、使用するコンクリート二次製品毎に、アルカリ骨材反応抑制対策実施要領の２．１の確認を行い、

 　監督職員に報告すること。なお、高強度コンクリート使用の製品については、単位セメント量が多いためアルカ

 　リ総量が所定の値を満足しない場合があり、このときはアルカリ骨材反応抑制対策実施要領の２．３を実施し、

 　監督職員に報告すること。さらに、この試験に用いる試料を採取するときは、受注者自らが立ち会うこと。

 　  受注者は、アルカリ骨材反応抑制対策実施要領の２．１、２．２、２．３のいずれかを必ず実施するものとす

14

 　きは、セメント内のスラグ及びフライアッシュ混合率を生コンクリート使用報告（承認）に記載するものとする。

 再生コンクリート

 砂について  されている測定方法に基づき、「六価クロム」の溶出試験を行い、監督職員の承諾を得た上で使用するものとする。

 　本工事で使用するコンクリート塊から製造された再生砂は、平成３年８月２３日付け環境庁告示第４６号に規定

 建設発生木材

 ｱｽﾌｧﾙﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊

 ※その他の建設副産物について

 ○○○○○　（記入例）

 ※　本工事の不足土については、次の場所からの搬入を見込んでいるが、工事間利用調整の状況によっては、設計

 ※　本工事の裏込め・埋め戻しに使用する改良土等（エコ製品）の品質については、内部摩擦角○○度以上とする。

 ※　本工事で使用する改良土等（エコ製品）については、品質試験結果を承認願に添付して監督職員に提出するも

 　生砕石、再生砂、再生割栗石）については、「岡山県エコ製品」認定製品を使用するものとする。ただし、次の

 　場合は、別紙「資材調達結果報告」を作成のうえ監督職員と協議を行うものとする。

 ※　岡山県エコ製品の基準に適合しないと認められたとき、搬入された資材の撤去等を指示する場合がある。

 ※　その他本工事で使用する資材については、「岡山県循環型社会形成推進条例」に基づき、循環資源を原料とし

 ※　本工事で使用する資材のうち、○○○○については、岡山県エコ製品に認定された製品の使用に努めるものと

 ※　本工事で使用する再生加熱アスファルト混合物（いわゆる改質アスファルト混合物を除く）、再生骨材等（再

 ※　コンクリート二次製品

 ※　現場練りコンクリート

※　下請契約における発注者の指導について

　　①　この契約に係る工事の的確な施工を確保するため、下請契約を締結しようとする場合は、下請契約におけ

　　　る注文者・下請契約における受注者との合理化が図られるよう、「建設産業における生産システム合理化指

　　　針」の趣旨により、下請契約における受注者の適正な選定、合理的な下請契約の締結、請負代金支払等の適

　　　正な履行、下請における雇用管理等への指導を行い、本指針の遵守に努めるものとする。

　　②　中小建設業者に対する取引条件の適正化及び資金繰りの安定化等に資するため、下請契約における注文者

　　　は、下請契約における受注者に対しては、発注者から受取った前払い金の均てん、請負代金における現金比

　　　率の改善、手形期間の短縮等請負代金支払の適正化について配慮するものとする。

 　受注者は、建設副産物の発生量・処理状況及び再生資材等の利用状況把握に資するために、「建設副産物実態調

 査（センサス）」による搬出先調査の調書を作成するものとする。対象工事は、建設副産物の有無及び搬入資材の

 ら同システムによる「確認済みマーク」の付与を受けるものとする。

 タを「建設副産物情報交換システム（ＣＯＢＲＩＳ、コブリス）」に入力し、監督職員の確認を受け、監督職員か

 有無に関わらず、最終請負代金額１００万円以上の全ての工事とし、調書の作成については、工事完成後調査デー

※　建設資材納入業者との契約について

　　　この契約に係る建設資材納入業者との契約に当たっては、当該業者の利益を不当に害しないよう公正な取引

　　を確保するよう努めるものとする。

　　た場合に受注者の瑕疵担保責任が免責されるものではない。

　　　なお、第三者による品質証明書類を提出し、監督員の確認を得た場合であっても、後に製品不良等が判明し

　　とする。

　　資金面・人事面で関係がない者）によって作成された品質を証明する書類を提出し、監督員の確認を得るもの

　　（建築防水資材等）を用いる場合には、同社が製造するゴム製品等に対して受注者が指定した第三者（同社と

　　　受注者は、東洋ゴム化工品（株）、ニッタ化工品（株）（以下「同社」という。）で製造された製品や材料

※　ゴム製品等の品質確認等

※　不正軽油の排除について

　　　本工事に伴い、ディーゼルエンジン仕様の自動車及び建設機械等を使用する場合は、規格（ＪＩＳ）に合っ

　　た軽油を使用するものとする。

　　　また、調査のため建設機械等から燃料を採取する場合には、監督職員の指示によりこれに協力しなければな

　　らない。

※　受注者は、設計図書、仕様書に明示のない事項、その内容に疑義を生じた場合及び設計図書と工事現場の状態

　が一致しない時は、直ちに監督職員に連絡し、その指示を受けて施工するものとする。

※　公共事業労務費調査に対する協力

　　①　本工事が公共事業労務費調査の対象工事となった場合は、受注者は、調査票等に必要事項を正確に記入し

　　　提出する等、必要な協力を行わなければならない。また、本工事の工期経過後においても、同様とする。

　　②　受注者は、調査票等を提出した事業所を事後に訪問して行う調査・指導の対象になった場合、その実施に

　　　協力しなければならない。また、本工事の工期経過後においても、同様とする。

　　③　受注者は、公共事業労務費調査の対象工事となった場合に正確な調査票等の提出が行えるよう、労働基準

　　　法等に従って就業規則を作成すると共に賃金台帳を調製・保存する等、日頃より使用している現場労働者の

　　　賃金時間管理を適切に行っておかなければならない。

　　④　受注者は、本工事の一部について下請契約を締結する場合は、当該下請工事の受注者（当該下請工事の一

　　　部に係る二次以降の下請負人を含む。）が③と同様の義務を負う旨を定めなければならない。

※　受注者は、レディーミクストコンクリートを用いる場合には、コンクリートの製造、施工、試験、検査及び管

　理などの技術的業務を実施する能力のある技術者が常駐しており、配合設計及び品質管理等を適切に実施できる

　工場（全国生コンクリート品質管理監査会議の策定した統一監査基準に基づく監査に合格した工場等）の製品を

　用いなければならない。

※　受注者は、本工事に係る工事監理業務を委託する場合があるので、当該業務を受注した工事監理者が業務の履

　行に必要な範囲で行う求めに対し、適切にこれに応じなければならない。

※　受注者は、（公財）建設技術センター等の現場技術員が監督職員に代わり施工体制の点検や監督職員の補助を

　行うことがあるので、現場技術員から点検等を求められた場合には、適切にこれに応じなければならない。

※　設計変更ガイドライン等の遵守義務づけについて

　　設計変更等については、工事請負契約書第１８条～第２４条に記載しているところであるが、その具体的な考

　え方や手続きについては、「岡山県設計変更ガイドライン（公共建築工事）」によることとする。

・　工事請負代金の支払いについて

　　③　ダンプカーのさし枠装着車等による違法運行は行わないこと。

　　②　過積載を行っている資材納入業者から資材を購入しないこと。

　　①　工事用資機材等の積載超過のないようにすること。

※　ダンプトラック等による過積載の防止について

　使用するものとする。

　　当該工事にかかる土砂等の運搬が運送契約によって行われるときは、正規の運転免許を受けた者の車両に限って

※　ダンプトラック等の適正な使用について

　　②　建設業法（昭和２４年法律第１００号）第７条第２号又は第１５条第２号に規定する営業所の専任技術者で

　　　ないこと。

　　①　受注者と直接的かつ恒常的な雇用関係があること。（健康保険被保険者証の写し等で確認を行う。）

※　本工事現場に配置する現場代理人については、次の要件を全て満たしていなければならない。

　　単品スライド条項の鋼材費にはスクラップ費を含む。

※　単品スライド条項について

※　労災補償に必要な保険の付与について

　　本工事において、受注者は労災補償に必要な任意の保険契約を締結すること。なお、この労災補償に必要な

  保険料を予定価格に反映している。

※　墜落制止用器具の着用について

　　労働安全衛生法施行令第13条第３項第28号における墜落制止用器具の着用は、「墜落制止用器具の規格」（平成

  31年１月25日厚生労働省告示第11号）による墜落制止用器具（フルハーネス型墜落制止用器具、胴ベルト型墜落

  制止用器具及びランヤード等）とする。

 ※　レディーミクストコンクリート

　　・本工事における請負代金の支払いは、令和○○年○月○日以降とする。

　　・契約を締結する会計年度（令和○○年度）の工事請負代金の支払いは、前払率以内とする。また、前払金につ

　　いては、契約会計年度（令和○○年度）に、翌会計年度（令和○○年度）の前払金を含めて支払いを行う。

 について

 施工体制台帳３  　受注者は、工事の一部を下請負に付した場合、建設業法（昭和２４年法律第１００号）第２４条の７の規定によ

 り、施工体制台帳を作成し、工事現場に備えるとともに、その写しを監督職員に提出するものとする。

 　受注者は、監理技術者、監理技術者補佐、主任技術者（下請負者を含む）及び元請負者の専門技術者（専任して

 いる場合のみ）に、工事現場内において、工事名、工期、顔写真、所属会社名及び社印の入った名札等を着用させ

 　なお、現場での立場（監理技術者等）が明確になるよう留意するものとする。

 なければならない。（監理技術者補佐は、建設業法第26条第３項ただし書きに規定する者をいう。）

 　受注者は施工体制台帳及び施工体系図に変更が生じた場合は、その都度速やかに監督職員に提出しなければなら

 ない。

Ｒ０５．０１

 　本工事の施工において、やむを得ず工事の一部を下請負に付す場合、下請負の相手方は市内業者から選定するよ

 　上記において、「市内業者」とは、建設業法上の「主たる営業所」の所在地が瀬戸内市内である業者のことをい

 う。

 　　　　　　　②法務局に登記されている本店の所在地が岡山県内である業者。

 　県内産資材：①製造所の所在地が岡山県内である資材。

 　県内取扱業者：法務局に登記されている本店の所在地が岡山県内である業者。

 録」を受けている製材業者が製材・加工した国産材木製品を県産材とし、県内産資材として取り扱う。

 　なお、木材については、県内の森林で伐採された木材を原料とする木製品、若しくは、岡山県の「木材業者等登

 　また、市内産資材及び市内業者の取り扱う資材がある場合は、優先して使用するよう努めること。

 　搬出を見込んでいるが、工事間利用調整の状況によっては、設計変更の対象とする。また、現地において予定し

 　た土質及び土量等に変更があった場合は、速やかに監督職員と協議するものとする。

 について

 建設発生土

 ・　本工事に伴う、公害防止対策のため、次の事項を指定する。

 について

 公害対策関係７

８

 　工期設定においては、雨天、休日等を見込み設定している。なお、休日等には、日曜日、祝日、夏期休暇及び年 工期設定について６

 末年始休暇の他、作業期間内の全土曜日を見込んでいる。

 ・　本工事は低入札価格調査対象工事であるが、本工事が低入札価格工事となった場合、受注者は本工事及びその 監督検査の強化

 ・　その他検査に必要な書類等については、中間検査実施要領によるものとする。

 　ない。

 　格工事がある場合は、主要資材の確認及び不可視部分等の検査を発注者が必要と認める時点で受けなければなら

 ・　本工事が低入札価格工事とならない場合においても、工期の重複する岡山県発注の手持ち工事の中に低入札価

 　けなければならない。

 　他岡山県発注の手持ち工事において、主要資材の確認及び不可視部分等の検査を発注者が必要と認める時点で受 について

５

 　　本工事で発生する建設発生土については現場内で利用することとし、搬出する場合においては次の場所への

 作成・登録

 について

 工事実績情報の４

 　ものとする。

 　　・調査の区分（　　　　　　　　　　　　　　　）

 　　・調査の時期（　　　　　　　　　　　　　　　）

 　　・調査方法（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 　　・調査範囲（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・　本工事に伴う○○により事業損失が懸念されるため、その対策として次の調査を行うものとする。

 ・　本工事箇所は、特に生活環境を保全する必要がある地域であるので、次の工種の施工に当たっては低騒音型、

 　　・耐震改修工事－－－－

 　　・外壁改修工事－－－－

 　　・地業工事(杭)－－－－○○○○工法（又は使用機種）

　　低振動型建設機械指定に関する規程（平成９年７月３１日付け建設省告示第１５３６号、最終改正平成１３年

 ○ホイールクレーン（ラフテレーンクレーン）

 　るとともに現場代理人は施工現場において使用する建設機械が確認できる写真撮影を行い提出するものとする。

ディーゼルエンジン

（エンジン出力7.5kW以上

260kW以下）を搭載した

建設機械に限る。

 一般建設機械８機種

 機　種 備　考

 ○バックホウ　○トラクタショベル（車輪式）　○ブルドーザ

 ○発動発電機（可搬式）　○空気圧縮機（可搬式）

 ○油圧ユニット

 　（以下に示す基礎工事用機械のうちベースマシンとは別に、独立したディーゼルエン

 　ジン駆動の油圧ユニットを搭載しているもの）

 　：油圧ハンマ、バイブロハンマ、油圧式鋼管圧入引抜機、油圧式杭圧入引抜機、アー

 　　スオーガ、オールケーシング掘削機、リバースサーキュレーションドリル、アース

 　　ドリル、地下連続壁施工機、全回転型オールケーシング掘削機

 ○ローラ（ロードローラ、タイヤローラ、振動ローラ）

 　型建設機械と同等とみなすことができる。ただし、これにより難い場合は別途監督職員と協議するものとする。

 　法律（平成１７年法律第５１号）に基づく技術基準に適合する機械、または、排出ガス対策型建設機械指定要領

 　（平成３年１０月８日付け建設省経機発第２４９号、最終改正平成１４年４月１日付け国総施第２２５号）、排

 　出ガス対策型建設機械の普及促進に関する規定（平成１８年３月１７日付け国土交通省告示第３４８号）もしく

 　は第３次排出ガス対策型建設機械指定要領（平成１８年３月１７日付け国総施第２１５号）に基づき指定された

　　 　排出ガス対策型建設機械を使用するものとする。ただし、平成７年度建設技術評価制度公募課題「建設機械の排

 　出ガス浄化装置の開発」、またはこれと同等の開発目標で実施された民間開発建設技術の技術審査・証明事業も

 　しくは建設技術審査証明事業により評価された排出ガス浄化装置を装着した建設機械についても、排出ガス対策

 ※　本工事において、次に示す一般建設機械８機種を使用する場合は、特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する

 ※　排出ガス対策型建設機械あるいは排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合、施工計画書に記載す

 ※　運搬路等については、粉塵により公衆に迷惑を及ぼすことのないよう散水防塵（〇回／日程度）を実施する

　　４月９日付け国土交通省告示第４８７号）に基づき指定されている建設機械を使用するものとする。

 　　・対象工事　解体工事

 　　・作業時間  解体に伴う騒音が出る作業については、事前に工程表（騒音発生時間を明示）を作成し、発注者

 　　　　　　　に承諾を得ること。

 　　・建設機械、設備　低騒音型の機械を使用すること。

 　　なお、排出ガス対策型建設機械に貼付けてある「指定ラベル」についても写真撮影を行い提出するものとする。

 　については、分別・除去を行うものとし、作業場所・作業方法については、工事着手前に監督員と協議し承諾を

 　については、監督職員と協議のうえ設計変更の対象とすることができる。

 　　改良土プラントは次の施設で積算しているが、受注者が積算及び搬出するプラントを指定するものではない。

 　　なお、受注者の提示するプラント（法令等に基づいた正規な場所であること）と異なる場合においても設計変

 　更の対象としない。ただし、受注者の責によらない場合、及びエコ認定に係る新規プラントの参入があった場合

 　得るものとする。なお、混入物の混入状況によっては、監督員と協議のうえ設計変更の対象とすることができる。

 　　また、分別・除去した混入物の処理方法についても同様とする。

 　　本工事で発生する建設発生土に混入している草木等の根等やがれきくず等（以下、「混入物」という。）

　 なお、これにより難い場合は、監督員と協議すること。

 架空線及び架空電

 線の防護措置につ

 いて

 　力の協議により必要となった場合は、設計変更の対象とする。

 　　架空線及び架空電線の防護措置に係る費用は計上していないが、契約後、発注者、受注者及びＮＴＴ又は中国電

 　　防護措置に係る協議等について、ＮＴＴ又は中国電力への依頼は受注者が行うこととする。また、協議は、受注

 　者の施工計画書作成段階において行うこととする。
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 アップシステム

 建設キャリア

 (CCUS)の活用

 について

 ※ 受注者は、契約締結後、工事着手前にCCUS活用の希望の有無を工事打合簿にて発注者へ報告しなければならない。

 ※ 本工事は、建設キャリアアップシステム（以下「CCUS」という。)活用工事（受注者希望型）の対象工事である。

 ※ CCUSを活用する受注者は、「建設キャリアアップシステム(CCUS)活用工事試行要領」(以下「要領」という。)に

 　 よるほか、「建設キャリアアップシステム現場運用マニュアル」（一般財団法人建設業振興基金）等を参照し、

 　 適正に実施すること。なお、要領は、岡山県ホームページ（ https://www.pref.okayama.jp/soshiki/60/） を

 　 確認すること。

 　受注者は、下表に該当する資材の搬入、指定副産物の搬出が生じる建設工事については、「資源有効利用促進法」

 （以下「リサイクル法」という。）によりＣＯＢＲＩＳを用いて再生資源利用計画書・再生資源利用促進計画書を

 作成し、監督員に提出すること。なお、受注者は、計画書及び実施状況の記録を工事完成後５年間保存すること。

 　また、法令等に基づき、現場掲示用の再生資源利用計画書・再生資源利用促進計画書を工事現場の公衆が見やすい

 次のような建設資材を搬入する建設工事  次のような指定副産物を搬出する建設工事

 　２．砕石・・・・・・・・・・・５００ｔ以上

 　３．加熱アスファルト混合物・・２００ｔ以上

 　２．コンクリート塊、

 　　　アスファルト・コンクリート塊

 　　　建設発生木材

 　　　建設汚泥、建設混合廃棄物＊

合計

２００ｔ以上

 ＊建設汚泥、建設混合廃棄物については、リサイクル法で定められている品目ではないが、調査対象となる

 　工事の中で、これらの品目が発生する場合には、併せて調査を実施するものとする。

再生資源利用計画書 再生資源利用促進計画書

 部分使用について  適用

 使用する部分（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 使用する時期（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 発注者が、引渡し前において、受注者の承諾を得て使用する工事目的物の部分。
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 ついて

 部分引渡しに  適用

 発注者が、工事の完成に先立って部分的に引渡しを受ける部分。

 引渡しを受ける部分（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 引渡しを受ける時期（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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 専任指導技術者の

 配置について

 　　（別記様式２－２）に記載した専任指導技術者を配置し、現場代理人等の指名通知書と併せて「専任指導技術

 　　者配置届」を提出すること。

 　　者等の専任が必要とされない期間は、専任指導技術者についても専任であることを要しない。

 　　者を配置できない場合（専任で配置すべきところを専任で配置できない場合を含む）は、工事成績評定を３点

 　　減ずるとともに、指名停止等の措置を行う場合がある。（契約締結前にあっては、契約を締結しないとともに、

 　　指名停止等の措置を行う場合がある。）

 　　　また、病休、死亡、退職等特別な理由により配置予定技術者調書（別記様式２－２）に記載した専任指導技

 　総合評価（特別簡易型）一般競争入札（条件付）による入札　で、専任指導技術者の配置を申請し、落札者となっ

 た場合の特記事項は以下のとおりである。

※

 　①　契約後は、監理技術者又は主任技術者（以下「監理技術者等」という。）に加えて、配置予定技術者調書

 　②　専任指導技術者は専任で配置し、工事の全期間に渡り監理技術者等を指導補助すること。ただし、監理技術

 　③　病休、死亡、退職等特別な理由以外により配置予定技術者調書（別記様式２－２）に記載した専任指導技術

 ※ 入札公告において「専任指導技術者の配置を申請することができる」とされている入札に限る。

 　④　工事完了後の監理技術者等としての施工実績及び工事成績は、監理技術者等となった技術者にのみ付与する。

 　　（上記の特別な理由以外での専任指導技術者の交代は認めない。）

価による得点の小計が交代前の専任指導技術者の得点の小計未満となったときは、工事成績評定を２点減ずる。

 　　術者が工期の途中で交代した場合は、交代後の専任指導技術者について、改めて評価を行うものとし、当該評
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 住宅瑕疵担保履行

 法による資力確保

 措置について

 　　　・○○○○棟　・○○○○棟　・○○○○棟

 　行うものとする。

 　資力確保措置が義務付けられている。なお、資力確保の措置については、○○○○○○○○○○○○○○工事で

 　　本工事における次の棟は特定住宅瑕疵担保責任の履行の確保等に関する法律（平成19年法律第66号）に基づく22

＜工事請負契約書第60条関係＞ 

＜工事請負契約書第40条関係＞ 

 　１．土砂・・・・・・・・・・・５００ｍ3以上  　１．土砂・・・・・・・・・５００ｍ3以上

＜工事請負契約書第35条関係＞ 

※　労働基準法の遵守　　【別途、現場説明書を参照のこと。】

 　　カーを貼付しなければならない。

 　④　受注者は、「推進工事」において監督職員から建設リサイクル法第１１条に規定される「通知」が完了した

 　　旨の回答があるまでの間、当該工事に着手してはならない。

 　⑤　受注者は、現契約が「推進工事」以外の工事で、工事着手後、現場条件等により「推進工事」となる場合は、

 　　監督職員と速やかに協議し、④と同様、監督職員からの回答があるまでの間、当該工事に着手してはならない。

 　⑥　受注者は、「推進工事」において、当初契約時に記載した再資源化等施設と異なる施設で再資源化等を行う

 　　際には、監督職員と協議を行わなければならない。

 　⑦　受注者は、「推進工事」における特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了したときは、再資源化等報告書を

 　　監督職員に提出しなければならない。

 　②　「推進工事」の契約書７に掲げる「別紙の通り」の「別紙」とは、「建設工事に係る資材の再資源化等に関

 　　する法律第１３条及び特定建設資材に係る分別解体等に関する省令第４条の規定による書面」とする。

 　　し協議するものとする。

 　③　受注者は、「推進工事」において「建設業の許可票」若しくは「解体工事業者登録票」の標識に下図ステッ

 について

 使用する工事、又は特定建設資材廃棄物（コンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊、建設発生木材）が発

 　①　「推進工事」においては、建設リサイクル法第１２条第１項に規定する説明事項（分別解体等の方法・解体

 　　工事に要する費用・再資源化等をするための施設の名称及び所在地・特定建設資材廃棄物の再資源化等に要す

 　　る費用等）について、契約書を提出する前に別に定める「通知に係る事前説明事項」の書面を監督職員に提出

 建設リサイクル法  「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（以下「建設リサイクル法」という。）」について

 　特定建設資材（コンクリート、コンクリート及び鉄から成る建設資材、木材、アスファルト・コンクリート）を

 生する工事全てを「建設リサイクル推進工事（以下「推進工事」という。）」と位置づけ、建設リサイクル法施行

 令第２条第１項の規定による建設工事の規模に関する基準を満たさない工事についても、建設リサイクル法の規定

 を準用する（但し、罰則規定は除く）。
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建設リサイクル推進工事
岡　山　県

通　知　年　月　日

「推進工事」（ステッカー）　例

注）通知が終了後、監督職員が交付。

 火災保険等の

 時期、金額

 ・普通火災保険に付すべき時期及び金額

 　　①　工事出来形（検査済工事材料を含む）が５０％になった際に請負代金額の８０％相当額の保険に付するもの

 　　　とし、その後、工事出来形（検査済工事材料を含む）が８０％になった際に請負代金額相当の保険金額となる

 　　　　なお、木造の対象物に対しては、工事出来形（検査済工事材料を含む）が２０％になった際に請負代金額と

 　　　なるよう付するものとする。

 　　②　初回の付保時期において請負代金額相当の保険金額を付することができるものとする。

 　　③　建設工事保険その他保険を付する場合は、上記①及び②に準ずるものとする。

 　　④　保険の期限は、工事完成時期に１４日を加えた期日までとする。ただし、工事が遅延した場合には、その期

 　　　限も遅延日数に応じて延長するものとする。

 　　　よう付するものとする。

 ・修繕又は模様替等の工事は次による。

 　　①　請負契約の工事範囲については、請負契約金額に相当する補償額となる保険契約を対象として、工事の着手

 　　　前に保険契約を締結するものとする。

 　　②　同一敷地内にある工事範囲外の既設建築物については、監督職員が特に必要と認めた場合を除き付さないも

 　　　のとする。
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 　　③　保険の期限は、工期末日に１４日を加えた期日までとする。ただし、工事が遅延した場合には、その期限も

 　　　遅延日数に応じて延長するものとする。

令和　　年　　月　　日

＜工事請負契約書第60条関係＞ 

 なお、コブリスへの登録費用は現場管理費に含まれている。

 　受注者は、受注時または変更時において工事請負代金額が500万円以上の工事について、工事実績情報システム

 （コリンズ）に基づき、受注・変更・完成・訂正時に工事実績情報として作成した「登録のための確認のお願い」 

 をコリンズから監督職員にメール送信し、監督職員の確認を受けたうえ、受注時は契約後、土曜日、日曜日、祝日

 等を除き10日以内に、登録内容の変更時は変更があった日から土曜日、日曜日、祝日等を除き10日以内に、完成時

 は工事完成後、土曜日、日曜日、祝日等を除き10日以内に、訂正時は適宜登録機関に登録をしなければならない。

 　登録対象は、工事請負代金額500万円以上の全ての工事とし、受注・変更・完成・訂正時にそれぞれ登録するも

 のとする。

 　また、登録機関発行の「登録内容確認書」は、コリンズ登録時に監督職員にメール送信される。

 　なお、変更時と工事完成時の間が10日間（土曜日、日曜日、祝日等を除く）に満たない場合は、変更時の登録申

 請を省略できる。

 　また、本工事の完成後において訂正または削除する場合においても同様に、コリンズから発注者にメール送信し、

  速やかに発注者の確認を受けた上で、登録機関に登録申請しなければならない。

 場所に掲げること。なお、計画書の現場掲示様式についても、ＣＯＢＲＩＳを用いて作成すること。

※　建設業退職金共済組合等への加入等　　【別途、現場説明書を参照のこと。】

別途、現場説明書を参照のこと。】

【別途、一般仕様書を参照のこと。】

 コンクリート塊

 ※伐木・伐根材、建設汚泥等について

 伐木・伐根材

　岡山アスコン（株）

　岡山アスコン（株）

　藤クリーン（株）　岡山市南区藤田1666-1

　瀬戸内市牛窓町長浜2518番1外1筆

　瀬戸内市牛窓町長浜2518番1外1筆

　（株）西日本マックス　岡山市南区郡3000番
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外周部防音シート張
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安全手すり

枠組足場W900
（手すり先行
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下地単管組
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※水路側に仮設足場を敷設する際は、事前に占有許可申請（法定外公共物）を行うこと

※　　　　着色範囲の仮設について
水路の上に鉄骨梁を架け、その上に仮設足場
を組む

A-A' 仮設断面図

A1　 1:30
A3　 1:60

B-B' 仮設断面図

B

B'

屋根：アスファルト防水シート（アスベスト含有レベル3みなし）
　　　撤去に際して、外部と区画するために大棟部高さまで足場を敷設する
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《解体建物：平屋CB造》

《解体建物：2階建RC+S造》

花壇

撤去範囲

花壇：一部撤去

用水沿い土間：残置

橋屋根支持フレーム
先行設置工事：

柱･壁は土間上部で切断

ﾎﾟﾝﾌﾟ置場

フェンス：撤去
支柱部切断 22.2ｍ

テント撤去に先立ち撤去
テント軒先樋：8.5ｍ

NTT柱：撤去(電気)

U型バリカー：撤去

U型バリカー：撤去

I型バリカー：撤去

周囲樹木：撤去

既設テント屋根：フレーム共
足場設置前に工事中一時撤去
体育館撤去後、テント地張替の上復旧

H2.5ｍ程度 9本

既設テント屋根：フレーム共
足場設置前に工事中一時撤去
体育館撤去後、テント地張替の上
復旧
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SUS304　ヘアライン仕上

脱着用埋設管

横柵：φ42.7×2.0

アスファルト舗装
撤去範囲

中学校校舎
牛窓体育館

（解体建物）

テント軒先樋：8.5ｍ
テント撤去に先立ち撤去

アスファルト舗装
カッター切断ライン

体育館竪樋と接続の
呼び樋撤去共

NTT柱撤去（電気）

外灯撤去（電気）

アスファルト舗装
カッター切断ライン

中木撤去
（2.5ｍ程度）

フェンス撤去
支柱部切断

GL
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・中学校西側のﾃﾝﾄ屋根は解体足場設置前に撤去し、ﾌﾚｰﾑは現場にて保管のこと

・既存橋渡り廊下屋根支持ﾌﾚｰﾑは体育館撤去前に設置のこと

・ｱｽﾌｧﾙﾄ撤去範囲は電気・機械設備と協議の上決定のこと

凡例

解体撤去範囲 体育館、ﾎﾟﾝﾌﾟ庫：一部基礎・土間残置

側溝、ｱｽﾌｧﾙﾄ：図示部でｶｯﾀｰ切断
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･･･････ ･･･････

･･･････ ･･･････

･･･････ ･･･････

SCALESCALESCALESCALESCALESCALESCALE
一級建築士事務所登録　岡山　1081号一級建築士事務所登録　岡山　1081号一級建築士事務所登録　岡山　1081号一級建築士事務所登録　岡山　1081号一級建築士事務所登録　岡山　1081号一級建築士事務所登録　岡山　1081号一級建築士事務所登録　岡山　1081号

赤木　定赤木　定赤木　定赤木　定赤木　定赤木　定赤木　定

一級建築士 169969号一級建築士 169969号一級建築士 169969号一級建築士 169969号一級建築士 169969号一級建築士 169969号一級建築士 169969号

 倉森建築設計事務所 倉森建築設計事務所 倉森建築設計事務所 倉森建築設計事務所 倉森建築設計事務所 倉森建築設計事務所 倉森建築設計事務所株式株式株式株式株式株式株式
会社会社会社会社会社会社会社

・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・
仕　上　表　仕　上　表　仕　上　表　仕　上　表　仕　上　表　仕　上　表　仕　上　表　

アクリル製　差し込み式　80×265アクリル製　差し込み式　80×265アクリル製　差し込み式　80×265アクリル製　差し込み式　80×265アクリル製　差し込み式　80×265アクリル製　差し込み式　80×265アクリル製　差し込み式　80×265

外部仕上表外部仕上表外部仕上表外部仕上表外部仕上表外部仕上表外部仕上表

屋 根屋 根屋 根屋 根屋 根屋 根屋 根

軒 天軒 天軒 天軒 天軒 天軒 天軒 天

外 壁外 壁外 壁外 壁外 壁外 壁外 壁

柱梁型柱梁型柱梁型柱梁型柱梁型柱梁型柱梁型

ポーチポーチポーチポーチポーチポーチポーチ

犬走り犬走り犬走り犬走り犬走り犬走り犬走り

側 溝側 溝側 溝側 溝側 溝側 溝側 溝

建 具建 具建 具建 具建 具建 具建 具

樋樋樋樋樋樋樋

笠 木笠 木笠 木笠 木笠 木笠 木笠 木

屋 上屋 上屋 上屋 上屋 上屋 上屋 上

階 段階 段階 段階 段階 段階 段階 段

　　 西面開口部分にフレクサラム取付（壁面より400出　金物はステンレス製とする）　　 西面開口部分にフレクサラム取付（壁面より400出　金物はステンレス製とする）　　 西面開口部分にフレクサラム取付（壁面より400出　金物はステンレス製とする）　　 西面開口部分にフレクサラム取付（壁面より400出　金物はステンレス製とする）　　 西面開口部分にフレクサラム取付（壁面より400出　金物はステンレス製とする）　　 西面開口部分にフレクサラム取付（壁面より400出　金物はステンレス製とする）　　 西面開口部分にフレクサラム取付（壁面より400出　金物はステンレス製とする）

杉板型枠コンクリート打放（杢目）杉板型枠コンクリート打放（杢目）杉板型枠コンクリート打放（杢目）杉板型枠コンクリート打放（杢目）杉板型枠コンクリート打放（杢目）杉板型枠コンクリート打放（杢目）杉板型枠コンクリート打放（杢目）

床　舗石タイル100×100、天井　アルミモールディング床　舗石タイル100×100、天井　アルミモールディング床　舗石タイル100×100、天井　アルミモールディング床　舗石タイル100×100、天井　アルミモールディング床　舗石タイル100×100、天井　アルミモールディング床　舗石タイル100×100、天井　アルミモールディング床　舗石タイル100×100、天井　アルミモールディング

コンクリート打　モルタル金ゴテ押え、蓋　コンクリート製（9φ筋入）150×450×80コンクリート打　モルタル金ゴテ押え、蓋　コンクリート製（9φ筋入）150×450×80コンクリート打　モルタル金ゴテ押え、蓋　コンクリート製（9φ筋入）150×450×80コンクリート打　モルタル金ゴテ押え、蓋　コンクリート製（9φ筋入）150×450×80コンクリート打　モルタル金ゴテ押え、蓋　コンクリート製（9φ筋入）150×450×80コンクリート打　モルタル金ゴテ押え、蓋　コンクリート製（9φ筋入）150×450×80コンクリート打　モルタル金ゴテ押え、蓋　コンクリート製（9φ筋入）150×450×80

コンクリート製　モルタル金ゴテ押え下地　吹付タイル、内　防水モルタル金ゴテ押えコンクリート製　モルタル金ゴテ押え下地　吹付タイル、内　防水モルタル金ゴテ押えコンクリート製　モルタル金ゴテ押え下地　吹付タイル、内　防水モルタル金ゴテ押えコンクリート製　モルタル金ゴテ押え下地　吹付タイル、内　防水モルタル金ゴテ押えコンクリート製　モルタル金ゴテ押え下地　吹付タイル、内　防水モルタル金ゴテ押えコンクリート製　モルタル金ゴテ押え下地　吹付タイル、内　防水モルタル金ゴテ押えコンクリート製　モルタル金ゴテ押え下地　吹付タイル、内　防水モルタル金ゴテ押え

玄関　ステンレス、その他　アルミサッシ玄関　ステンレス、その他　アルミサッシ玄関　ステンレス、その他　アルミサッシ玄関　ステンレス、その他　アルミサッシ玄関　ステンレス、その他　アルミサッシ玄関　ステンレス、その他　アルミサッシ玄関　ステンレス、その他　アルミサッシ

PCコンクリート板　打放仕上　BT止めPCコンクリート板　打放仕上　BT止めPCコンクリート板　打放仕上　BT止めPCコンクリート板　打放仕上　BT止めPCコンクリート板　打放仕上　BT止めPCコンクリート板　打放仕上　BT止めPCコンクリート板　打放仕上　BT止め

コンクリート製　モルタル金ゴテ押え、段鼻　タイル使用コンクリート製　モルタル金ゴテ押え、段鼻　タイル使用コンクリート製　モルタル金ゴテ押え、段鼻　タイル使用コンクリート製　モルタル金ゴテ押え、段鼻　タイル使用コンクリート製　モルタル金ゴテ押え、段鼻　タイル使用コンクリート製　モルタル金ゴテ押え、段鼻　タイル使用コンクリート製　モルタル金ゴテ押え、段鼻　タイル使用

雑 工 事雑 工 事雑 工 事雑 工 事雑 工 事雑 工 事雑 工 事

下足箱下足箱下足箱下足箱下足箱下足箱下足箱

傘 立傘 立傘 立傘 立傘 立傘 立傘 立

室名札室名札室名札室名札室名札室名札室名札

脱衣棚脱衣棚脱衣棚脱衣棚脱衣棚脱衣棚脱衣棚

ﾋﾞﾆｰﾙｶｰﾃﾝﾋﾞﾆｰﾙｶｰﾃﾝﾋﾞﾆｰﾙｶｰﾃﾝﾋﾞﾆｰﾙｶｰﾃﾝﾋﾞﾆｰﾙｶｰﾃﾝﾋﾞﾆｰﾙｶｰﾃﾝﾋﾞﾆｰﾙｶｰﾃﾝ

姿見鏡姿見鏡姿見鏡姿見鏡姿見鏡姿見鏡姿見鏡

ｶｰﾃﾝBOXｶｰﾃﾝBOXｶｰﾃﾝBOXｶｰﾃﾝBOXｶｰﾃﾝBOXｶｰﾃﾝBOXｶｰﾃﾝBOX

手 摺手 摺手 摺手 摺手 摺手 摺手 摺

格 子格 子格 子格 子格 子格 子格 子

面格子面格子面格子面格子面格子面格子面格子

市販品（バーベル製　レインラック同等）　W=300 L=750 H=500市販品（バーベル製　レインラック同等）　W=300 L=750 H=500市販品（バーベル製　レインラック同等）　W=300 L=750 H=500市販品（バーベル製　レインラック同等）　W=300 L=750 H=500市販品（バーベル製　レインラック同等）　W=300 L=750 H=500市販品（バーベル製　レインラック同等）　W=300 L=750 H=500市販品（バーベル製　レインラック同等）　W=300 L=750 H=500

コンクリート ｱ120打ち、モルタル金ゴテ押え　目地切コンクリート ｱ120打ち、モルタル金ゴテ押え　目地切コンクリート ｱ120打ち、モルタル金ゴテ押え　目地切コンクリート ｱ120打ち、モルタル金ゴテ押え　目地切コンクリート ｱ120打ち、モルタル金ゴテ押え　目地切コンクリート ｱ120打ち、モルタル金ゴテ押え　目地切コンクリート ｱ120打ち、モルタル金ゴテ押え　目地切

竪樋　ステンレスパイプ ｱ2.0　φ100、支持具　ステンレス　3.2×30　＠1000竪樋　ステンレスパイプ ｱ2.0　φ100、支持具　ステンレス　3.2×30　＠1000竪樋　ステンレスパイプ ｱ2.0　φ100、支持具　ステンレス　3.2×30　＠1000竪樋　ステンレスパイプ ｱ2.0　φ100、支持具　ステンレス　3.2×30　＠1000竪樋　ステンレスパイプ ｱ2.0　φ100、支持具　ステンレス　3.2×30　＠1000竪樋　ステンレスパイプ ｱ2.0　φ100、支持具　ステンレス　3.2×30　＠1000竪樋　ステンレスパイプ ｱ2.0　φ100、支持具　ステンレス　3.2×30　＠1000

均しモルタル金ゴテ押え ｱ20　アスファルト露出防水　8層　豆砂利（15～25％）ｱ50　敷込み均しモルタル金ゴテ押え ｱ20　アスファルト露出防水　8層　豆砂利（15～25％）ｱ50　敷込み均しモルタル金ゴテ押え ｱ20　アスファルト露出防水　8層　豆砂利（15～25％）ｱ50　敷込み均しモルタル金ゴテ押え ｱ20　アスファルト露出防水　8層　豆砂利（15～25％）ｱ50　敷込み均しモルタル金ゴテ押え ｱ20　アスファルト露出防水　8層　豆砂利（15～25％）ｱ50　敷込み均しモルタル金ゴテ押え ｱ20　アスファルト露出防水　8層　豆砂利（15～25％）ｱ50　敷込み均しモルタル金ゴテ押え ｱ20　アスファルト露出防水　8層　豆砂利（15～25％）ｱ50　敷込み

W=2575 H=1000　しなベニヤ ｱ4　T1フラッシュ ｔ=20 ｔ=18 TP仕上、天端はメラミン化粧合板貼W=2575 H=1000　しなベニヤ ｱ4　T1フラッシュ ｔ=20 ｔ=18 TP仕上、天端はメラミン化粧合板貼W=2575 H=1000　しなベニヤ ｱ4　T1フラッシュ ｔ=20 ｔ=18 TP仕上、天端はメラミン化粧合板貼W=2575 H=1000　しなベニヤ ｱ4　T1フラッシュ ｔ=20 ｔ=18 TP仕上、天端はメラミン化粧合板貼W=2575 H=1000　しなベニヤ ｱ4　T1フラッシュ ｔ=20 ｔ=18 TP仕上、天端はメラミン化粧合板貼W=2575 H=1000　しなベニヤ ｱ4　T1フラッシュ ｔ=20 ｔ=18 TP仕上、天端はメラミン化粧合板貼W=2575 H=1000　しなベニヤ ｱ4　T1フラッシュ ｔ=20 ｔ=18 TP仕上、天端はメラミン化粧合板貼

W=1040 H=2000 ヒダ1.5倍 カーテンレールはステンレス製 C型（天井にV型固定とする）W=1040 H=2000 ヒダ1.5倍 カーテンレールはステンレス製 C型（天井にV型固定とする）W=1040 H=2000 ヒダ1.5倍 カーテンレールはステンレス製 C型（天井にV型固定とする）W=1040 H=2000 ヒダ1.5倍 カーテンレールはステンレス製 C型（天井にV型固定とする）W=1040 H=2000 ヒダ1.5倍 カーテンレールはステンレス製 C型（天井にV型固定とする）W=1040 H=2000 ヒダ1.5倍 カーテンレールはステンレス製 C型（天井にV型固定とする）W=1040 H=2000 ヒダ1.5倍 カーテンレールはステンレス製 C型（天井にV型固定とする）

W=1800 H=1800 両引込フラッシュ扉付 取付高さはFLより200とするW=1800 H=1800 両引込フラッシュ扉付 取付高さはFLより200とするW=1800 H=1800 両引込フラッシュ扉付 取付高さはFLより200とするW=1800 H=1800 両引込フラッシュ扉付 取付高さはFLより200とするW=1800 H=1800 両引込フラッシュ扉付 取付高さはFLより200とするW=1800 H=1800 両引込フラッシュ扉付 取付高さはFLより200とするW=1800 H=1800 両引込フラッシュ扉付 取付高さはFLより200とする

木製（ラワン ｱ24）　寸法は特記なき限り W=200×H=150（内寸）とする　レールはステンレス製　C型木製（ラワン ｱ24）　寸法は特記なき限り W=200×H=150（内寸）とする　レールはステンレス製　C型木製（ラワン ｱ24）　寸法は特記なき限り W=200×H=150（内寸）とする　レールはステンレス製　C型木製（ラワン ｱ24）　寸法は特記なき限り W=200×H=150（内寸）とする　レールはステンレス製　C型木製（ラワン ｱ24）　寸法は特記なき限り W=200×H=150（内寸）とする　レールはステンレス製　C型木製（ラワン ｱ24）　寸法は特記なき限り W=200×H=150（内寸）とする　レールはステンレス製　C型木製（ラワン ｱ24）　寸法は特記なき限り W=200×H=150（内寸）とする　レールはステンレス製　C型

丸パイプ：丸鋼製　FP仕上　取付はPL4.5　W=100丸パイプ：丸鋼製　FP仕上　取付はPL4.5　W=100丸パイプ：丸鋼製　FP仕上　取付はPL4.5　W=100丸パイプ：丸鋼製　FP仕上　取付はPL4.5　W=100丸パイプ：丸鋼製　FP仕上　取付はPL4.5　W=100丸パイプ：丸鋼製　FP仕上　取付はPL4.5　W=100丸パイプ：丸鋼製　FP仕上　取付はPL4.5　W=100

FB ｱ4.5　丸鋼9.0製　W=1530×H=615　FP仕上（体育館地窓に取付）FB ｱ4.5　丸鋼9.0製　W=1530×H=615　FP仕上（体育館地窓に取付）FB ｱ4.5　丸鋼9.0製　W=1530×H=615　FP仕上（体育館地窓に取付）FB ｱ4.5　丸鋼9.0製　W=1530×H=615　FP仕上（体育館地窓に取付）FB ｱ4.5　丸鋼9.0製　W=1530×H=615　FP仕上（体育館地窓に取付）FB ｱ4.5　丸鋼9.0製　W=1530×H=615　FP仕上（体育館地窓に取付）FB ｱ4.5　丸鋼9.0製　W=1530×H=615　FP仕上（体育館地窓に取付）

アルミ（カラー）角パイプ 50×30 ＠100、受　アルミ（カラー）角パイプ50×20、アルミ（カラー）角パイプ 50×30 ＠100、受　アルミ（カラー）角パイプ50×20、アルミ（カラー）角パイプ 50×30 ＠100、受　アルミ（カラー）角パイプ50×20、アルミ（カラー）角パイプ 50×30 ＠100、受　アルミ（カラー）角パイプ50×20、アルミ（カラー）角パイプ 50×30 ＠100、受　アルミ（カラー）角パイプ50×20、アルミ（カラー）角パイプ 50×30 ＠100、受　アルミ（カラー）角パイプ50×20、アルミ（カラー）角パイプ 50×30 ＠100、受　アルミ（カラー）角パイプ50×20、
取付ブラケット　ステンレス ｱ3.5　　型　＠1000取付ブラケット　ステンレス ｱ3.5　　型　＠1000取付ブラケット　ステンレス ｱ3.5　　型　＠1000取付ブラケット　ステンレス ｱ3.5　　型　＠1000取付ブラケット　ステンレス ｱ3.5　　型　＠1000取付ブラケット　ステンレス ｱ3.5　　型　＠1000取付ブラケット　ステンレス ｱ3.5　　型　＠1000

1ケ1ケ1ケ1ケ1ケ1ケ1ケ

1ケ1ケ1ケ1ケ1ケ1ケ1ケ

13ケ13ケ13ケ13ケ13ケ13ケ13ケ

2ケ2ケ2ケ2ケ2ケ2ケ2ケ

130M130M130M130M130M130M130M

108M108M108M108M108M108M108M

20ケ20ケ20ケ20ケ20ケ20ケ20ケ

2ケ2ケ2ケ2ケ2ケ2ケ2ケ

内部仕上表内部仕上表内部仕上表内部仕上表内部仕上表内部仕上表内部仕上表

２２２２２２２

玄関・ホール玄関・ホール玄関・ホール玄関・ホール玄関・ホール玄関・ホール玄関・ホール

事務室事務室事務室事務室事務室事務室事務室

ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木１１１１１１１

階階階階階階階 室名室名室名室名室名室名室名 床床床床床床床 巾木巾木巾木巾木巾木巾木巾木

花 壇花 壇花 壇花 壇花 壇花 壇花 壇

階段室階段室階段室階段室階段室階段室階段室

放送室放送室放送室放送室放送室放送室放送室

多用室多用室多用室多用室多用室多用室多用室

ギャラリーギャラリーギャラリーギャラリーギャラリーギャラリーギャラリー

※アリーナ見えがかり鉄部はすべてFP2回塗仕上※アリーナ見えがかり鉄部はすべてFP2回塗仕上※アリーナ見えがかり鉄部はすべてFP2回塗仕上※アリーナ見えがかり鉄部はすべてFP2回塗仕上※アリーナ見えがかり鉄部はすべてFP2回塗仕上※アリーナ見えがかり鉄部はすべてFP2回塗仕上※アリーナ見えがかり鉄部はすべてFP2回塗仕上

ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木

フロア合板貼フロア合板貼フロア合板貼フロア合板貼フロア合板貼フロア合板貼フロア合板貼
踏板：ラワン ｱ30 ポリウレタン仕上踏板：ラワン ｱ30 ポリウレタン仕上踏板：ラワン ｱ30 ポリウレタン仕上踏板：ラワン ｱ30 ポリウレタン仕上踏板：ラワン ｱ30 ポリウレタン仕上踏板：ラワン ｱ30 ポリウレタン仕上踏板：ラワン ｱ30 ポリウレタン仕上

フロア合板貼フロア合板貼フロア合板貼フロア合板貼フロア合板貼フロア合板貼フロア合板貼
一部モルタル下地　塩ビタイル貼一部モルタル下地　塩ビタイル貼一部モルタル下地　塩ビタイル貼一部モルタル下地　塩ビタイル貼一部モルタル下地　塩ビタイル貼一部モルタル下地　塩ビタイル貼一部モルタル下地　塩ビタイル貼

フロア合板貼フロア合板貼フロア合板貼フロア合板貼フロア合板貼フロア合板貼フロア合板貼
一部モルタル下地　塩ビタイル貼一部モルタル下地　塩ビタイル貼一部モルタル下地　塩ビタイル貼一部モルタル下地　塩ビタイル貼一部モルタル下地　塩ビタイル貼一部モルタル下地　塩ビタイル貼一部モルタル下地　塩ビタイル貼

ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木

ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木

:化粧せっこうボード:化粧せっこうボード:化粧せっこうボード:化粧せっこうボード:化粧せっこうボード:化粧せっこうボード:化粧せっこうボードGB-DGB-DGB-DGB-DGB-DGB-DGB-D

GB-RGB-RGB-RGB-RGB-RGB-RGB-R :せっこうボード:せっこうボード:せっこうボード:せっこうボード:せっこうボード:せっこうボード:せっこうボード

牛窓体育館解体等工事牛窓体育館解体等工事牛窓体育館解体等工事牛窓体育館解体等工事牛窓体育館解体等工事牛窓体育館解体等工事牛窓体育館解体等工事

FB　45×40＠600　耐水合板 ｱ12ビス止め　銅箔貼（スターゴールド又は同等品）FB　45×40＠600　耐水合板 ｱ12ビス止め　銅箔貼（スターゴールド又は同等品）FB　45×40＠600　耐水合板 ｱ12ビス止め　銅箔貼（スターゴールド又は同等品）FB　45×40＠600　耐水合板 ｱ12ビス止め　銅箔貼（スターゴールド又は同等品）FB　45×40＠600　耐水合板 ｱ12ビス止め　銅箔貼（スターゴールド又は同等品）FB　45×40＠600　耐水合板 ｱ12ビス止め　銅箔貼（スターゴールド又は同等品）FB　45×40＠600　耐水合板 ｱ12ビス止め　銅箔貼（スターゴールド又は同等品）

W=1040 H=450　メラミン化粧合板フラッシュ製 ｔ=26 ｔ=18 W=1040 H=450　メラミン化粧合板フラッシュ製 ｔ=26 ｔ=18 W=1040 H=450　メラミン化粧合板フラッシュ製 ｔ=26 ｔ=18 W=1040 H=450　メラミン化粧合板フラッシュ製 ｔ=26 ｔ=18 W=1040 H=450　メラミン化粧合板フラッシュ製 ｔ=26 ｔ=18 W=1040 H=450　メラミン化粧合板フラッシュ製 ｔ=26 ｔ=18 W=1040 H=450　メラミン化粧合板フラッシュ製 ｔ=26 ｔ=18 

2本2本2本2本2本2本2本

モルタル金コテ押えモルタル金コテ押えモルタル金コテ押えモルタル金コテ押えモルタル金コテ押えモルタル金コテ押えモルタル金コテ押え

ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張

ポリウレタン樹脂仕上ポリウレタン樹脂仕上ポリウレタン樹脂仕上ポリウレタン樹脂仕上ポリウレタン樹脂仕上ポリウレタン樹脂仕上ポリウレタン樹脂仕上

男子洗面所男子洗面所男子洗面所男子洗面所男子洗面所男子洗面所男子洗面所

女子洗面所女子洗面所女子洗面所女子洗面所女子洗面所女子洗面所女子洗面所

男子便所男子便所男子便所男子便所男子便所男子便所男子便所

女子便所女子便所女子便所女子便所女子便所女子便所女子便所

車いす便所車いす便所車いす便所車いす便所車いす便所車いす便所車いす便所

ステージステージステージステージステージステージステージ

鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張

鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張

木造床組 ナラフローリング張 木造床組 ナラフローリング張 木造床組 ナラフローリング張 木造床組 ナラフローリング張 木造床組 ナラフローリング張 木造床組 ナラフローリング張 木造床組 ナラフローリング張 

壁同材壁同材壁同材壁同材壁同材壁同材壁同材

壁同材壁同材壁同材壁同材壁同材壁同材壁同材

壁同材壁同材壁同材壁同材壁同材壁同材壁同材

便所前室便所前室便所前室便所前室便所前室便所前室便所前室 鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張

磁器タイル 300×300磁器タイル 300×300磁器タイル 300×300磁器タイル 300×300磁器タイル 300×300磁器タイル 300×300磁器タイル 300×300

磁器タイル 300×300磁器タイル 300×300磁器タイル 300×300磁器タイル 300×300磁器タイル 300×300磁器タイル 300×300磁器タイル 300×300

磁器タイル 300×300磁器タイル 300×300磁器タイル 300×300磁器タイル 300×300磁器タイル 300×300磁器タイル 300×300磁器タイル 300×300

鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張 ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木ソフト巾木研修室研修室研修室研修室研修室研修室研修室

器具庫（東西）器具庫（東西）器具庫（東西）器具庫（東西）器具庫（東西）器具庫（東西）器具庫（東西）

体育室体育室体育室体育室体育室体育室体育室 鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張鋼製床組 フローリング張

木製 OP木製 OP木製 OP木製 OP木製 OP木製 OP木製 OP

木製 OP木製 OP木製 OP木製 OP木製 OP木製 OP木製 OP

木製 OP木製 OP木製 OP木製 OP木製 OP木製 OP木製 OP

栂 ｱ18 OP栂 ｱ18 OP栂 ｱ18 OP栂 ｱ18 OP栂 ｱ18 OP栂 ｱ18 OP栂 ｱ18 OP

栂 ｱ18 OP栂 ｱ18 OP栂 ｱ18 OP栂 ｱ18 OP栂 ｱ18 OP栂 ｱ18 OP栂 ｱ18 OP

ラワン ｱ18 OPラワン ｱ18 OPラワン ｱ18 OPラワン ｱ18 OPラワン ｱ18 OPラワン ｱ18 OPラワン ｱ18 OP

栂 ｱ18 OP栂 ｱ18 OP栂 ｱ18 OP栂 ｱ18 OP栂 ｱ18 OP栂 ｱ18 OP栂 ｱ18 OP

栂 ｱ18 OP栂 ｱ18 OP栂 ｱ18 OP栂 ｱ18 OP栂 ｱ18 OP栂 ｱ18 OP栂 ｱ18 OP

モルタル金コテ押え AEPモルタル金コテ押え AEPモルタル金コテ押え AEPモルタル金コテ押え AEPモルタル金コテ押え AEPモルタル金コテ押え AEPモルタル金コテ押え AEP

LGS下地 吸音テックス貼 t=9(防炎加工)LGS下地 吸音テックス貼 t=9(防炎加工)LGS下地 吸音テックス貼 t=9(防炎加工)LGS下地 吸音テックス貼 t=9(防炎加工)LGS下地 吸音テックス貼 t=9(防炎加工)LGS下地 吸音テックス貼 t=9(防炎加工)LGS下地 吸音テックス貼 t=9(防炎加工)

アルミアルミアルミアルミアルミアルミアルミLGS下地 アルミモールディング貼 ｱ0.8LGS下地 アルミモールディング貼 ｱ0.8LGS下地 アルミモールディング貼 ｱ0.8LGS下地 アルミモールディング貼 ｱ0.8LGS下地 アルミモールディング貼 ｱ0.8LGS下地 アルミモールディング貼 ｱ0.8LGS下地 アルミモールディング貼 ｱ0.8

塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ

2550255025502550255025502550
2700270027002700270027002700

室名札室名札室名札室名札室名札室名札室名札

壁壁壁壁壁壁壁 天井天井天井天井天井天井天井 廻縁廻縁廻縁廻縁廻縁廻縁廻縁

塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ

塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ

塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ

塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ

2720272027202720272027202720

モルタル金コテ押え　石綿セメント軟質板 ｱ5モルタル金コテ押え　石綿セメント軟質板 ｱ5モルタル金コテ押え　石綿セメント軟質板 ｱ5モルタル金コテ押え　石綿セメント軟質板 ｱ5モルタル金コテ押え　石綿セメント軟質板 ｱ5モルタル金コテ押え　石綿セメント軟質板 ｱ5モルタル金コテ押え　石綿セメント軟質板 ｱ5

モルタル金コテ押え　石綿セメント軟質板 ｱ5モルタル金コテ押え　石綿セメント軟質板 ｱ5モルタル金コテ押え　石綿セメント軟質板 ｱ5モルタル金コテ押え　石綿セメント軟質板 ｱ5モルタル金コテ押え　石綿セメント軟質板 ｱ5モルタル金コテ押え　石綿セメント軟質板 ｱ5モルタル金コテ押え　石綿セメント軟質板 ｱ5 AEPAEPAEPAEPAEPAEPAEP

AEPAEPAEPAEPAEPAEPAEP

AEPAEPAEPAEPAEPAEPAEP

壁：ALC版下地　エマルリシン吹付壁：ALC版下地　エマルリシン吹付壁：ALC版下地　エマルリシン吹付壁：ALC版下地　エマルリシン吹付壁：ALC版下地　エマルリシン吹付壁：ALC版下地　エマルリシン吹付壁：ALC版下地　エマルリシン吹付
腰：モルタル金コテ押え　AEP　H600腰：モルタル金コテ押え　AEP　H600腰：モルタル金コテ押え　AEP　H600腰：モルタル金コテ押え　AEP　H600腰：モルタル金コテ押え　AEP　H600腰：モルタル金コテ押え　AEP　H600腰：モルタル金コテ押え　AEP　H600

LGS下地 石綿セメント軟質板 ｱ5 底目 AEPLGS下地 石綿セメント軟質板 ｱ5 底目 AEPLGS下地 石綿セメント軟質板 ｱ5 底目 AEPLGS下地 石綿セメント軟質板 ｱ5 底目 AEPLGS下地 石綿セメント軟質板 ｱ5 底目 AEPLGS下地 石綿セメント軟質板 ｱ5 底目 AEPLGS下地 石綿セメント軟質板 ｱ5 底目 AEP

タラップタラップタラップタラップタラップタラップタラップ

室名札室名札室名札室名札室名札室名札室名札

室名札室名札室名札室名札室名札室名札室名札

手摺手摺手摺手摺手摺手摺手摺

備考備考備考備考備考備考備考天井高天井高天井高天井高天井高天井高天井高

LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5

塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビLGS下地 GB-R t=12 底目、EPローラーLGS下地 GB-R t=12 底目、EPローラーLGS下地 GB-R t=12 底目、EPローラーLGS下地 GB-R t=12 底目、EPローラーLGS下地 GB-R t=12 底目、EPローラーLGS下地 GB-R t=12 底目、EPローラーLGS下地 GB-R t=12 底目、EPローラーAEPAEPAEPAEPAEPAEPAEP

塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ

塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ

塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ

石綿セメント硬質板 ｱ5　へッシャンクロス貼石綿セメント硬質板 ｱ5　へッシャンクロス貼石綿セメント硬質板 ｱ5　へッシャンクロス貼石綿セメント硬質板 ｱ5　へッシャンクロス貼石綿セメント硬質板 ｱ5　へッシャンクロス貼石綿セメント硬質板 ｱ5　へッシャンクロス貼石綿セメント硬質板 ｱ5　へッシャンクロス貼 ブドウ棚、FP OPブドウ棚、FP OPブドウ棚、FP OPブドウ棚、FP OPブドウ棚、FP OPブドウ棚、FP OPブドウ棚、FP OP

塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ

塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ

下部：台車収納庫下部：台車収納庫下部：台車収納庫下部：台車収納庫下部：台車収納庫下部：台車収納庫下部：台車収納庫

塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ トップライトトップライトトップライトトップライトトップライトトップライトトップライト

トップライトトップライトトップライトトップライトトップライトトップライトトップライト

LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5

LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5

LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5

LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5

LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5

室名札、流し台室名札、流し台室名札、流し台室名札、流し台室名札、流し台室名札、流し台室名札、流し台塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ塩ビ

LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5

LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5LGS下地 GB-D t=9.5

モルタル金コテ押え　石綿セメント軟質板 ｱ5モルタル金コテ押え　石綿セメント軟質板 ｱ5モルタル金コテ押え　石綿セメント軟質板 ｱ5モルタル金コテ押え　石綿セメント軟質板 ｱ5モルタル金コテ押え　石綿セメント軟質板 ｱ5モルタル金コテ押え　石綿セメント軟質板 ｱ5モルタル金コテ押え　石綿セメント軟質板 ｱ5
室名札室名札室名札室名札室名札室名札室名札2700270027002700270027002700

木造下地 ラワン ｱ12.5 コペンハーゲンリブ張木造下地 ラワン ｱ12.5 コペンハーゲンリブ張木造下地 ラワン ｱ12.5 コペンハーゲンリブ張木造下地 ラワン ｱ12.5 コペンハーゲンリブ張木造下地 ラワン ｱ12.5 コペンハーゲンリブ張木造下地 ラワン ｱ12.5 コペンハーゲンリブ張木造下地 ラワン ｱ12.5 コペンハーゲンリブ張 OSCLOSCLOSCLOSCLOSCLOSCLOSCL カーテンボックス、カーテンレール、姿見鏡、黒板×2カーテンボックス、カーテンレール、姿見鏡、黒板×2カーテンボックス、カーテンレール、姿見鏡、黒板×2カーテンボックス、カーテンレール、姿見鏡、黒板×2カーテンボックス、カーテンレール、姿見鏡、黒板×2カーテンボックス、カーテンレール、姿見鏡、黒板×2カーテンボックス、カーテンレール、姿見鏡、黒板×2
ドリゾール板 ｱ50　エマルリシン吹付ドリゾール板 ｱ50　エマルリシン吹付ドリゾール板 ｱ50　エマルリシン吹付ドリゾール板 ｱ50　エマルリシン吹付ドリゾール板 ｱ50　エマルリシン吹付ドリゾール板 ｱ50　エマルリシン吹付ドリゾール板 ｱ50　エマルリシン吹付

フレキシブルボード　ケイカル板フレキシブルボード　ケイカル板フレキシブルボード　ケイカル板フレキシブルボード　ケイカル板フレキシブルボード　ケイカル板フレキシブルボード　ケイカル板フレキシブルボード　ケイカル板

モルタル金コテ押え 有孔石綿セメント軟質板 ｱ5モルタル金コテ押え 有孔石綿セメント軟質板 ｱ5モルタル金コテ押え 有孔石綿セメント軟質板 ｱ5モルタル金コテ押え 有孔石綿セメント軟質板 ｱ5モルタル金コテ押え 有孔石綿セメント軟質板 ｱ5モルタル金コテ押え 有孔石綿セメント軟質板 ｱ5モルタル金コテ押え 有孔石綿セメント軟質板 ｱ5
有孔ケイカル板 仕上裏：グラスウール有孔ケイカル板 仕上裏：グラスウール有孔ケイカル板 仕上裏：グラスウール有孔ケイカル板 仕上裏：グラスウール有孔ケイカル板 仕上裏：グラスウール有孔ケイカル板 仕上裏：グラスウール有孔ケイカル板 仕上裏：グラスウール

LGS下地 GB-R 吸音テックス貼 t=9(防炎加工)LGS下地 GB-R 吸音テックス貼 t=9(防炎加工)LGS下地 GB-R 吸音テックス貼 t=9(防炎加工)LGS下地 GB-R 吸音テックス貼 t=9(防炎加工)LGS下地 GB-R 吸音テックス貼 t=9(防炎加工)LGS下地 GB-R 吸音テックス貼 t=9(防炎加工)LGS下地 GB-R 吸音テックス貼 t=9(防炎加工)

LGS下地 GB-R 吸音テックス貼 t=9(防炎加工)LGS下地 GB-R 吸音テックス貼 t=9(防炎加工)LGS下地 GB-R 吸音テックス貼 t=9(防炎加工)LGS下地 GB-R 吸音テックス貼 t=9(防炎加工)LGS下地 GB-R 吸音テックス貼 t=9(防炎加工)LGS下地 GB-R 吸音テックス貼 t=9(防炎加工)LGS下地 GB-R 吸音テックス貼 t=9(防炎加工)
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※1※1※1※1※1※1※1

※2※2※2※2※2※2※2

窓ガラス枠：コーキング窓ガラス枠：コーキング窓ガラス枠：コーキング窓ガラス枠：コーキング窓ガラス枠：コーキング窓ガラス枠：コーキング窓ガラス枠：コーキング
※3※3※3※3※3※3※3

※4※4※4※4※4※4※4

※4※4※4※4※4※4※4

※5※5※5※5※5※5※5

※5※5※5※5※5※5※5

※5※5※5※5※5※5※5

※6※6※6※6※6※6※6

※6※6※6※6※6※6※6

※6※6※6※6※6※6※6

※1　軒裏　フレキシブル板 ｱ6：アスベスト含有※1　軒裏　フレキシブル板 ｱ6：アスベスト含有※1　軒裏　フレキシブル板 ｱ6：アスベスト含有※1　軒裏　フレキシブル板 ｱ6：アスベスト含有※1　軒裏　フレキシブル板 ｱ6：アスベスト含有※1　軒裏　フレキシブル板 ｱ6：アスベスト含有※1　軒裏　フレキシブル板 ｱ6：アスベスト含有

※2　屋上　アスファルト露出防水：アスベスト含有※2　屋上　アスファルト露出防水：アスベスト含有※2　屋上　アスファルト露出防水：アスベスト含有※2　屋上　アスファルト露出防水：アスベスト含有※2　屋上　アスファルト露出防水：アスベスト含有※2　屋上　アスファルト露出防水：アスベスト含有※2　屋上　アスファルト露出防水：アスベスト含有

※3　窓ガラス枠　コーキング：アスベスト含有※3　窓ガラス枠　コーキング：アスベスト含有※3　窓ガラス枠　コーキング：アスベスト含有※3　窓ガラス枠　コーキング：アスベスト含有※3　窓ガラス枠　コーキング：アスベスト含有※3　窓ガラス枠　コーキング：アスベスト含有※3　窓ガラス枠　コーキング：アスベスト含有

※4　壁　石綿セメント軟質板、フレキシブルボード、ケイカル板：アスベスト含有（みなし）※4　壁　石綿セメント軟質板、フレキシブルボード、ケイカル板：アスベスト含有（みなし）※4　壁　石綿セメント軟質板、フレキシブルボード、ケイカル板：アスベスト含有（みなし）※4　壁　石綿セメント軟質板、フレキシブルボード、ケイカル板：アスベスト含有（みなし）※4　壁　石綿セメント軟質板、フレキシブルボード、ケイカル板：アスベスト含有（みなし）※4　壁　石綿セメント軟質板、フレキシブルボード、ケイカル板：アスベスト含有（みなし）※4　壁　石綿セメント軟質板、フレキシブルボード、ケイカル板：アスベスト含有（みなし）

※6　壁・天井　石綿セメント軟質板：アスベスト含有（みなし）※6　壁・天井　石綿セメント軟質板：アスベスト含有（みなし）※6　壁・天井　石綿セメント軟質板：アスベスト含有（みなし）※6　壁・天井　石綿セメント軟質板：アスベスト含有（みなし）※6　壁・天井　石綿セメント軟質板：アスベスト含有（みなし）※6　壁・天井　石綿セメント軟質板：アスベスト含有（みなし）※6　壁・天井　石綿セメント軟質板：アスベスト含有（みなし）

※5　巾木　ソフト巾木：アスベスト含有（接着剤）※5　巾木　ソフト巾木：アスベスト含有（接着剤）※5　巾木　ソフト巾木：アスベスト含有（接着剤）※5　巾木　ソフト巾木：アスベスト含有（接着剤）※5　巾木　ソフト巾木：アスベスト含有（接着剤）※5　巾木　ソフト巾木：アスベスト含有（接着剤）※5　巾木　ソフト巾木：アスベスト含有（接着剤）ｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板撤去（作業レベル3）ｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板撤去（作業レベル3）ｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板撤去（作業レベル3）ｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板撤去（作業レベル3）ｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板撤去（作業レベル3）ｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板撤去（作業レベル3）ｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板撤去（作業レベル3）

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有接着剤はスクレーパーでの除去（作業レベル3）ｱｽﾍﾞｽﾄ含有接着剤はスクレーパーでの除去（作業レベル3）ｱｽﾍﾞｽﾄ含有接着剤はスクレーパーでの除去（作業レベル3）ｱｽﾍﾞｽﾄ含有接着剤はスクレーパーでの除去（作業レベル3）ｱｽﾍﾞｽﾄ含有接着剤はスクレーパーでの除去（作業レベル3）ｱｽﾍﾞｽﾄ含有接着剤はスクレーパーでの除去（作業レベル3）ｱｽﾍﾞｽﾄ含有接着剤はスクレーパーでの除去（作業レベル3）
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モルタル金コテ押え タイルカーペットモルタル金コテ押え タイルカーペットモルタル金コテ押え タイルカーペットモルタル金コテ押え タイルカーペットモルタル金コテ押え タイルカーペットモルタル金コテ押え タイルカーペットモルタル金コテ押え タイルカーペット

100×200　カラータイル張100×200　カラータイル張100×200　カラータイル張100×200　カラータイル張100×200　カラータイル張100×200　カラータイル張100×200　カラータイル張

100×200　カラータイル張100×200　カラータイル張100×200　カラータイル張100×200　カラータイル張100×200　カラータイル張100×200　カラータイル張100×200　カラータイル張

モルタル金コテ押え ビニルクロスモルタル金コテ押え ビニルクロスモルタル金コテ押え ビニルクロスモルタル金コテ押え ビニルクロスモルタル金コテ押え ビニルクロスモルタル金コテ押え ビニルクロスモルタル金コテ押え ビニルクロス

LGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロスLGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロスLGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロスLGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロスLGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロスLGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロスLGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロス

壁：LGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロス壁：LGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロス壁：LGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロス壁：LGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロス壁：LGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロス壁：LGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロス壁：LGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロス

壁：LGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロス壁：LGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロス壁：LGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロス壁：LGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロス壁：LGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロス壁：LGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロス壁：LGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロス

壁：LGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロス壁：LGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロス壁：LGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロス壁：LGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロス壁：LGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロス壁：LGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロス壁：LGS下地 GB-R t=12.5 ビニルクロス

腰：LGS下地 GB-R t=12.5 銘板化粧板 H1100腰：LGS下地 GB-R t=12.5 銘板化粧板 H1100腰：LGS下地 GB-R t=12.5 銘板化粧板 H1100腰：LGS下地 GB-R t=12.5 銘板化粧板 H1100腰：LGS下地 GB-R t=12.5 銘板化粧板 H1100腰：LGS下地 GB-R t=12.5 銘板化粧板 H1100腰：LGS下地 GB-R t=12.5 銘板化粧板 H1100

腰：LGS下地 GB-R t=12.5 銘板化粧板 H1100腰：LGS下地 GB-R t=12.5 銘板化粧板 H1100腰：LGS下地 GB-R t=12.5 銘板化粧板 H1100腰：LGS下地 GB-R t=12.5 銘板化粧板 H1100腰：LGS下地 GB-R t=12.5 銘板化粧板 H1100腰：LGS下地 GB-R t=12.5 銘板化粧板 H1100腰：LGS下地 GB-R t=12.5 銘板化粧板 H1100

腰：LGS下地 GB-R t=12.5 銘板化粧板 H1100腰：LGS下地 GB-R t=12.5 銘板化粧板 H1100腰：LGS下地 GB-R t=12.5 銘板化粧板 H1100腰：LGS下地 GB-R t=12.5 銘板化粧板 H1100腰：LGS下地 GB-R t=12.5 銘板化粧板 H1100腰：LGS下地 GB-R t=12.5 銘板化粧板 H1100腰：LGS下地 GB-R t=12.5 銘板化粧板 H1100
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モルタル金コテ押え ビニルクロスモルタル金コテ押え ビニルクロスモルタル金コテ押え ビニルクロスモルタル金コテ押え ビニルクロスモルタル金コテ押え ビニルクロスモルタル金コテ押え ビニルクロスモルタル金コテ押え ビニルクロス

モルタル金コテ押えモルタル金コテ押えモルタル金コテ押えモルタル金コテ押えモルタル金コテ押えモルタル金コテ押えモルタル金コテ押え

AEPAEPAEPAEPAEPAEPAEP

AEPAEPAEPAEPAEPAEPAEP
キッチン前：LGS下地 化粧ケイカル板キッチン前：LGS下地 化粧ケイカル板キッチン前：LGS下地 化粧ケイカル板キッチン前：LGS下地 化粧ケイカル板キッチン前：LGS下地 化粧ケイカル板キッチン前：LGS下地 化粧ケイカル板キッチン前：LGS下地 化粧ケイカル板

2570257025702570257025702570

膳板：大理石膳板：大理石膳板：大理石膳板：大理石膳板：大理石膳板：大理石膳板：大理石

膳板：大理石膳板：大理石膳板：大理石膳板：大理石膳板：大理石膳板：大理石膳板：大理石

膳板：大理石膳板：大理石膳板：大理石膳板：大理石膳板：大理石膳板：大理石膳板：大理石

床見切：黒御影W100床見切：黒御影W100床見切：黒御影W100床見切：黒御影W100床見切：黒御影W100床見切：黒御影W100床見切：黒御影W100

スロープスロープスロープスロープスロープスロープスロープ

磁器タイル 300×300、タイルカーペット磁器タイル 300×300、タイルカーペット磁器タイル 300×300、タイルカーペット磁器タイル 300×300、タイルカーペット磁器タイル 300×300、タイルカーペット磁器タイル 300×300、タイルカーペット磁器タイル 300×300、タイルカーペット

磁器タイル 300×300、100×100　巾木 50×75磁器タイル 300×300、100×100　巾木 50×75磁器タイル 300×300、100×100　巾木 50×75磁器タイル 300×300、100×100　巾木 50×75磁器タイル 300×300、100×100　巾木 50×75磁器タイル 300×300、100×100　巾木 50×75磁器タイル 300×300、100×100　巾木 50×75
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1階　正面　小口タイル貼、その他　モルタル刷毛引塗　防水系複層塗材、巾木　モルタル金ゴテ押え1階　正面　小口タイル貼、その他　モルタル刷毛引塗　防水系複層塗材、巾木　モルタル金ゴテ押え1階　正面　小口タイル貼、その他　モルタル刷毛引塗　防水系複層塗材、巾木　モルタル金ゴテ押え1階　正面　小口タイル貼、その他　モルタル刷毛引塗　防水系複層塗材、巾木　モルタル金ゴテ押え1階　正面　小口タイル貼、その他　モルタル刷毛引塗　防水系複層塗材、巾木　モルタル金ゴテ押え1階　正面　小口タイル貼、その他　モルタル刷毛引塗　防水系複層塗材、巾木　モルタル金ゴテ押え1階　正面　小口タイル貼、その他　モルタル刷毛引塗　防水系複層塗材、巾木　モルタル金ゴテ押え

軽鉄下地　フレキシブル板 ｱ6　VP仕上、一部　ベニヤ板枠　コンクリート打放　目地切　＠900軽鉄下地　フレキシブル板 ｱ6　VP仕上、一部　ベニヤ板枠　コンクリート打放　目地切　＠900軽鉄下地　フレキシブル板 ｱ6　VP仕上、一部　ベニヤ板枠　コンクリート打放　目地切　＠900軽鉄下地　フレキシブル板 ｱ6　VP仕上、一部　ベニヤ板枠　コンクリート打放　目地切　＠900軽鉄下地　フレキシブル板 ｱ6　VP仕上、一部　ベニヤ板枠　コンクリート打放　目地切　＠900軽鉄下地　フレキシブル板 ｱ6　VP仕上、一部　ベニヤ板枠　コンクリート打放　目地切　＠900軽鉄下地　フレキシブル板 ｱ6　VP仕上、一部　ベニヤ板枠　コンクリート打放　目地切　＠900

2階　ALC版及び　モルタル刷毛引塗　防水系複層塗材2階　ALC版及び　モルタル刷毛引塗　防水系複層塗材2階　ALC版及び　モルタル刷毛引塗　防水系複層塗材2階　ALC版及び　モルタル刷毛引塗　防水系複層塗材2階　ALC版及び　モルタル刷毛引塗　防水系複層塗材2階　ALC版及び　モルタル刷毛引塗　防水系複層塗材2階　ALC版及び　モルタル刷毛引塗　防水系複層塗材

ドリゾール板 5S 3A-200 + オガクズモルタル金コテ押え + アスファルト防水 SGL425 + シングル葺ドリゾール板 5S 3A-200 + オガクズモルタル金コテ押え + アスファルト防水 SGL425 + シングル葺ドリゾール板 5S 3A-200 + オガクズモルタル金コテ押え + アスファルト防水 SGL425 + シングル葺ドリゾール板 5S 3A-200 + オガクズモルタル金コテ押え + アスファルト防水 SGL425 + シングル葺ドリゾール板 5S 3A-200 + オガクズモルタル金コテ押え + アスファルト防水 SGL425 + シングル葺ドリゾール板 5S 3A-200 + オガクズモルタル金コテ押え + アスファルト防水 SGL425 + シングル葺ドリゾール板 5S 3A-200 + オガクズモルタル金コテ押え + アスファルト防水 SGL425 + シングル葺

ドレン　鋳鉄製　100φ、谷樋　モルタル金ゴテ押え　アスファルト防水　SGL-425、谷コイル ｱ0.4取付ドレン　鋳鉄製　100φ、谷樋　モルタル金ゴテ押え　アスファルト防水　SGL-425、谷コイル ｱ0.4取付ドレン　鋳鉄製　100φ、谷樋　モルタル金ゴテ押え　アスファルト防水　SGL-425、谷コイル ｱ0.4取付ドレン　鋳鉄製　100φ、谷樋　モルタル金ゴテ押え　アスファルト防水　SGL-425、谷コイル ｱ0.4取付ドレン　鋳鉄製　100φ、谷樋　モルタル金ゴテ押え　アスファルト防水　SGL-425、谷コイル ｱ0.4取付ドレン　鋳鉄製　100φ、谷樋　モルタル金ゴテ押え　アスファルト防水　SGL-425、谷コイル ｱ0.4取付ドレン　鋳鉄製　100φ、谷樋　モルタル金ゴテ押え　アスファルト防水　SGL-425、谷コイル ｱ0.4取付

ルーフィング22kg ＋ フッ素鋼板 ｱ0.6 瓦棒葺、軒先:野地板コンパネ ｱ15 ＋ ルーフィング22kg ＋ フッ素鋼板 ｱ0.35 一文字葺ルーフィング22kg ＋ フッ素鋼板 ｱ0.6 瓦棒葺、軒先:野地板コンパネ ｱ15 ＋ ルーフィング22kg ＋ フッ素鋼板 ｱ0.35 一文字葺ルーフィング22kg ＋ フッ素鋼板 ｱ0.6 瓦棒葺、軒先:野地板コンパネ ｱ15 ＋ ルーフィング22kg ＋ フッ素鋼板 ｱ0.35 一文字葺ルーフィング22kg ＋ フッ素鋼板 ｱ0.6 瓦棒葺、軒先:野地板コンパネ ｱ15 ＋ ルーフィング22kg ＋ フッ素鋼板 ｱ0.35 一文字葺ルーフィング22kg ＋ フッ素鋼板 ｱ0.6 瓦棒葺、軒先:野地板コンパネ ｱ15 ＋ ルーフィング22kg ＋ フッ素鋼板 ｱ0.35 一文字葺ルーフィング22kg ＋ フッ素鋼板 ｱ0.6 瓦棒葺、軒先:野地板コンパネ ｱ15 ＋ ルーフィング22kg ＋ フッ素鋼板 ｱ0.35 一文字葺ルーフィング22kg ＋ フッ素鋼板 ｱ0.6 瓦棒葺、軒先:野地板コンパネ ｱ15 ＋ ルーフィング22kg ＋ フッ素鋼板 ｱ0.35 一文字葺

軒 鼻軒 鼻軒 鼻軒 鼻軒 鼻軒 鼻軒 鼻

ﾎﾟﾘﾄﾞｰﾑﾎﾟﾘﾄﾞｰﾑﾎﾟﾘﾄﾞｰﾑﾎﾟﾘﾄﾞｰﾑﾎﾟﾘﾄﾞｰﾑﾎﾟﾘﾄﾞｰﾑﾎﾟﾘﾄﾞｰﾑ

銘 板銘 板銘 板銘 板銘 板銘 板銘 板

行事予定板行事予定板行事予定板行事予定板行事予定板行事予定板行事予定板

黒 板黒 板黒 板黒 板黒 板黒 板黒 板

タラップタラップタラップタラップタラップタラップタラップ

切文字切文字切文字切文字切文字切文字切文字

ポリドーム C-900（日本ポリドーム㈱同等）ポリドーム C-900（日本ポリドーム㈱同等）ポリドーム C-900（日本ポリドーム㈱同等）ポリドーム C-900（日本ポリドーム㈱同等）ポリドーム C-900（日本ポリドーム㈱同等）ポリドーム C-900（日本ポリドーム㈱同等）ポリドーム C-900（日本ポリドーム㈱同等）

青銅鋳物製　900×200　表面磨仕上青銅鋳物製　900×200　表面磨仕上青銅鋳物製　900×200　表面磨仕上青銅鋳物製　900×200　表面磨仕上青銅鋳物製　900×200　表面磨仕上青銅鋳物製　900×200　表面磨仕上青銅鋳物製　900×200　表面磨仕上

スチール製　地色 グリーン　W=1200×H=900　壁掛式　アルミ製枠及び粉受付スチール製　地色 グリーン　W=1200×H=900　壁掛式　アルミ製枠及び粉受付スチール製　地色 グリーン　W=1200×H=900　壁掛式　アルミ製枠及び粉受付スチール製　地色 グリーン　W=1200×H=900　壁掛式　アルミ製枠及び粉受付スチール製　地色 グリーン　W=1200×H=900　壁掛式　アルミ製枠及び粉受付スチール製　地色 グリーン　W=1200×H=900　壁掛式　アルミ製枠及び粉受付スチール製　地色 グリーン　W=1200×H=900　壁掛式　アルミ製枠及び粉受付

スチール製　地色 グリーン　W=1900×H=900　固定スチール製　地色 グリーン　W=1900×H=900　固定スチール製　地色 グリーン　W=1900×H=900　固定スチール製　地色 グリーン　W=1900×H=900　固定スチール製　地色 グリーン　W=1900×H=900　固定スチール製　地色 グリーン　W=1900×H=900　固定スチール製　地色 グリーン　W=1900×H=900　固定

鉄製（丸パイプ 42.7φ　丸鋼 16φ）　W=400×H=2800鉄製（丸パイプ 42.7φ　丸鋼 16φ）　W=400×H=2800鉄製（丸パイプ 42.7φ　丸鋼 16φ）　W=400×H=2800鉄製（丸パイプ 42.7φ　丸鋼 16φ）　W=400×H=2800鉄製（丸パイプ 42.7φ　丸鋼 16φ）　W=400×H=2800鉄製（丸パイプ 42.7φ　丸鋼 16φ）　W=400×H=2800鉄製（丸パイプ 42.7φ　丸鋼 16φ）　W=400×H=2800

フラッシュ台板 ｱ40　メラミン化粧合板貼仕上（支えブラケットへ　FB 6×30及びPL4.5 ＠300 FP仕上）フラッシュ台板 ｱ40　メラミン化粧合板貼仕上（支えブラケットへ　FB 6×30及びPL4.5 ＠300 FP仕上）フラッシュ台板 ｱ40　メラミン化粧合板貼仕上（支えブラケットへ　FB 6×30及びPL4.5 ＠300 FP仕上）フラッシュ台板 ｱ40　メラミン化粧合板貼仕上（支えブラケットへ　FB 6×30及びPL4.5 ＠300 FP仕上）フラッシュ台板 ｱ40　メラミン化粧合板貼仕上（支えブラケットへ　FB 6×30及びPL4.5 ＠300 FP仕上）フラッシュ台板 ｱ40　メラミン化粧合板貼仕上（支えブラケットへ　FB 6×30及びPL4.5 ＠300 FP仕上）フラッシュ台板 ｱ40　メラミン化粧合板貼仕上（支えブラケットへ　FB 6×30及びPL4.5 ＠300 FP仕上）

1ケ1ケ1ケ1ケ1ケ1ケ1ケ

1ケ1ケ1ケ1ケ1ケ1ケ1ケ

2ケ2ケ2ケ2ケ2ケ2ケ2ケ

2ケ2ケ2ケ2ケ2ケ2ケ2ケ

2ケ2ケ2ケ2ケ2ケ2ケ2ケ

2ケ2ケ2ケ2ケ2ケ2ケ2ケ

1か所1か所1か所1か所1か所1か所1か所

アクリル板 ｱ3.0　W=100×H=120アクリル板 ｱ3.0　W=100×H=120アクリル板 ｱ3.0　W=100×H=120アクリル板 ｱ3.0　W=100×H=120アクリル板 ｱ3.0　W=100×H=120アクリル板 ｱ3.0　W=100×H=120アクリル板 ｱ3.0　W=100×H=120

放送室台放送室台放送室台放送室台放送室台放送室台放送室台

08080808080808

８８８８８８８
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9

9

A1　 1:100
A3　 



１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

5
,
0
0
0

5
,
5
0
0

7
,
0
0
0

5
,
5
0
0

5
,
0
0
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

5,1755,000

225

5,175

375

40,950

5
5
0

5
5
0

2
9
,
1
0
0

屋 根 屋 根

上部 ブドウ棚

多用室

放送室

2階平面図　 1:100

1:200　 
Ａ

■

SCALE
･ ･

･ ･

･ ･

･ ･

SCALE
一級建築士事務所登録　岡山　1081号

赤木　定

一級建築士 169969号

 倉森建築設計事務所株式
会社

・
2階平面図

牛窓体育館解体工事

10

10

A1　 1:100
A3　 



の上、ルーフィング22kg＋フッ素鋼板 ｱ0.6瓦棒葺

北側立面図　　1:100 南側立面図　　1:100

西側立面図　　1:100

東側立面図　　1:100

1:200　 
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会社

・
立面図

牛窓体育館解体工事
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 台車収納レール

基礎より下残置

水路側基礎躯体残置

1:200　 
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F

斜線部詳細図参照

斜線部詳細図参照

※Ａ・Ｂの上、鋼製床組
　　　　+フローリング張

A1　 1:200
A3　 1:400
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・
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[H6改修]ｼﾝｸﾞﾙ葺の上、
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ+ﾌｯ素鋼板 t0.6瓦棒葺

※赤枠部分
アスベスト含有みなし
〈H7-ｱｽﾍﾞｽﾄ調査にて未調査〉

[H6改修]ｺﾝﾊﾟﾈt15、ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞの上
ﾌｯ素鋼板 t0.6瓦棒葺

※1

※赤枠部分
アスベスト含有みなし
〈H7-ｱｽﾍﾞｽﾄ調査にて未調査〉

※3
※4

※4

※4
※1

鋼製床組+フローリング張 H130

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ板 t6 ※1

[H6改修]ｺﾝﾊﾟﾈt15、
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞの上
ﾌｯ素鋼板 t0.6瓦棒葺

[H6改修]ｼﾝｸﾞﾙ葺の上、
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ+ﾌｯ素鋼板 t0.6瓦棒葺

台車レール
ﾓﾙﾀﾙの上、[-125x65x6x8

※1　軒裏　フレキシブル板 ｱ6：アスベスト含有

※2　屋上　アスファルト露出防水：アスベスト含有

※3　窓ガラス枠　コーキング：アスベスト含有

※4　壁　石綿セメント軟質板、フレキシブルボード、ケイカル板：アスベスト含有（みなし）

※6　壁・天井　石綿セメント軟質板：アスベスト含有（みなし）

※5　巾木　ソフト巾木：アスベスト含有（接着剤）ｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板撤去（作業レベル3）

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有接着剤はスクレーパーでの除去（作業レベル3）
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Ａ

■

SCALE
･ ･

･ ･

･ ･

･ ･

SCALE
一級建築士事務所登録　岡山　1081号

赤木　定

一級建築士 169969号

 倉森建築設計事務所株式
会社

・
矩計図
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床見切：黒御影W100

研修室
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スロープ Ａ方向立面図　1：30

スロープ Ｂ方向断面図　1：30

玄関部平面詳細図　1：30

スロープ床：タイルカーペット

上部：

40×145

床：300角タイル

SUS手摺：SUS42φ

SUS手摺：SUS42φ

SUS手摺子：SUS27φ＠830

SUS手摺子：SUS27φ＠830

SUS手摺：SUS42φ

SUS手摺子：SUS27φ＠830

スロープ

スロープ

床：300角タイル

床：100角タイル

床：100角タイル

※事務室・便所廻りは「平面詳細図・展開図」を参照

床：300角タイル

A1　 1:30
A3　 1:60
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詳105

ポーチ

玄関

1:60 
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5,000
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木枠:40×145

黒御影黒御影

廻縁:塩ビ

C-BOX:175×250 ｔ25

C-BOX:175×200 ｔ25壁:ﾓﾙﾀﾙ EP
天井:LGS下地 GB-D

天井:LGS下地 GB-D
壁:ﾓﾙﾀﾙ EP 壁:ｹｲｶﾙ板 

木見切:25×90

2,250 1,050
木見切:25×80

IH W3300×H850×D650

下足箱

H1600H1750

1,840 1,850

3
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0

床:300角ﾀｲﾙ 

床:300角ﾀｲﾙ 

床:ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ 

床:ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ 

壁: ﾓﾙﾀﾙ ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

廻縁:塩ビ

壁: ﾓﾙﾀﾙ ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

天井:LGS下地 ｶﾗｰｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ

天井:LGS下地 ｶﾗｰｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ

※詳細は「玄関部平面詳細図」参照

スロープ床

床:鋼製床組 
　 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ貼

キッチン
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※赤枠部分
アスベスト含有みなし
〈H7-ｱｽﾍﾞｽﾄ調査にて未調査〉

※赤枠部分
アスベスト含有みなし
〈H7-ｱｽﾍﾞｽﾄ調査にて未調査〉

※1

※2

※赤枠部分
アスベスト含有みなし
〈H7-ｱｽﾍﾞｽﾄ調査にて未調査〉

※3

※1　軒裏　フレキシブル板 ｱ6：アスベスト含有

※2　屋上　アスファルト露出防水：アスベスト含有

※3　窓ガラス枠　コーキング：アスベスト含有

※4　壁　石綿セメント軟質板、フレキシブルボード、ケイカル板：アスベスト含有（みなし）

※6　壁・天井　石綿セメント軟質板：アスベスト含有（みなし）

※5　巾木　ソフト巾木：アスベスト含有（接着剤）ｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板撤去（作業レベル3）

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有接着剤はスクレーパーでの除去（作業レベル3）
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部分詳細図
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GL-100より上の躯体を撤去
赤点線部カッター切断
（斜線部地下躯体残置）

GL-100より上の躯体を撤去
赤点線部カッター切断
（斜線部地下躯体残置）

※杭は杭頭で切断し残置とする

　また、残置杭については各位置を座標へプロットし提出すること 

　基準点、基準高は監督員と協議すること
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※杭は杭頭で切断し残置とする

　また、残置杭については各位置を座標へプロットし提出すること 

　基準点、基準高は監督員と協議すること
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柱・壁切断の上、基礎躯体残置
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２２２２２２２１１１１１１１ ＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷ フィラープレートを入れる。フィラープレートを入れる。フィラープレートを入れる。フィラープレートを入れる。フィラープレートを入れる。フィラープレートを入れる。フィラープレートを入れる。１－１１－１１－１１－１１－１１－１１－１ ２２２２２２２０≦Ｓ’０≦Ｓ’０≦Ｓ’０≦Ｓ’０≦Ｓ’０≦Ｓ’０≦Ｓ’－Ｓ≦３－Ｓ≦３－Ｓ≦３－Ｓ≦３－Ｓ≦３－Ｓ≦３－Ｓ≦３ Ｓ＝設計サイズＳ＝設計サイズＳ＝設計サイズＳ＝設計サイズＳ＝設計サイズＳ＝設計サイズＳ＝設計サイズ ＷＷＷＷＷＷＷ

１をこえる場合１をこえる場合１をこえる場合１をこえる場合１をこえる場合１をこえる場合１をこえる場合・使用材料は　構造図による。・使用材料は　構造図による。・使用材料は　構造図による。・使用材料は　構造図による。・使用材料は　構造図による。・使用材料は　構造図による。・使用材料は　構造図による。
使 用 材 料使 用 材 料使 用 材 料使 用 材 料使 用 材 料使 用 材 料使 用 材 料 ＝実際サイズ＝実際サイズ＝実際サイズ＝実際サイズ＝実際サイズ＝実際サイズ＝実際サイズＳＳＳＳＳＳＳ’’’’’’’ 柱Ｌと同厚以上柱Ｌと同厚以上柱Ｌと同厚以上柱Ｌと同厚以上柱Ｌと同厚以上柱Ｌと同厚以上柱Ｌと同厚以上ＰＰＰＰＰＰＰ

ＳＳＳＳＳＳＳ
ｇ＝０ｇ＝０ｇ＝０ｇ＝０ｇ＝０ｇ＝０ｇ＝０ ２２２２２２２ｔｔｔｔｔｔｔ余盛余盛余盛余盛余盛余盛余盛

余盛余盛余盛余盛余盛余盛余盛 ５－２５－２５－２５－２５－２５－２５－２・鉄骨加工業者は　社団法人全国鐵構工業協会（ＪＳＦＡ）加盟の大臣認定取得の工場とする。・鉄骨加工業者は　社団法人全国鐵構工業協会（ＪＳＦＡ）加盟の大臣認定取得の工場とする。・鉄骨加工業者は　社団法人全国鐵構工業協会（ＪＳＦＡ）加盟の大臣認定取得の工場とする。・鉄骨加工業者は　社団法人全国鐵構工業協会（ＪＳＦＡ）加盟の大臣認定取得の工場とする。・鉄骨加工業者は　社団法人全国鐵構工業協会（ＪＳＦＡ）加盟の大臣認定取得の工場とする。・鉄骨加工業者は　社団法人全国鐵構工業協会（ＪＳＦＡ）加盟の大臣認定取得の工場とする。・鉄骨加工業者は　社団法人全国鐵構工業協会（ＪＳＦＡ）加盟の大臣認定取得の工場とする。
・ピン接合は小梁仕口リストによる。・ピン接合は小梁仕口リストによる。・ピン接合は小梁仕口リストによる。・ピン接合は小梁仕口リストによる。・ピン接合は小梁仕口リストによる。・ピン接合は小梁仕口リストによる。・ピン接合は小梁仕口リストによる。１－２１－２１－２１－２１－２１－２１－２ イイイイイイイ

（０．１Ｓ＋１）以下（０．１Ｓ＋１）以下（０．１Ｓ＋１）以下（０．１Ｓ＋１）以下（０．１Ｓ＋１）以下（０．１Ｓ＋１）以下（０．１Ｓ＋１）以下 小 梁 仕 口小 梁 仕 口小 梁 仕 口小 梁 仕 口小 梁 仕 口小 梁 仕 口小 梁 仕 口延床面積延床面積延床面積延床面積延床面積延床面積延床面積 ５００㎡以下５００㎡以下５００㎡以下５００㎡以下５００㎡以下５００㎡以下５００㎡以下 ３０００㎡以下３０００㎡以下３０００㎡以下３０００㎡以下３０００㎡以下３０００㎡以下３０００㎡以下 制限なし制限なし制限なし制限なし制限なし制限なし制限なし
１１１１１１１ １１１１１１１４４４４４４４ ｅｅｅｅｅｅｅ ｐｐｐｐｐｐｐ ｐｐｐｐｐｐｐｅｅｅｅｅｅｅ１１１１１１１１０１０１０１０１０１０１０２２２２２２２ ３３３３３３３ ｇｇｇｇｇｇｇ鉄骨加工業者鉄骨加工業者鉄骨加工業者鉄骨加工業者鉄骨加工業者鉄骨加工業者鉄骨加工業者 Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷ

腰折れ柱腰折れ柱腰折れ柱腰折れ柱腰折れ柱腰折れ柱腰折れ柱Ｈ形鋼の弱軸にブレースが取り付く場合Ｈ形鋼の弱軸にブレースが取り付く場合Ｈ形鋼の弱軸にブレースが取り付く場合Ｈ形鋼の弱軸にブレースが取り付く場合Ｈ形鋼の弱軸にブレースが取り付く場合Ｈ形鋼の弱軸にブレースが取り付く場合Ｈ形鋼の弱軸にブレースが取り付く場合グレードグレードグレードグレードグレードグレードグレード ＪグレードＪグレードＪグレードＪグレードＪグレードＪグレードＪグレード ＲグレードＲグレードＲグレードＲグレードＲグレードＲグレードＲグレード ＭグレードＭグレードＭグレードＭグレードＭグレードＭグレードＭグレード ＨグレードＨグレードＨグレードＨグレードＨグレードＨグレードＨグレード
１１１１１１１ ととととととと ２２２２２２２ ６以下６以下６以下６以下６以下６以下６以下 ９９９９９９９ １２１２１２１２１２１２１２ １４１４１４１４１４１４１４ １６１６１６１６１６１６１６ １９１９１９１９１９１９１９ｔ：ｔ：ｔ：ｔ：ｔ：ｔ：ｔ：ｔｔｔｔｔｔｔ ｔｔｔｔｔｔｔ の小さい方の小さい方の小さい方の小さい方の小さい方の小さい方の小さい方

柱角形鋼管の場合柱角形鋼管の場合柱角形鋼管の場合柱角形鋼管の場合柱角形鋼管の場合柱角形鋼管の場合柱角形鋼管の場合柱Ｈ形鋼の場合柱Ｈ形鋼の場合柱Ｈ形鋼の場合柱Ｈ形鋼の場合柱Ｈ形鋼の場合柱Ｈ形鋼の場合柱Ｈ形鋼の場合種類種類種類種類種類種類種類 ４００Ｎ４００Ｎ４００Ｎ４００Ｎ４００Ｎ４００Ｎ４００Ｎ ４９０Ｎまで４９０Ｎまで４９０Ｎまで４９０Ｎまで４９０Ｎまで４９０Ｎまで４９０Ｎまで ４９０Ｎまで４９０Ｎまで４９０Ｎまで４９０Ｎまで４９０Ｎまで４９０Ｎまで４９０Ｎまで ５２０Ｎまで５２０Ｎまで５２０Ｎまで５２０Ｎまで５２０Ｎまで５２０Ｎまで５２０Ｎまで
３３３３３３３ＷＷＷＷＷＷＷ７７７７７７７ ９９９９９９９ １０１０１０１０１０１０１０ １２１２１２１２１２１２１２ １４１４１４１４１４１４１４ｔｔｔｔｔｔｔＳ≧０．７ｔＳ≧０．７ｔＳ≧０．７ｔＳ≧０．７ｔＳ≧０．７ｔＳ≧０．７ｔＳ≧０．７ｔ

ＧＰＧＰＧＰＧＰＧＰＧＰＧＰＬＬＬＬＬＬＬ
板厚板厚板厚板厚板厚板厚板厚 １６㎜以下１６㎜以下１６㎜以下１６㎜以下１６㎜以下１６㎜以下１６㎜以下 ２５㎜以下２５㎜以下２５㎜以下２５㎜以下２５㎜以下２５㎜以下２５㎜以下 ４０㎜以下４０㎜以下４０㎜以下４０㎜以下４０㎜以下４０㎜以下４０㎜以下 ６０㎜以下６０㎜以下６０㎜以下６０㎜以下６０㎜以下６０㎜以下６０㎜以下 剛 接 合剛 接 合剛 接 合剛 接 合剛 接 合剛 接 合剛 接 合 脚脚脚脚脚脚脚§　７　　柱§　７　　柱§　７　　柱§　７　　柱§　７　　柱§　７　　柱§　７　　柱

２２２２２２２ ３３３３３３３ ４４４４４４４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷ
４９０Ｎまで４９０Ｎまで４９０Ｎまで４９０Ｎまで４９０Ｎまで４９０Ｎまで４９０Ｎまで ＡタイプＡタイプＡタイプＡタイプＡタイプＡタイプＡタイプ （主柱）（主柱）（主柱）（主柱）（主柱）（主柱）（主柱） ＢタイプＢタイプＢタイプＢタイプＢタイプＢタイプＢタイプ （間柱等二次部材）（間柱等二次部材）（間柱等二次部材）（間柱等二次部材）（間柱等二次部材）（間柱等二次部材）（間柱等二次部材）７－１７－１７－１７－１７－１７－１７－１通しダイヤフラム通しダイヤフラム通しダイヤフラム通しダイヤフラム通しダイヤフラム通しダイヤフラム通しダイヤフラム ３２㎜以下３２㎜以下３２㎜以下３２㎜以下３２㎜以下３２㎜以下３２㎜以下 ５０㎜以下５０㎜以下５０㎜以下５０㎜以下５０㎜以下５０㎜以下５０㎜以下 ７０㎜以下７０㎜以下７０㎜以下７０㎜以下７０㎜以下７０㎜以下７０㎜以下 ２．５以上２．５以上２．５以上２．５以上２．５以上２．５以上２．５以上 ２２２２２２２ ３３３３３３３ ４４４４４４４Ｗ　，Ｗ　ｏｒＷＷ　，Ｗ　ｏｒＷＷ　，Ｗ　ｏｒＷＷ　，Ｗ　ｏｒＷＷ　，Ｗ　ｏｒＷＷ　，Ｗ　ｏｒＷＷ　，Ｗ　ｏｒＷ ＲＰＲＰＲＰＲＰＲＰＲＰＲＰＬＬＬＬＬＬＬ４－２４－２４－２４－２４－２４－２４－２２２㎜以下２２㎜以下２２㎜以下２２㎜以下２２㎜以下２２㎜以下２２㎜以下 １）　板厚の異なる場合１）　板厚の異なる場合１）　板厚の異なる場合１）　板厚の異なる場合１）　板厚の異なる場合１）　板厚の異なる場合１）　板厚の異なる場合 ＬＬＬＬＬＬＬＲＰＲＰＲＰＲＰＲＰＲＰＲＰ 余長はネジ山３以上余長はネジ山３以上余長はネジ山３以上余長はネジ山３以上余長はネジ山３以上余長はネジ山３以上余長はネジ山３以上１１１１１１１

※※※※※※※ 一 般 柱 脚一 般 柱 脚一 般 柱 脚一 般 柱 脚一 般 柱 脚一 般 柱 脚一 般 柱 脚 ２５２５２５２５２５２５２５※※※※※※※※※※※※※※４９０Ｎまで４９０Ｎまで４９０Ｎまで４９０Ｎまで４９０Ｎまで４９０Ｎまで４９０Ｎまで タイプ１タイプ１タイプ１タイプ１タイプ１タイプ１タイプ１ タイプ２タイプ２タイプ２タイプ２タイプ２タイプ２タイプ２クレーンガーダークレーンガーダークレーンガーダークレーンガーダークレーンガーダークレーンガーダークレーンガーダー完 全 溶 込 み完 全 溶 込 み完 全 溶 込 み完 全 溶 込 み完 全 溶 込 み完 全 溶 込 み完 全 溶 込 み ａ＞１０ａ＞１０ａ＞１０ａ＞１０ａ＞１０ａ＞１０ａ＞１０１０１０１０１０１０１０１０ａ≦ａ≦ａ≦ａ≦ａ≦ａ≦ａ≦ベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレート ５０㎜以下５０㎜以下５０㎜以下５０㎜以下５０㎜以下５０㎜以下５０㎜以下 制限なし制限なし制限なし制限なし制限なし制限なし制限なし 制限なし制限なし制限なし制限なし制限なし制限なし制限なし の場合は３とするの場合は３とするの場合は３とするの場合は３とするの場合は３とするの場合は３とするの場合は３とする）））））））（（（（（（（５０㎜以下５０㎜以下５０㎜以下５０㎜以下５０㎜以下５０㎜以下５０㎜以下 １１１１１１１ １１１１１１１ １１１１１１１ＷＷＷＷＷＷＷ ＷＷＷＷＷＷＷ ＷＷＷＷＷＷＷ△△ △△ △△ △ △△ △△ △△ △ △△ △△ △△ △　すべて２重ナットとする　すべて２重ナットとする　すべて２重ナットとする　すべて２重ナットとする　すべて２重ナットとする　すべて２重ナットとする　すべて２重ナットとする
ＰＰＰＰＰＰＰ ・継手プレート及びＨＴＢはリストによる。・継手プレート及びＨＴＢはリストによる。・継手プレート及びＨＴＢはリストによる。・継手プレート及びＨＴＢはリストによる。・継手プレート及びＨＴＢはリストによる。・継手プレート及びＨＴＢはリストによる。・継手プレート及びＨＴＢはリストによる。ＰＰＰＰＰＰＰ ＰＰＰＰＰＰＰ・ＧＬ　、ＲＬは小梁のＷＬと同厚以上とする。・ＧＬ　、ＲＬは小梁のＷＬと同厚以上とする。・ＧＬ　、ＲＬは小梁のＷＬと同厚以上とする。・ＧＬ　、ＲＬは小梁のＷＬと同厚以上とする。・ＧＬ　、ＲＬは小梁のＷＬと同厚以上とする。・ＧＬ　、ＲＬは小梁のＷＬと同厚以上とする。・ＧＬ　、ＲＬは小梁のＷＬと同厚以上とする。溶 接溶 接溶 接溶 接溶 接溶 接溶 接

堅練りモルタル後詰め堅練りモルタル後詰め堅練りモルタル後詰め堅練りモルタル後詰め堅練りモルタル後詰め堅練りモルタル後詰め堅練りモルタル後詰め

（突合せ溶接）（突合せ溶接）（突合せ溶接）（突合せ溶接）（突合せ溶接）（突合せ溶接）（突合せ溶接）
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０

５
０§　６　　柱梁接合部および継手§　６　　柱梁接合部および継手§　６　　柱梁接合部および継手§　６　　柱梁接合部および継手§　６　　柱梁接合部および継手§　６　　柱梁接合部および継手§　６　　柱梁接合部および継手 無収縮モルタル流し込み無収縮モルタル流し込み無収縮モルタル流し込み無収縮モルタル流し込み無収縮モルタル流し込み無収縮モルタル流し込み無収縮モルタル流し込み

まんじゅう径２００φ程度まんじゅう径２００φ程度まんじゅう径２００φ程度まんじゅう径２００φ程度まんじゅう径２００φ程度まんじゅう径２００φ程度まんじゅう径２００φ程度２）　エンドタブ２）　エンドタブ２）　エンドタブ２）　エンドタブ２）　エンドタブ２）　エンドタブ２）　エンドタブ ＢＰＢＰＢＰＢＰＢＰＢＰＢＰＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ
（溶接記号は４－１，４－２に対応）（溶接記号は４－１，４－２に対応）（溶接記号は４－１，４－２に対応）（溶接記号は４－１，４－２に対応）（溶接記号は４－１，４－２に対応）（溶接記号は４－１，４－２に対応）（溶接記号は４－１，４－２に対応）１－３１－３１－３１－３１－３１－３１－３ ２２２２２２２ ３３３３３３３ ４４４４４４４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷ・設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。・設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。・設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。・設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。・設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。・設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。・設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。

３
０

ｄ
３

０
ｄ

３
０

ｄ
３

０
ｄ

３
０

ｄ
３

０
ｄ

３
０
ｄ

６－１６－１６－１６－１６－１６－１６－１ アンカーフレームを使用すアンカーフレームを使用すアンカーフレームを使用すアンカーフレームを使用すアンカーフレームを使用すアンカーフレームを使用すアンカーフレームを使用す２２２２２２２ ３３３３３３３ ４４４４４４４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷ設
計

図
に

よ
る

設
計

図
に

よ
る

設
計

図
に

よ
る

設
計

図
に

よ
る

設
計

図
に

よ
る

設
計

図
に

よ
る

設
計

図
に

よ
る

Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６を切断し天端をそろえるを切断し天端をそろえるを切断し天端をそろえるを切断し天端をそろえるを切断し天端をそろえるを切断し天端をそろえるを切断し天端をそろえる両端に継手と同じ形状のエンドタブを取り付ける。両端に継手と同じ形状のエンドタブを取り付ける。両端に継手と同じ形状のエンドタブを取り付ける。両端に継手と同じ形状のエンドタブを取り付ける。両端に継手と同じ形状のエンドタブを取り付ける。両端に継手と同じ形状のエンドタブを取り付ける。両端に継手と同じ形状のエンドタブを取り付ける。
・本標準図における単位はすべて㎜とする。・本標準図における単位はすべて㎜とする。・本標準図における単位はすべて㎜とする。・本標準図における単位はすべて㎜とする。・本標準図における単位はすべて㎜とする。・本標準図における単位はすべて㎜とする。・本標準図における単位はすべて㎜とする。そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他 る場合は設計図書によるる場合は設計図書によるる場合は設計図書によるる場合は設計図書によるる場合は設計図書によるる場合は設計図書によるる場合は設計図書による （Ａタイプも同じ）（Ａタイプも同じ）（Ａタイプも同じ）（Ａタイプも同じ）（Ａタイプも同じ）（Ａタイプも同じ）（Ａタイプも同じ）イイイイイイイ長さ（ｌ）は３５以上かつ薄い方の板厚の２倍以上とする。長さ（ｌ）は３５以上かつ薄い方の板厚の２倍以上とする。長さ（ｌ）は３５以上かつ薄い方の板厚の２倍以上とする。長さ（ｌ）は３５以上かつ薄い方の板厚の２倍以上とする。長さ（ｌ）は３５以上かつ薄い方の板厚の２倍以上とする。長さ（ｌ）は３５以上かつ薄い方の板厚の２倍以上とする。長さ（ｌ）は３５以上かつ薄い方の板厚の２倍以上とする。 勾 配 屋 根勾 配 屋 根勾 配 屋 根勾 配 屋 根勾 配 屋 根勾 配 屋 根勾 配 屋 根
・精度に関しては「鉄骨工事精度標準（日本建築学会編）」による。・精度に関しては「鉄骨工事精度標準（日本建築学会編）」による。・精度に関しては「鉄骨工事精度標準（日本建築学会編）」による。・精度に関しては「鉄骨工事精度標準（日本建築学会編）」による。・精度に関しては「鉄骨工事精度標準（日本建築学会編）」による。・精度に関しては「鉄骨工事精度標準（日本建築学会編）」による。・精度に関しては「鉄骨工事精度標準（日本建築学会編）」による。 ｌｌｌｌｌｌｌ ＴｆＴｆＴｆＴｆＴｆＴｆＴｆ
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・防錆塗装はＪＩＳ　Ｋ５６２１～Ｋ５６３３による。・防錆塗装はＪＩＳ　Ｋ５６２１～Ｋ５６３３による。・防錆塗装はＪＩＳ　Ｋ５６２１～Ｋ５６３３による。・防錆塗装はＪＩＳ　Ｋ５６２１～Ｋ５６３３による。・防錆塗装はＪＩＳ　Ｋ５６２１～Ｋ５６３３による。・防錆塗装はＪＩＳ　Ｋ５６２１～Ｋ５６３３による。・防錆塗装はＪＩＳ　Ｋ５６２１～Ｋ５６３３による。

※フランジ端部の溶接は、バックステップは禁止し、フランジ外側から溶接を始めること。※フランジ端部の溶接は、バックステップは禁止し、フランジ外側から溶接を始めること。※フランジ端部の溶接は、バックステップは禁止し、フランジ外側から溶接を始めること。※フランジ端部の溶接は、バックステップは禁止し、フランジ外側から溶接を始めること。※フランジ端部の溶接は、バックステップは禁止し、フランジ外側から溶接を始めること。※フランジ端部の溶接は、バックステップは禁止し、フランジ外側から溶接を始めること。※フランジ端部の溶接は、バックステップは禁止し、フランジ外側から溶接を始めること。 梁ＦＬ同厚以上梁ＦＬ同厚以上梁ＦＬ同厚以上梁ＦＬ同厚以上梁ＦＬ同厚以上梁ＦＬ同厚以上梁ＦＬ同厚以上ＰＰＰＰＰＰＰ 補強Ｌは座金を兼ねる補強Ｌは座金を兼ねる補強Ｌは座金を兼ねる補強Ｌは座金を兼ねる補強Ｌは座金を兼ねる補強Ｌは座金を兼ねる補強Ｌは座金を兼ねるＰＰＰＰＰＰＰ内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム
イイイイイイイ

イイイイイイイ　フランジ端部より外側に15㎜程度以上確保でき且つ、パスの数及び形状が確認できるものを標準仕様とする。　フランジ端部より外側に15㎜程度以上確保でき且つ、パスの数及び形状が確認できるものを標準仕様とする。　フランジ端部より外側に15㎜程度以上確保でき且つ、パスの数及び形状が確認できるものを標準仕様とする。　フランジ端部より外側に15㎜程度以上確保でき且つ、パスの数及び形状が確認できるものを標準仕様とする。　フランジ端部より外側に15㎜程度以上確保でき且つ、パスの数及び形状が確認できるものを標準仕様とする。　フランジ端部より外側に15㎜程度以上確保でき且つ、パスの数及び形状が確認できるものを標準仕様とする。　フランジ端部より外側に15㎜程度以上確保でき且つ、パスの数及び形状が確認できるものを標準仕様とする。
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参考：EGアークタブ(旭化成建材)等参考：EGアークタブ(旭化成建材)等参考：EGアークタブ(旭化成建材)等参考：EGアークタブ(旭化成建材)等参考：EGアークタブ(旭化成建材)等参考：EGアークタブ(旭化成建材)等参考：EGアークタブ(旭化成建材)等 直交梁直交梁直交梁直交梁直交梁直交梁直交梁
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ＢＬＢＬＢＬＢＬＢＬＢＬＢＬＰＰＰＰＰＰＰＬＬＬＬＬＬＬ３０３０３０３０３０３０３０アンカーボルトの施工に誤差がある場合アンカーボルトの施工に誤差がある場合アンカーボルトの施工に誤差がある場合アンカーボルトの施工に誤差がある場合アンカーボルトの施工に誤差がある場合アンカーボルトの施工に誤差がある場合アンカーボルトの施工に誤差がある場合§　２　　共通事項§　２　　共通事項§　２　　共通事項§　２　　共通事項§　２　　共通事項§　２　　共通事項§　２　　共通事項 イ寸法イ寸法イ寸法イ寸法イ寸法イ寸法イ寸法 ＡＢＡＢＡＢＡＢＡＢＡＢＡＢ３）　開先加工３）　開先加工３）　開先加工３）　開先加工３）　開先加工３）　開先加工３）　開先加工

２５　かつ　Ｔｆ以上２５　かつ　Ｔｆ以上２５　かつ　Ｔｆ以上２５　かつ　Ｔｆ以上２５　かつ　Ｔｆ以上２５　かつ　Ｔｆ以上２５　かつ　Ｔｆ以上・ＡＢ　　　　　　　　アンカーボルト・ＡＢ　　　　　　　　アンカーボルト・ＡＢ　　　　　　　　アンカーボルト・ＡＢ　　　　　　　　アンカーボルト・ＡＢ　　　　　　　　アンカーボルト・ＡＢ　　　　　　　　アンカーボルト・ＡＢ　　　　　　　　アンカーボルト ・ＢＨ　　　　　　　　組立てＨ形鋼・ＢＨ　　　　　　　　組立てＨ形鋼・ＢＨ　　　　　　　　組立てＨ形鋼・ＢＨ　　　　　　　　組立てＨ形鋼・ＢＨ　　　　　　　　組立てＨ形鋼・ＢＨ　　　　　　　　組立てＨ形鋼・ＢＨ　　　　　　　　組立てＨ形鋼 ７－２７－２７－２７－２７－２７－２７－２２－１２－１２－１２－１２－１２－１２－１

・ＢＰ　　　　　　　　ベースプレート・ＢＰ　　　　　　　　ベースプレート・ＢＰ　　　　　　　　ベースプレート・ＢＰ　　　　　　　　ベースプレート・ＢＰ　　　　　　　　ベースプレート・ＢＰ　　　　　　　　ベースプレート・ＢＰ　　　　　　　　ベースプレートＬＬＬＬＬＬＬ ・ＣＨＰ　　　　　　　チェッカープレート・ＣＨＰ　　　　　　　チェッカープレート・ＣＨＰ　　　　　　　チェッカープレート・ＣＨＰ　　　　　　　チェッカープレート・ＣＨＰ　　　　　　　チェッカープレート・ＣＨＰ　　　　　　　チェッカープレート・ＣＨＰ　　　　　　　チェッカープレートＬＬＬＬＬＬＬ ・　認定柱脚を使用する場合はメーカー仕様による。・　認定柱脚を使用する場合はメーカー仕様による。・　認定柱脚を使用する場合はメーカー仕様による。・　認定柱脚を使用する場合はメーカー仕様による。・　認定柱脚を使用する場合はメーカー仕様による。・　認定柱脚を使用する場合はメーカー仕様による。・　認定柱脚を使用する場合はメーカー仕様による。認 定 柱 脚認 定 柱 脚認 定 柱 脚認 定 柱 脚認 定 柱 脚認 定 柱 脚認 定 柱 脚
１１１１１１１略 　 号略 　 号略 　 号略 　 号略 　 号略 　 号略 　 号 ＷＷＷＷＷＷＷ１１１１１１１（注）Ｗ　　ウェブプレートの（注）Ｗ　　ウェブプレートの（注）Ｗ　　ウェブプレートの（注）Ｗ　　ウェブプレートの（注）Ｗ　　ウェブプレートの（注）Ｗ　　ウェブプレートの（注）Ｗ　　ウェブプレートの

ＴｆＴｆＴｆＴｆＴｆＴｆＴｆＬＬＬＬＬＬＬ・ＤＦＰ　　　　　　　ダイヤフラム・ＤＦＰ　　　　　　　ダイヤフラム・ＤＦＰ　　　　　　　ダイヤフラム・ＤＦＰ　　　　　　　ダイヤフラム・ＤＦＰ　　　　　　　ダイヤフラム・ＤＦＰ　　　　　　　ダイヤフラム・ＤＦＰ　　　　　　　ダイヤフラム ・ＦＢ　　　　　　　　フラットバー・ＦＢ　　　　　　　　フラットバー・ＦＢ　　　　　　　　フラットバー・ＦＢ　　　　　　　　フラットバー・ＦＢ　　　　　　　　フラットバー・ＦＢ　　　　　　　　フラットバー・ＦＢ　　　　　　　　フラットバー 　　　厚い場合（ｔ≧１９）は　　　厚い場合（ｔ≧１９）は　　　厚い場合（ｔ≧１９）は　　　厚い場合（ｔ≧１９）は　　　厚い場合（ｔ≧１９）は　　　厚い場合（ｔ≧１９）は　　　厚い場合（ｔ≧１９）はγ１γ１γ１γ１γ１γ１γ１ ２２２２２２２ ３３３３３３３ ４４４４４４４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷγ１γ１γ１γ１γ１γ１γ１
２２２２２２２イイイイイイイ ３３３３３３３ ４４４４４４４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷ２２２２２２２γ２γ２γ２γ２γ２γ２γ２ γ２γ２γ２γ２γ２γ２γ２ ＷＷＷＷＷＷＷ　　　突き合せ溶接とする。　　　突き合せ溶接とする。　　　突き合せ溶接とする。　　　突き合せ溶接とする。　　　突き合せ溶接とする。　　　突き合せ溶接とする。　　　突き合せ溶接とする。 １．５ｔｏ１．５ｔｏ１．５ｔｏ１．５ｔｏ１．５ｔｏ１．５ｔｏ１．５ｔｏ１１１１１１１ＷＷＷＷＷＷＷ・ＦＰ　　　　　　　　フランジプレート・ＦＰ　　　　　　　　フランジプレート・ＦＰ　　　　　　　　フランジプレート・ＦＰ　　　　　　　　フランジプレート・ＦＰ　　　　　　　　フランジプレート・ＦＰ　　　　　　　　フランジプレート・ＦＰ　　　　　　　　フランジプレートＬＬＬＬＬＬＬ ・ＧＰ　　　　　　　　ガセットプレート・ＧＰ　　　　　　　　ガセットプレート・ＧＰ　　　　　　　　ガセットプレート・ＧＰ　　　　　　　　ガセットプレート・ＧＰ　　　　　　　　ガセットプレート・ＧＰ　　　　　　　　ガセットプレート・ＧＰ　　　　　　　　ガセットプレートＬＬＬＬＬＬＬ
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ＬＬＬＬＬＬＬ・ＲＰ　　　　　　　　リブプレート・ＲＰ　　　　　　　　リブプレート・ＲＰ　　　　　　　　リブプレート・ＲＰ　　　　　　　　リブプレート・ＲＰ　　　　　　　　リブプレート・ＲＰ　　　　　　　　リブプレート・ＲＰ　　　　　　　　リブプレート・ＨＴＢ　　　　　　　高力ボルト・ＨＴＢ　　　　　　　高力ボルト・ＨＴＢ　　　　　　　高力ボルト・ＨＴＢ　　　　　　　高力ボルト・ＨＴＢ　　　　　　　高力ボルト・ＨＴＢ　　　　　　　高力ボルト・ＨＴＢ　　　　　　　高力ボルト §　８　　その他§　８　　その他§　８　　その他§　８　　その他§　８　　その他§　８　　その他§　８　　その他 ｔｏｔｏｔｏｔｏｔｏｔｏｔｏ
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１１１１１１１２２２２２２２ ＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷ１－５１－５１－５１－５１－５１－５１－５ スカーラップの開先加工スカーラップの開先加工スカーラップの開先加工スカーラップの開先加工スカーラップの開先加工スカーラップの開先加工スカーラップの開先加工 ノンスカーラップの開先加工ノンスカーラップの開先加工ノンスカーラップの開先加工ノンスカーラップの開先加工ノンスカーラップの開先加工ノンスカーラップの開先加工ノンスカーラップの開先加工・ＷＰ　　　　　　　　ウェブプレート・ＷＰ　　　　　　　　ウェブプレート・ＷＰ　　　　　　　　ウェブプレート・ＷＰ　　　　　　　　ウェブプレート・ＷＰ　　　　　　　　ウェブプレート・ＷＰ　　　　　　　　ウェブプレート・ＷＰ　　　　　　　　ウェブプレートＬＬＬＬＬＬＬ ・Ｗ　　　　　　　　　溶接記号（§４参照）・Ｗ　　　　　　　　　溶接記号（§４参照）・Ｗ　　　　　　　　　溶接記号（§４参照）・Ｗ　　　　　　　　　溶接記号（§４参照）・Ｗ　　　　　　　　　溶接記号（§４参照）・Ｗ　　　　　　　　　溶接記号（§４参照）・Ｗ　　　　　　　　　溶接記号（§４参照） パネルゾーン柱パネルゾーン柱パネルゾーン柱パネルゾーン柱パネルゾーン柱パネルゾーン柱パネルゾーン柱 ２φかつ１００＋φ２φかつ１００＋φ２φかつ１００＋φ２φかつ１００＋φ２φかつ１００＋φ２φかつ１００＋φ２φかつ１００＋φＰＰＰＰＰＰＰ梁ＦＬの１サイズＵＰ梁ＦＬの１サイズＵＰ梁ＦＬの１サイズＵＰ梁ＦＬの１サイズＵＰ梁ＦＬの１サイズＵＰ梁ＦＬの１サイズＵＰ梁ＦＬの１サイズＵＰ
梁 通 し梁 通 し梁 通 し梁 通 し梁 通 し梁 通 し梁 通 し 貫 通 補 強貫 通 補 強貫 通 補 強貫 通 補 強貫 通 補 強貫 通 補 強貫 通 補 強柱鋼管厚と同厚以上柱鋼管厚と同厚以上柱鋼管厚と同厚以上柱鋼管厚と同厚以上柱鋼管厚と同厚以上柱鋼管厚と同厚以上柱鋼管厚と同厚以上

・スカーラップを設ける場合、スカーラップの円弧の・スカーラップを設ける場合、スカーラップの円弧の・スカーラップを設ける場合、スカーラップの円弧の・スカーラップを設ける場合、スカーラップの円弧の・スカーラップを設ける場合、スカーラップの円弧の・スカーラップを設ける場合、スカーラップの円弧の・スカーラップを設ける場合、スカーラップの円弧の ・スカーラップを設けない形状の場合、図の・スカーラップを設けない形状の場合、図の・スカーラップを設けない形状の場合、図の・スカーラップを設けない形状の場合、図の・スカーラップを設けない形状の場合、図の・スカーラップを設けない形状の場合、図の・スカーラップを設けない形状の場合、図の 折り曲げ加工折り曲げ加工折り曲げ加工折り曲げ加工折り曲げ加工折り曲げ加工折り曲げ加工
φφφφφφφ １１１１１１１ＷＷＷＷＷＷＷ又は溶接加工又は溶接加工又は溶接加工又は溶接加工又は溶接加工又は溶接加工又は溶接加工 φφφφφφφ§　３　　ボルト接合§　３　　ボルト接合§　３　　ボルト接合§　３　　ボルト接合§　３　　ボルト接合§　３　　ボルト接合§　３　　ボルト接合 　曲線は、フランジに滑らかに接するように加工する。　曲線は、フランジに滑らかに接するように加工する。　曲線は、フランジに滑らかに接するように加工する。　曲線は、フランジに滑らかに接するように加工する。　曲線は、フランジに滑らかに接するように加工する。　曲線は、フランジに滑らかに接するように加工する。　曲線は、フランジに滑らかに接するように加工する。 　いずれかによるものとする。　いずれかによるものとする。　いずれかによるものとする。　いずれかによるものとする。　いずれかによるものとする。　いずれかによるものとする。　いずれかによるものとする。

１１１１１１１ＷＷＷＷＷＷＷ
２２２２２２２ ３３３３３３３ ４４４４４４４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷ ３φ３φ３φ３φ３φ３φ３φＨＨＨＨＨＨＨ ＨＨＨＨＨＨＨ　γ１は３５㎜程度、γ２は１０㎜程度とする。　γ１は３５㎜程度、γ２は１０㎜程度とする。　γ１は３５㎜程度、γ２は１０㎜程度とする。　γ１は３５㎜程度、γ２は１０㎜程度とする。　γ１は３５㎜程度、γ２は１０㎜程度とする。　γ１は３５㎜程度、γ２は１０㎜程度とする。　γ１は３５㎜程度、γ２は１０㎜程度とする。

２２２２２２２ ３３３３３３３ ４４４４４４４ボルトの所要長さボルトの所要長さボルトの所要長さボルトの所要長さボルトの所要長さボルトの所要長さボルトの所要長さ Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷ
１１１１１１１ＷＷＷＷＷＷＷ３φ以上３φ以上３φ以上３φ以上３φ以上３φ以上３φ以上　なお複合円は滑らかに仕上げること。　なお複合円は滑らかに仕上げること。　なお複合円は滑らかに仕上げること。　なお複合円は滑らかに仕上げること。　なお複合円は滑らかに仕上げること。　なお複合円は滑らかに仕上げること。　なお複合円は滑らかに仕上げること。 梁現場継手位置梁現場継手位置梁現場継手位置梁現場継手位置梁現場継手位置梁現場継手位置梁現場継手位置３－１３－１３－１３－１３－１３－１３－１

締付け長さに加える長さ締付け長さに加える長さ締付け長さに加える長さ締付け長さに加える長さ締付け長さに加える長さ締付け長さに加える長さ締付け長さに加える長さ ・突き合わせ溶接部以外のスカーラップはγ＝２５程度とする。・突き合わせ溶接部以外のスカーラップはγ＝２５程度とする。・突き合わせ溶接部以外のスカーラップはγ＝２５程度とする。・突き合わせ溶接部以外のスカーラップはγ＝２５程度とする。・突き合わせ溶接部以外のスカーラップはγ＝２５程度とする。・突き合わせ溶接部以外のスカーラップはγ＝２５程度とする。・突き合わせ溶接部以外のスカーラップはγ＝２５程度とする。 １，５００１，５００１，５００１，５００１，５００１，５００１，５００前後以下前後以下前後以下前後以下前後以下前後以下前後以下
ねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びＨ Ｔ ＢＨ Ｔ ＢＨ Ｔ ＢＨ Ｔ ＢＨ Ｔ ＢＨ Ｔ ＢＨ Ｔ Ｂ Ｐ厚さはＷＰ厚さの０．５以上（片面）Ｐ厚さはＷＰ厚さの０．５以上（片面）Ｐ厚さはＷＰ厚さの０．５以上（片面）Ｐ厚さはＷＰ厚さの０．５以上（片面）Ｐ厚さはＷＰ厚さの０．５以上（片面）Ｐ厚さはＷＰ厚さの０．５以上（片面）Ｐ厚さはＷＰ厚さの０．５以上（片面）ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ

Ｆ１０ＴＦ１０ＴＦ１０ＴＦ１０ＴＦ１０ＴＦ１０ＴＦ１０Ｔ Ｓ１０ＴＳ１０ＴＳ１０ＴＳ１０ＴＳ１０ＴＳ１０ＴＳ１０Ｔ １０１０１０１０１０１０１０ ｂｂｂｂｂｂｂ ｂｂｂｂｂｂｂ
ｃＴｆｃＴｆｃＴｆｃＴｆｃＴｆｃＴｆｃＴｆ締付け長さ締付け長さ締付け長さ締付け長さ締付け長さ締付け長さ締付け長さ 設計図設計図設計図設計図設計図設計図設計図首首首首首首首 ＰＰＰＰＰＰＰ梁ＦＬ梁ＦＬ梁ＦＬ梁ＦＬ梁ＦＬ梁ＦＬ梁ＦＬ１１１１１１１ＷＷＷＷＷＷＷ（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注） ＣタイプＣタイプＣタイプＣタイプＣタイプＣタイプＣタイプ （　　　Ｈ＜φ≦　　　Ｈ）（　　　Ｈ＜φ≦　　　Ｈ）（　　　Ｈ＜φ≦　　　Ｈ）（　　　Ｈ＜φ≦　　　Ｈ）（　　　Ｈ＜φ≦　　　Ｈ）（　　　Ｈ＜φ≦　　　Ｈ）（　　　Ｈ＜φ≦　　　Ｈ）０．２０．２０．２０．２０．２０．２０．２ ０．３０．３０．３０．３０．３０．３０．３ ＤタイプＤタイプＤタイプＤタイプＤタイプＤタイプＤタイプ （　　　Ｈ＜φ≦　　　Ｈ）（　　　Ｈ＜φ≦　　　Ｈ）（　　　Ｈ＜φ≦　　　Ｈ）（　　　Ｈ＜φ≦　　　Ｈ）（　　　Ｈ＜φ≦　　　Ｈ）（　　　Ｈ＜φ≦　　　Ｈ）（　　　Ｈ＜φ≦　　　Ｈ）０．３０．３０．３０．３０．３０．３０．３ ０．４０．４０．４０．４０．４０．４０．４ロロロロロロロ ロロロロロロロによるによるによるによるによるによるによる下下下下下下下 ４）　開先形状４）　開先形状４）　開先形状４）　開先形状４）　開先形状４）　開先形状４）　開先形状１６１６１６１６１６１６１６ＭＭＭＭＭＭＭ ３０ｍｍ３０ｍｍ３０ｍｍ３０ｍｍ３０ｍｍ３０ｍｍ３０ｍｍ ２５ｍｍ２５ｍｍ２５ｍｍ２５ｍｍ２５ｍｍ２５ｍｍ２５ｍｍ ２２２２２２２ ３３３３３３３ ４４４４４４４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷ長長長長長長長 座金厚さ座金厚さ座金厚さ座金厚さ座金厚さ座金厚さ座金厚さ ２φかつ１００＋φ２φかつ１００＋φ２φかつ１００＋φ２φかつ１００＋φ２φかつ１００＋φ２φかつ１００＋φ２φかつ１００＋φ ２φかつ１００＋φ２φかつ１００＋φ２φかつ１００＋φ２φかつ１００＋φ２φかつ１００＋φ２φかつ１００＋φ２φかつ１００＋φ

２２２２２２２さささささささ
２０２０２０２０２０２０２０ＭＭＭＭＭＭＭ ３５ｍｍ３５ｍｍ３５ｍｍ３５ｍｍ３５ｍｍ３５ｍｍ３５ｍｍ ３０ｍｍ３０ｍｍ３０ｍｍ３０ｍｍ３０ｍｍ３０ｍｍ３０ｍｍ ＴｄＴｄＴｄＴｄＴｄＴｄＴｄ ＴｆＴｆＴｆＴｆＴｆＴｆＴｆ ＴｄＴｄＴｄＴｄＴｄＴｄＴｄナット高さナット高さナット高さナット高さナット高さナット高さナット高さ

寸 法寸 法寸 法寸 法寸 法寸 法寸 法 ２２２２２２２
１１１１１１１直交梁直交梁直交梁直交梁直交梁直交梁直交梁 ＷＷＷＷＷＷＷ１１１１１１１ＷＷＷＷＷＷＷ１１１１１１１余長余長余長余長余長余長余長 記 号記 号記 号記 号記 号記 号記 号 形 状形 状形 状形 状形 状形 状形 状 適用板厚適用板厚適用板厚適用板厚適用板厚適用板厚適用板厚 ＷＷＷＷＷＷＷ 上ダイヤフラム上ダイヤフラム上ダイヤフラム上ダイヤフラム上ダイヤフラム上ダイヤフラム上ダイヤフラム２２２２２２２２２２２２２２ＭＭＭＭＭＭＭ ４０ｍｍ４０ｍｍ４０ｍｍ４０ｍｍ４０ｍｍ４０ｍｍ４０ｍｍ ３５ｍｍ３５ｍｍ３５ｍｍ３５ｍｍ３５ｍｍ３５ｍｍ３５ｍｍ ６－３６－３６－３６－３６－３６－３６－３

１１１１１１１ＷＷＷＷＷＷＷ（ねじ山３以上）（ねじ山３以上）（ねじ山３以上）（ねじ山３以上）（ねじ山３以上）（ねじ山３以上）（ねじ山３以上） 手溶接手溶接手溶接手溶接手溶接手溶接手溶接 半自動溶接半自動溶接半自動溶接半自動溶接半自動溶接半自動溶接半自動溶接 梁ＦＬの２サイズＵＰ梁ＦＬの２サイズＵＰ梁ＦＬの２サイズＵＰ梁ＦＬの２サイズＵＰ梁ＦＬの２サイズＵＰ梁ＦＬの２サイズＵＰ梁ＦＬの２サイズＵＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＷＷＷＷＷＷＷ
１１１１１１１ＷＷＷＷＷＷＷ φφφφφφφ φφφφφφφ３φ３φ３φ３φ３φ３φ３φ ＨＨＨＨＨＨＨ ＨＨＨＨＨＨＨ

３０以上３０以上３０以上３０以上３０以上３０以上３０以上２４２４２４２４２４２４２４ＭＭＭＭＭＭＭ ４５ｍｍ４５ｍｍ４５ｍｍ４５ｍｍ４５ｍｍ４５ｍｍ４５ｍｍ ４０ｍｍ４０ｍｍ４０ｍｍ４０ｍｍ４０ｍｍ４０ｍｍ４０ｍｍ 雑 仕 様雑 仕 様雑 仕 様雑 仕 様雑 仕 様雑 仕 様雑 仕 様２２２２２２２ ２２２２２２２ １１１１１１１＋＋＋＋＋＋＋ ＋＋＋＋＋＋＋ ＷＷＷＷＷＷＷ １１１１１１１２２２２２２２ ＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷｇｇｇｇｇｇｇ ７７７７７７７ ６６６６６６６２２２２２２２ ２２２２２２２－－－－－－－ －－－－－－－ ３～４３～４３～４３～４３～４３～４３～４
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ＴｄＴｄＴｄＴｄＴｄＴｄＴｄ ＴｄＴｄＴｄＴｄＴｄＴｄＴｄＴｆＴｆＴｆＴｆＴｆＴｆＴｆＰＰＰＰＰＰＰ梁ＦＬ梁ＦＬ梁ＦＬ梁ＦＬ梁ＦＬ梁ＦＬ梁ＦＬ
３～４３～４３～４３～４３～４３～４３～４６＜ｔ≦１２６＜ｔ≦１２６＜ｔ≦１２６＜ｔ≦１２６＜ｔ≦１２６＜ｔ≦１２６＜ｔ≦１２裏当て裏当て裏当て裏当て裏当て裏当て裏当て ２２２２２２２ ２２２２２２２γγγγγγγ 継手リストによる継手リストによる継手リストによる継手リストによる継手リストによる継手リストによる継手リストによる（ａ）特記以外は全てＦ１０Ｔ又はＳ１０Ｔ（特殊高力ボルト、右図）とする。　（ａ）特記以外は全てＦ１０Ｔ又はＳ１０Ｔ（特殊高力ボルト、右図）とする。　（ａ）特記以外は全てＦ１０Ｔ又はＳ１０Ｔ（特殊高力ボルト、右図）とする。　（ａ）特記以外は全てＦ１０Ｔ又はＳ１０Ｔ（特殊高力ボルト、右図）とする。　（ａ）特記以外は全てＦ１０Ｔ又はＳ１０Ｔ（特殊高力ボルト、右図）とする。　（ａ）特記以外は全てＦ１０Ｔ又はＳ１０Ｔ（特殊高力ボルト、右図）とする。　（ａ）特記以外は全てＦ１０Ｔ又はＳ１０Ｔ（特殊高力ボルト、右図）とする。　 １１１１１１１

Ｐ厚さはＷＰ厚さの同厚以上（両面）Ｐ厚さはＷＰ厚さの同厚以上（両面）Ｐ厚さはＷＰ厚さの同厚以上（両面）Ｐ厚さはＷＰ厚さの同厚以上（両面）Ｐ厚さはＷＰ厚さの同厚以上（両面）Ｐ厚さはＷＰ厚さの同厚以上（両面）Ｐ厚さはＷＰ厚さの同厚以上（両面）ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬＰ厚さはＷＰ厚さの０．５以上（両面）Ｐ厚さはＷＰ厚さの０．５以上（両面）Ｐ厚さはＷＰ厚さの０．５以上（両面）Ｐ厚さはＷＰ厚さの０．５以上（両面）Ｐ厚さはＷＰ厚さの０．５以上（両面）Ｐ厚さはＷＰ厚さの０．５以上（両面）Ｐ厚さはＷＰ厚さの０．５以上（両面）ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ
１１１１１１１ααααααα ≧３≧３≧３≧３≧３≧３≧３ 内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム
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１１１１１１１ １，０００１，０００１，０００１，０００１，０００１，０００１，０００前後前後前後前後前後前後前後ｄｄｄｄｄｄｄ
ｂｂｂｂｂｂｂ ｂｂｂｂｂｂｂ断面断面断面断面断面断面断面－－－－－－－ デッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレート アークスポット溶接又は隅肉溶接　＠≒６００アークスポット溶接又は隅肉溶接　＠≒６００アークスポット溶接又は隅肉溶接　＠≒６００アークスポット溶接又は隅肉溶接　＠≒６００アークスポット溶接又は隅肉溶接　＠≒６００アークスポット溶接又は隅肉溶接　＠≒６００アークスポット溶接又は隅肉溶接　＠≒６００２２２２２２２ ２２２２２２２γγγγγγγ４４４４４４４標 準標 準標 準標 準標 準標 準標 準 ＷＷＷＷＷＷＷ６０６０６０６０６０６０６０ ６０６０６０６０６０６０６０ ６０６０６０６０６０６０６０ ７０７０７０７０７０７０７０ γγγγγγγ ｔｔｔｔｔｔｔ １９＜ｔ≦４０１９＜ｔ≦４０１９＜ｔ≦４０１９＜ｔ≦４０１９＜ｔ≦４０１９＜ｔ≦４０１９＜ｔ≦４０ デッキプレート受け　デッキプレート受け　デッキプレート受け　デッキプレート受け　デッキプレート受け　デッキプレート受け　デッキプレート受け　内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラムピッチピッチピッチピッチピッチピッチピッチ ｐｐｐｐｐｐｐ

２２２２２２２　ＭＣ－ＢＫ－２　ＭＣ－ＢＫ－２　ＭＣ－ＢＫ－２　ＭＣ－ＢＫ－２　ＭＣ－ＢＫ－２　ＭＣ－ＢＫ－２　ＭＣ－ＢＫ－２ ３３３３３３３ ４４４４４４４１１１１１１１ １１１１１１１ Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷ
２２２２２２２ ＦＢ－７５ｘ６ＦＢ－７５ｘ６ＦＢ－７５ｘ６ＦＢ－７５ｘ６ＦＢ－７５ｘ６ＦＢ－７５ｘ６ＦＢ－７５ｘ６ｄｄｄｄｄｄｄ （ｔ－γ）（ｔ－γ）（ｔ－γ）（ｔ－γ）（ｔ－γ）（ｔ－γ）（ｔ－γ） （ｔ－γ）（ｔ－γ）（ｔ－γ）（ｔ－γ）（ｔ－γ）（ｔ－γ）（ｔ－γ）２２２２２２２ｄｄｄｄｄｄｄ　ＧＣ－ＢＫ－２　ＧＣ－ＢＫ－２　ＧＣ－ＢＫ－２　ＧＣ－ＢＫ－２　ＧＣ－ＢＫ－２　ＧＣ－ＢＫ－２　ＧＣ－ＢＫ－２最 小最 小最 小最 小最 小最 小最 小 ４０４０４０４０４０４０４０ ５０５０５０５０５０５０５０ ５５５５５５５５５５５５５５ ６０６０６０６０６０６０６０ ３３３３３３３ ３３３３３３３ ＰＰＰＰＰＰＰ梁ＦＬの１サイズＵＰ梁ＦＬの１サイズＵＰ梁ＦＬの１サイズＵＰ梁ＦＬの１サイズＵＰ梁ＦＬの１サイズＵＰ梁ＦＬの１サイズＵＰ梁ＦＬの１サイズＵＰｇｇｇｇｇｇｇ

２２２２２２２ααααααα ５０５０５０５０５０５０５０ｔｔｔｔｔｔｔ
１１１１１１１ １１１１１１１ ≧　　°≧　　°≧　　°≧　　°≧　　°≧　　°≧　　°４５４５４５４５４５４５４５ ≧　　°≧　　°≧　　°≧　　°≧　　°≧　　°≧　　°４５４５４５４５４５４５４５ｅｅｅｅｅｅｅ αααααααは し あ きは し あ きは し あ きは し あ きは し あ きは し あ きは し あ き ４０４０４０４０４０４０４０ ４０（５０）４０（５０）４０（５０）４０（５０）４０（５０）４０（５０）４０（５０） ４０（５５）４０（５５）４０（５５）４０（５５）４０（５５）４０（５５）４０（５５） ５０（６０）５０（６０）５０（６０）５０（６０）５０（６０）５０（６０）５０（６０）

１１１１１１１１１１１１１１ ＷＷＷＷＷＷＷ６－４６－４６－４６－４６－４６－４６－４ ＷＷＷＷＷＷＷ ２２２２２２２（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注） ＷＷＷＷＷＷＷ
２２２２２２２ ３３３３３３３ ４４４４４４４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷ

２２２２２２２ ２２２２２２２ ≧　　°≧　　°≧　　°≧　　°≧　　°≧　　°≧　　°６０６０６０６０６０６０６０ ≧　　°≧　　°≧　　°≧　　°≧　　°≧　　°≧　　°６０６０６０６０６０６０６０ｅｅｅｅｅｅｅ αααααααへ り あ きへ り あ きへ り あ きへ り あ きへ り あ きへ り あ きへ り あ き ２５２５２５２５２５２５２５ ３０３０３０３０３０３０３０ ３５３５３５３５３５３５３５ ４０４０４０４０４０４０４０
直交梁用水平スチフナー直交梁用水平スチフナー直交梁用水平スチフナー直交梁用水平スチフナー直交梁用水平スチフナー直交梁用水平スチフナー直交梁用水平スチフナー柱 通 し柱 通 し柱 通 し柱 通 し柱 通 し柱 通 し柱 通 し ａａａａａａａ ａａａａａａａ断面断面断面断面断面断面断面－－－－－－－

２２２２２２２ＷＷＷＷＷＷＷｇｇｇｇｇｇｇ裏当て裏当て裏当て裏当て裏当て裏当て裏当て ５５５５５５５ ±±±±±±±１１１１１１１ ｔｔｔｔｔｔｔ ±±±±±±±１１１１１１１・（　）内はボルトが応力方向に３本以上並ばない場合を示す。・（　）内はボルトが応力方向に３本以上並ばない場合を示す。・（　）内はボルトが応力方向に３本以上並ばない場合を示す。・（　）内はボルトが応力方向に３本以上並ばない場合を示す。・（　）内はボルトが応力方向に３本以上並ばない場合を示す。・（　）内はボルトが応力方向に３本以上並ばない場合を示す。・（　）内はボルトが応力方向に３本以上並ばない場合を示す。 ２２２２２２２ ３３３３３３３ ４４４４４４４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷ ａａａａａａａ ａａａａａａａ１１１１１１１ＷＷＷＷＷＷＷ

２２２２２２２ｅｅｅｅｅｅｅ ５５５５５５５手作業によるガス切断を行なう場合はへりあき　　は上表の数値＋５とする。手作業によるガス切断を行なう場合はへりあき　　は上表の数値＋５とする。手作業によるガス切断を行なう場合はへりあき　　は上表の数値＋５とする。手作業によるガス切断を行なう場合はへりあき　　は上表の数値＋５とする。手作業によるガス切断を行なう場合はへりあき　　は上表の数値＋５とする。手作業によるガス切断を行なう場合はへりあき　　は上表の数値＋５とする。手作業によるガス切断を行なう場合はへりあき　　は上表の数値＋５とする。 １
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ＷＷＷＷＷＷＷ
ｔｔｔｔｔｔｔ ・　合成スラブの場合はメーカー仕様による。・　合成スラブの場合はメーカー仕様による。・　合成スラブの場合はメーカー仕様による。・　合成スラブの場合はメーカー仕様による。・　合成スラブの場合はメーカー仕様による。・　合成スラブの場合はメーカー仕様による。・　合成スラブの場合はメーカー仕様による。ｔ ≦ ６ｔ ≦ ６ｔ ≦ ６ｔ ≦ ６ｔ ≦ ６ｔ ≦ ６ｔ ≦ ６

　ＭＣ－ＢＩ－Ｂ１　ＭＣ－ＢＩ－Ｂ１　ＭＣ－ＢＩ－Ｂ１　ＭＣ－ＢＩ－Ｂ１　ＭＣ－ＢＩ－Ｂ１　ＭＣ－ＢＩ－Ｂ１　ＭＣ－ＢＩ－Ｂ１ ８－３８－３８－３８－３８－３８－３８－３
２２２２２２２ ３３３３３３３ ４４４４４４４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷ　ＧＣ－ＢＩ－Ｂ１　ＧＣ－ＢＩ－Ｂ１　ＧＣ－ＢＩ－Ｂ１　ＧＣ－ＢＩ－Ｂ１　ＧＣ－ＢＩ－Ｂ１　ＧＣ－ＢＩ－Ｂ１　ＧＣ－ＢＩ－Ｂ１ＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢ ＰＰＰＰＰＰＰ梁ＦＬの１サイズＵＰ梁ＦＬの１サイズＵＰ梁ＦＬの１サイズＵＰ梁ＦＬの１サイズＵＰ梁ＦＬの１サイズＵＰ梁ＦＬの１サイズＵＰ梁ＦＬの１サイズＵＰ３－３３－３３－３３－３３－３３－３３－３ ｇｇｇｇｇｇｇ ＦＢ－４．５×１９ＦＢ－４．５×１９ＦＢ－４．５×１９ＦＢ－４．５×１９ＦＢ－４．５×１９ＦＢ－４．５×１９ＦＢ－４．５×１９

２２２２２２２ ２２２２２２２ａａａａａａａ ｐｐｐｐｐｐｐ１１１１１１１ ｅｅｅｅｅｅｅ ｅｅｅｅｅｅｅ１１１１１１１ＰＰＰＰＰＰＰ ＰＰＰＰＰＰＰＢＢＢＢＢＢＢ スタッドジベルスタッドジベルスタッドジベルスタッドジベルスタッドジベルスタッドジベルスタッドジベルｇｇｇｇｇｇｇ ｇｇｇｇｇｇｇ ｇｇｇｇｇｇｇ ｇｇｇｇｇｇｇ ｈｈｈｈｈｈｈ≧≧≧≧≧≧≧４．０ｄ４．０ｄ４．０ｄ４．０ｄ４．０ｄ４．０ｄ４．０ｄ２２２２２２２ １１１１１１１ ２２２２２２２ ３３３３３３３

形鋼のゲージ形鋼のゲージ形鋼のゲージ形鋼のゲージ形鋼のゲージ形鋼のゲージ形鋼のゲージ
ｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇ１１１１１１１ ２２２２２２２ １１１１１１１ １１１１１１１ ７．５ｄ７．５ｄ７．５ｄ７．５ｄ７．５ｄ７．５ｄ７．５ｄ　≦ｐ　≦ｐ　≦ｐ　≦ｐ　≦ｐ　≦ｐ　≦ｐ１１１１１１１ ≦≦≦≦≦≦≦３００３００３００３００３００３００３００ａａａａａａａ ａａａａａａａ

２２２２２２２ ３３３３３３３ ４４４４４４４Ｗ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷＷ　、Ｗ　ｏｒＷ
ＭＣ　…　は手溶接　　　　ＧＣ　…　は半自動溶接の記号を示す。ＭＣ　…　は手溶接　　　　ＧＣ　…　は半自動溶接の記号を示す。ＭＣ　…　は手溶接　　　　ＧＣ　…　は半自動溶接の記号を示す。ＭＣ　…　は手溶接　　　　ＧＣ　…　は半自動溶接の記号を示す。ＭＣ　…　は手溶接　　　　ＧＣ　…　は半自動溶接の記号を示す。ＭＣ　…　は手溶接　　　　ＧＣ　…　は半自動溶接の記号を示す。ＭＣ　…　は手溶接　　　　ＧＣ　…　は半自動溶接の記号を示す。 ｄｄｄｄｄｄｄ ｄｄｄｄｄｄｄｈｈｈｈｈｈｈ ｐｐｐｐｐｐｐ２２２２２２２≧≧≧≧≧≧≧５．０ｄ５．０ｄ５．０ｄ５．０ｄ５．０ｄ５．０ｄ５．０ｄ

柱溶接後切断柱溶接後切断柱溶接後切断柱溶接後切断柱溶接後切断柱溶接後切断柱溶接後切断ＡＡＡＡＡＡＡ ｔｔｔｔｔｔｔｇｇｇｇｇｇｇ１１１１１１１ＡＡＡＡＡＡＡ ＬＬＬＬＬＬＬ（Ｐ－　　　）（Ｐ－　　　）（Ｐ－　　　）（Ｐ－　　　）（Ｐ－　　　）（Ｐ－　　　）（Ｐ－　　　） ａａａａａａａ１１１１１１１≧≧≧≧≧≧≧４０４０４０４０４０４０４０
２２２２２２２ＷＷＷＷＷＷＷ

２２２２２２２ａａａａａａａアークスタッド溶接アークスタッド溶接アークスタッド溶接アークスタッド溶接アークスタッド溶接アークスタッド溶接アークスタッド溶接建方用ボルト建方用ボルト建方用ボルト建方用ボルト建方用ボルト建方用ボルト建方用ボルト ａａａａａａａ２２２２２２２≧≧≧≧≧≧≧１００１００１００１００１００１００１００
（　　Ｍ　　）（　　Ｍ　　）（　　Ｍ　　）（　　Ｍ　　）（　　Ｍ　　）（　　Ｍ　　）（　　Ｍ　　）１　外観及び表面欠陥の検査は原則として目視により全ての溶接線に対して行うこと。１　外観及び表面欠陥の検査は原則として目視により全ての溶接線に対して行うこと。１　外観及び表面欠陥の検査は原則として目視により全ての溶接線に対して行うこと。１　外観及び表面欠陥の検査は原則として目視により全ての溶接線に対して行うこと。１　外観及び表面欠陥の検査は原則として目視により全ての溶接線に対して行うこと。１　外観及び表面欠陥の検査は原則として目視により全ての溶接線に対して行うこと。１　外観及び表面欠陥の検査は原則として目視により全ての溶接線に対して行うこと。４－３４－３４－３４－３４－３４－３４－３

ｅｅｅｅｅｅｅ≧≧≧≧≧≧≧４０４０４０４０４０４０４０２２２２２２２ＷＷＷＷＷＷＷ１１１１１１１ ２２２２２２２ １１１１１１１ ２２２２２２２ ３３３３３３３ｇｇｇｇｇｇｇ ｇｇｇｇｇｇｇ ｇｇｇｇｇｇｇ ｇｇｇｇｇｇｇ ｇｇｇｇｇｇｇＡＡＡＡＡＡＡｏｒｏｒｏｒｏｒｏｒｏｒｏｒＢＢＢＢＢＢＢ 最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径 ＢＢＢＢＢＢＢ 最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径 ＢＢＢＢＢＢＢ 最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径
２　柱、梁のフランジ突き合わせ溶接部の内部欠陥の検査は原則として超音波探傷試験による。２　柱、梁のフランジ突き合わせ溶接部の内部欠陥の検査は原則として超音波探傷試験による。２　柱、梁のフランジ突き合わせ溶接部の内部欠陥の検査は原則として超音波探傷試験による。２　柱、梁のフランジ突き合わせ溶接部の内部欠陥の検査は原則として超音波探傷試験による。２　柱、梁のフランジ突き合わせ溶接部の内部欠陥の検査は原則として超音波探傷試験による。２　柱、梁のフランジ突き合わせ溶接部の内部欠陥の検査は原則として超音波探傷試験による。２　柱、梁のフランジ突き合わせ溶接部の内部欠陥の検査は原則として超音波探傷試験による。 ｃｃｃｃｃｃｃ ｃｃｃｃｃｃｃ溶接部の検査溶接部の検査溶接部の検査溶接部の検査溶接部の検査溶接部の検査溶接部の検査 ｄｄｄｄｄｄｄ≦≦≦≦≦≦≦２．５ｔ２．５ｔ２．５ｔ２．５ｔ２．５ｔ２．５ｔ２．５ｔ６－５６－５６－５６－５６－５６－５６－５

５０５０５０５０５０５０５０ ３０３０３０３０３０３０３０ １６１６１６１６１６１６１６ ６０６０６０６０６０６０６０ １６１６１６１６１６１６１６ ５０５０５０５０５０５０５０ ３０３０３０３０３０３０３０ １６１６１６１６１６１６１６＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ｇｇｇｇｇｇｇ ｈ，ｈ，ｈ，ｈ，ｈ，ｈ，ｈ，ｐｐｐｐｐｐｐ１１１１１１１，，，，，，，ｐｐｐｐｐｐｐ２２２２２２２ は設計図書による。は設計図書による。は設計図書による。は設計図書による。は設計図書による。は設計図書による。は設計図書による。柱ＦＬ現場溶接継手柱ＦＬ現場溶接継手柱ＦＬ現場溶接継手柱ＦＬ現場溶接継手柱ＦＬ現場溶接継手柱ＦＬ現場溶接継手柱ＦＬ現場溶接継手１００１００１００１００１００１００１００ ＰＰＰＰＰＰＰｇｇｇｇｇｇｇ３　検査規準及び合否判定は日本建築学会編「鋼構造建築接合部の超音波探傷検査基準」による。３　検査規準及び合否判定は日本建築学会編「鋼構造建築接合部の超音波探傷検査基準」による。３　検査規準及び合否判定は日本建築学会編「鋼構造建築接合部の超音波探傷検査基準」による。３　検査規準及び合否判定は日本建築学会編「鋼構造建築接合部の超音波探傷検査基準」による。３　検査規準及び合否判定は日本建築学会編「鋼構造建築接合部の超音波探傷検査基準」による。３　検査規準及び合否判定は日本建築学会編「鋼構造建築接合部の超音波探傷検査基準」による。３　検査規準及び合否判定は日本建築学会編「鋼構造建築接合部の超音波探傷検査基準」による。

現場溶接継手現場溶接継手現場溶接継手現場溶接継手現場溶接継手現場溶接継手現場溶接継手
§§§§§§§４－２４－２４－２４－２４－２４－２４－２４　工場溶接に対し第三者機関による検査箇所数は下表による（但し社内検査は１００％行うこと）。４　工場溶接に対し第三者機関による検査箇所数は下表による（但し社内検査は１００％行うこと）。４　工場溶接に対し第三者機関による検査箇所数は下表による（但し社内検査は１００％行うこと）。４　工場溶接に対し第三者機関による検査箇所数は下表による（但し社内検査は１００％行うこと）。４　工場溶接に対し第三者機関による検査箇所数は下表による（但し社内検査は１００％行うこと）。４　工場溶接に対し第三者機関による検査箇所数は下表による（但し社内検査は１００％行うこと）。４　工場溶接に対し第三者機関による検査箇所数は下表による（但し社内検査は１００％行うこと）。６０６０６０６０６０６０６０ ３５３５３５３５３５３５３５ １６１６１６１６１６１６１６ ７５７５７５７５７５７５７５ １６１６１６１６１６１６１６ ６５６５６５６５６５６５６５ ３５３５３５３５３５３５３５ ２０２０２０２０２０２０２０１２５１２５１２５１２５１２５１２５１２５

８－４８－４８－４８－４８－４８－４８－４ Ａタイプ　（軽微なＲＣ壁の場合）Ａタイプ　（軽微なＲＣ壁の場合）Ａタイプ　（軽微なＲＣ壁の場合）Ａタイプ　（軽微なＲＣ壁の場合）Ａタイプ　（軽微なＲＣ壁の場合）Ａタイプ　（軽微なＲＣ壁の場合）Ａタイプ　（軽微なＲＣ壁の場合） ＢタイプＢタイプＢタイプＢタイプＢタイプＢタイプＢタイプ Ｃタイプ　（ブロック壁の場合）Ｃタイプ　（ブロック壁の場合）Ｃタイプ　（ブロック壁の場合）Ｃタイプ　（ブロック壁の場合）Ｃタイプ　（ブロック壁の場合）Ｃタイプ　（ブロック壁の場合）Ｃタイプ　（ブロック壁の場合）によるによるによるによるによるによるによる ウェブは継手リストによるウェブは継手リストによるウェブは継手リストによるウェブは継手リストによるウェブは継手リストによるウェブは継手リストによるウェブは継手リストによる

６５６５６５６５６５６５６５ ３５３５３５３５３５３５３５ ２０２０２０２０２０２０２０ ９０９０９０９０９０９０９０ ２２２２２２２２２２２２２２ ７０７０７０７０７０７０７０ ４０４０４０４０４０４０４０ ２０２０２０２０２０２０２０１５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０ ２Ｐ－２Ｐ－２Ｐ－２Ｐ－２Ｐ－２Ｐ－２Ｐ－ＬＬＬＬＬＬＬ
検 査 段 階検 査 段 階検 査 段 階検 査 段 階検 査 段 階検 査 段 階検 査 段 階 １１１１１１１ ２２２２２２２ ３３３３３３３ 壁 筋 の 溶 接壁 筋 の 溶 接壁 筋 の 溶 接壁 筋 の 溶 接壁 筋 の 溶 接壁 筋 の 溶 接壁 筋 の 溶 接

サイズ０．５ｄサイズ０．５ｄサイズ０．５ｄサイズ０．５ｄサイズ０．５ｄサイズ０．５ｄサイズ０．５ｄ７０７０７０７０７０７０７０ ４０４０４０４０４０４０４０ ２０２０２０２０２０２０２０ ２２２２２２２２２２２２２２ ７５７５７５７５７５７５７５ ４０４０４０４０４０４０４０ ２２２２２２２２２２２２２２１７５１７５１７５１７５１７５１７５１７５ １０５１０５１０５１０５１０５１０５１０５ ２２２２２２２ＷＷＷＷＷＷＷ検 査 箇 所 数検 査 箇 所 数検 査 箇 所 数検 査 箇 所 数検 査 箇 所 数検 査 箇 所 数検 査 箇 所 数 ３ ０ ％ 以 上３ ０ ％ 以 上３ ０ ％ 以 上３ ０ ％ 以 上３ ０ ％ 以 上３ ０ ％ 以 上３ ０ ％ 以 上 ６ ０ ％ 以 上６ ０ ％ 以 上６ ０ ％ 以 上６ ０ ％ 以 上６ ０ ％ 以 上６ ０ ％ 以 上６ ０ ％ 以 上 １ ０ ０ ％１ ０ ０ ％１ ０ ０ ％１ ０ ０ ％１ ０ ０ ％１ ０ ０ ％１ ０ ０ ％ ５０５０５０５０５０５０５０
１１１１１１１ＷＷＷＷＷＷＷ ５ｄ５ｄ５ｄ５ｄ５ｄ５ｄ５ｄ ５ｄ５ｄ５ｄ５ｄ５ｄ５ｄ５ｄｌ＝５０ｌ＝５０ｌ＝５０ｌ＝５０ｌ＝５０ｌ＝５０ｌ＝５０

１１１１１１１７５７５７５７５７５７５７５ ４０４０４０４０４０４０４０ ２２２２２２２２２２２２２２ ２４２４２４２４２４２４２４ ８０８０８０８０８０８０８０ ４５４５４５４５４５４５４５ ２２２２２２２２２２２２２２２００２００２００２００２００２００２００ １２０１２０１２０１２０１２０１２０１２０ ＷＷＷＷＷＷＷ
第 １ 節第 １ 節第 １ 節第 １ 節第 １ 節第 １ 節第 １ 節 ス タ ー トス タ ー トス タ ー トス タ ー トス タ ー トス タ ー トス タ ー ト Ｐ＝鉄筋間隔Ｐ＝鉄筋間隔Ｐ＝鉄筋間隔Ｐ＝鉄筋間隔Ｐ＝鉄筋間隔Ｐ＝鉄筋間隔Ｐ＝鉄筋間隔ｇｇｇｇｇｇｇ

１５１５１５１５１５１５１５
８０８０８０８０８０８０８０ ４５４５４５４５４５４５４５ ２２２２２２２２２２２２２２ ２４２４２４２４２４２４２４ ９０９０９０９０９０９０９０ ５０５０５０５０５０５０５０ ２４２４２４２４２４２４２４２５０２５０２５０２５０２５０２５０２５０ １５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０ 梁ＦＬ現場溶接継手梁ＦＬ現場溶接継手梁ＦＬ現場溶接継手梁ＦＬ現場溶接継手梁ＦＬ現場溶接継手梁ＦＬ現場溶接継手梁ＦＬ現場溶接継手ＰＰＰＰＰＰＰ ６５６５６５６５６５６５６５ ５ｄ５ｄ５ｄ５ｄ５ｄ５ｄ５ｄ第 ２ 節第 ２ 節第 ２ 節第 ２ 節第 ２ 節第 ２ 節第 ２ 節 ５０５０５０５０５０５０５０

アークアークアークアークアークアークアーク
９０９０９０９０９０９０９０ ５０５０５０５０５０５０５０ ２４２４２４２４２４２４２４ ４０４０４０４０４０４０４０ ２４２４２４２４２４２４２４ ５５５５５５５５５５５５５５ ２４２４２４２４２４２４２４＊＊＊＊＊＊＊ スタッド溶接スタッド溶接スタッド溶接スタッド溶接スタッド溶接スタッド溶接スタッド溶接３００３００３００３００３００３００３００ １５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０ １００１００１００１００１００１００１００

第 ３ 節第 ３ 節第 ３ 節第 ３ 節第 ３ 節第 ３ 節第 ３ 節 以 下 、 上 記 の 方 法 を 繰 り 返 す こ と 。以 下 、 上 記 の 方 法 を 繰 り 返 す こ と 。以 下 、 上 記 の 方 法 を 繰 り 返 す こ と 。以 下 、 上 記 の 方 法 を 繰 り 返 す こ と 。以 下 、 上 記 の 方 法 を 繰 り 返 す こ と 。以 下 、 上 記 の 方 法 を 繰 り 返 す こ と 。以 下 、 上 記 の 方 法 を 繰 り 返 す こ と 。 ｄｄｄｄｄｄｄ

ＦＢ－６５ｘ６ＦＢ－６５ｘ６ＦＢ－６５ｘ６ＦＢ－６５ｘ６ＦＢ－６５ｘ６ＦＢ－６５ｘ６ＦＢ－６５ｘ６Ｄ１３以下Ｄ１３以下Ｄ１３以下Ｄ１３以下Ｄ１３以下Ｄ１３以下Ｄ１３以下５５５５５５５５５５５５５５ ２４２４２４２４２４２４２４ ７０７０７０７０７０７０７０ ２４２４２４２４２４２４２４１００１００１００１００１００１００１００ ３５０３５０３５０３５０３５０３５０３５０ １４０１４０１４０１４０１４０１４０１４０
ウェブは継手リストによるウェブは継手リストによるウェブは継手リストによるウェブは継手リストによるウェブは継手リストによるウェブは継手リストによるウェブは継手リストによる

不合格率　　５％　未満の場合不合格率　　５％　未満の場合不合格率　　５％　未満の場合不合格率　　５％　未満の場合不合格率　　５％　未満の場合不合格率　　５％　未満の場合不合格率　　５％　未満の場合
ｃｃｃｃｃｃｃ ｃｃｃｃｃｃｃ断面断面断面断面断面断面断面－－－－－－－５０５０５０５０５０５０５０ ３５３５３５３５３５３５３５ ２４２４２４２４２４２４２４ ９０９０９０９０９０９０９０ ２４２４２４２４２４２４２４１２５１２５１２５１２５１２５１２５１２５ ４００４００４００４００４００４００４００ １４０１４０１４０１４０１４０１４０１４０

不合格率　　５％　以上の場合不合格率　　５％　以上の場合不合格率　　５％　以上の場合不合格率　　５％　以上の場合不合格率　　５％　以上の場合不合格率　　５％　以上の場合不合格率　　５％　以上の場合５０５０５０５０５０５０５０ ４０４０４０４０４０４０４０ ２４２４２４２４２４２４２４ 下向き溶接とする下向き溶接とする下向き溶接とする下向き溶接とする下向き溶接とする下向き溶接とする下向き溶接とする１３０１３０１３０１３０１３０１３０１３０ ・パネルゾーン及びダイヤフラムの材質は、特記・パネルゾーン及びダイヤフラムの材質は、特記・パネルゾーン及びダイヤフラムの材質は、特記・パネルゾーン及びダイヤフラムの材質は、特記・パネルゾーン及びダイヤフラムの材質は、特記・パネルゾーン及びダイヤフラムの材質は、特記・パネルゾーン及びダイヤフラムの材質は、特記＊Ｂ＝＊Ｂ＝＊Ｂ＝＊Ｂ＝＊Ｂ＝＊Ｂ＝＊Ｂ＝ ３００３００３００３００３００３００３００ は千鳥打ちとする。は千鳥打ちとする。は千鳥打ちとする。は千鳥打ちとする。は千鳥打ちとする。は千鳥打ちとする。は千鳥打ちとする。
　なき限り、接続する柱及び梁と同材質とする。　なき限り、接続する柱及び梁と同材質とする。　なき限り、接続する柱及び梁と同材質とする。　なき限り、接続する柱及び梁と同材質とする。　なき限り、接続する柱及び梁と同材質とする。　なき限り、接続する柱及び梁と同材質とする。　なき限り、接続する柱及び梁と同材質とする。

５５５５５５５５５５５５５５ ５５５５５５５５５５５５５５ ２４２４２４２４２４２４２４１５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０
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柱・壁は土間床ﾚﾍﾞﾙでｶｯﾀｰ切断とする

Ａ
■

SCALE
･ ･

･ ･

･ ･

･ ･

SCALE
一級建築士事務所登録　岡山　1081号

赤木　定

一級建築士 169969号

 倉森建築設計事務所株式
会社

・
平面詳細図・矩計図(渡り廊下接続部分) A1　 1:50, 1:30

840

柱・壁ｶｯﾀｰ切断

解
体

撤
去

範
囲

▽土間FL

5,950

5,250

解体撤去範囲

西側水路面断面図　1：30

水路

解体撤去範囲

Ａ

Ａ

土間:残置

側溝:撤去

A通基礎:残置

水路

土間:残置

土間:残置

切断部はﾓﾙﾀﾙ塗

擁壁:残置

柱・壁は土間床ﾚﾍﾞﾙでｶｯﾀｰ切断とする

柱・壁は土間床ﾚﾍﾞﾙでｶｯﾀｰ切断とする

残置基礎ﾗｲﾝを示す

F1
擁壁:残置

土間:残置

基礎:残置

・Ａ通り基礎は残置とする

・Ａ通りより西の土間は残置とする

・柱・壁は土間床ﾚﾍﾞﾙでｶｯﾀｰ切断とする

西側水路平面図　1：50
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▽体育館FL
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解体撤去範囲
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【Ｆ－Ｆ断面　地中梁部】

新設:既存橋渡り廊下屋根　支持ﾌﾚｰﾑ

Ａ
■

SCALE
･ ･

･ ･

･ ･

･ ･

SCALE
一級建築士事務所登録　岡山　1081号

赤木　定

一級建築士 169969号

 倉森建築設計事務所株式
会社

・
詳細図(渡り廊下部分) A1　 1:50
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0

80
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▽体育館FL

▽体育館GL

９

F1

土間:残置

※体育館解体前に設置

８

F1

１６

１６

※屋根材:工事中一時撤去

屋根:撤去

１５

１５

※支持ﾌﾚｰﾑ取付後ﾎﾞﾙﾄ撤去

橋渡り廊下

《現状》

2,
9
00

1,000

2
,9

0
0

5,000

F1

壁は土間床ﾚﾍﾞﾙでｶｯﾀｰ切断とする

解
体

撤
去

範
囲

程度

5,250

1,290 610

1,900

基礎:残置

Ａ

柱・壁は土間床ﾚﾍﾞﾙでｶｯﾀｰ切断とする

解体撤去範囲

・既存橋渡り廊下屋根支持ﾌﾚｰﾑは体育館撤去前に設置のこと

・既存橋渡り廊下屋根材は体育館側から1,000程度一時撤去、保管、再設置とする

・既存橋渡り廊下屋根高さは図面高さのため、実測の上接続屋根高さを決定のこと

解
体

撤
去

範
囲

解体撤去範囲
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,
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《体育館解体後》
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1,
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▽土間天

体育館壁 渡り廊下梁支持部ボルト詳細

580

5,000

1,420 新設:既存橋渡り廊下屋根　支持ﾌﾚｰﾑ

A通り犬走り断面図　1/50

【Ｇ－Ｇ断面　地中梁部】

Ｆ－Ｆ断面図　1/50

1,000程度
※屋根材:再設置

2,
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新設:既存橋渡り廊下屋根　支持ﾌﾚｰﾑ
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《体育館解体後》

既存橋渡り廊下断面図　1/50

A通り犬走り 新設手摺周り断面図　1/50
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屋根支持ﾌﾚｰﾑ架構図　1:30
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B

階

工　事　名　称

工　事　場　所

階

階

階

小計

合計

階

２．特記仕様

　１）項目は，番号に○印の付いたものを適用する。

　２）特記事項のうち選択する事項は○印の付いたものを適用する。

Ⅰ ． 工 事 概 要

区分 項 　 　 目 特　　記　　事　　項

一
　
　
般
　
　
共
　
　
通
　
　
事
　
　
項

岡山県電気設備工事特記仕様書

敷　地　面　積

床　面　積 (㎡)

棟　名　称　／　構　造

施　工　条　件（改修）

1

2

建 築 面 積 （㎡）

工　事　範　囲

防　火　地　域

別　途　工　事

建ぺい率(指定率) ％（　　　　　％） 容積率(指定率) ％（　　　　　％）

用　途　地　域

消防法施行令別表第一の区分

施設の分類

・電灯設備

・動力設備

工　　事　　種　　別建物別及び屋外

工　事　種　目

　　　　　　　　　　　　　　　 （　 印のついたものが対象工事種目）　　　工事種目

入 居 者 数　(人) 小計

合計

　　　　　　　　　　　　　ただし、○印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　○印と※印のついた場合は共に適用する。

Ⅱ ． 工 事 仕 様
１．共通仕様

　１）特記仕様及び図面に記載されていない事項は，国土交通省大臣官房官庁営繕部の標準仕様等のうち、

　　　・ 印の付いたものによる。

　２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

・発電設備

・構内情報通信網設備

・構内交換設備

・情報表示設備

・映像・音響設備

・拡声設備

・誘導支援設備

・テレビ共同受信設備

・監視カメラ設備

・駐車場管制設備

・防犯・入退室管理設備

　 　 　 　 　 　 　 　 機 械 設 備 工 事 の 部 に よ る

　 　 　 　 　 　 　 　 建 築 工 事 の 部 に よ る

・電熱設備

・雷保護設備

・受変電設備

・電力貯蔵設備

・火災報知設備

・機械設備工事

・建築工事

・中央監視制御設備

・医療関係設備

・構内配電線路

・構内通信線路

・テレビ電波障害防除設備

・非常放送装置

・電気自動車用充電設備

　・　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）（以下、「標準仕様書」という。）

　・　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）（以下、「改修標準仕様書」という。）

　・　公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（令和７年版）（以下「標準図」という。）

５．発 生 材 の 分 析

及 び 処 理

１）引渡しを要するもの。　※無　　・有

（・金属類　・盤類　・電線、ケーブル　）

２）特別管理産業廃棄物

①ＰＣＢ使用機器　※無　・有　・未調査

ＰＣＢ使用機器は関係法令等に従い適切に処理する。

撤去するＰＣＢ使用機器の分析を行う。

分析費　（※別途　　・本工事）　

ＰＣＢ使用機器収納容器　（※別途　　・本工事（用途　　　　））

ない場合は、変更時の登録申請を省略できる。

なお、変更時と工事完成時の間が10日間（土曜日、日曜日、祝日等を除く）に満た

訂正時にそれぞれ登録するものとする。

登録対象は、工事請負代金額500万円以上の全ての工事とし、受注・変更・完成

つ い て

作 成 ・ 登 録 に

工 事 実 績 情 報 の４.

・アスベスト含有設備資機材（・盤内器具　・発電装置　・防火区画材）

を調査し、監督職員に報告する。

・撤去する機器類等について、製造年、品番等を確認し特別管理産業廃棄物の有無

既存設備システム（・　　　　　　　　　　　　）

監督職員に調査計画書を提出する。

・既存設備システムの事前調査を行い監督職員に報告書を提出する。調査を行う前に

部分）の事前確認を行い監督職員に報告書を提出する。

・施工に先立ち、改修工事関連部分（施工部位により既存性能を損なうおそれのある３．施 工 調 査

安全対策に関する具体的な工事安全計画書を監督職員に提出する。

建設工事安全施工技術指針及び建設工事公衆災害防止対策要綱を参考に，工事現場の工 事 安 全 計 画 書２．

・本工事は、週休２日工事の対象外である。

・本工事は、週休２日工事の対象である。週休２日工事特記仕様書を参照すること。

※週休２日工事について

に基づき監督職員と協議するものとする。）

　　※指定なし　・指定あり（別添「学校行事に伴う施工ができない日等（予定）」

・施工ができない日等施 工 条 件１．

一

般

共

通

事

項

３）放射性物質を含むイオン化式感知器　　　※無　　　・有

４）六フッ化硫黄（ＳF6）ガス　※無　　・有

５）再資源化を図るもの　※無　・有（・蛍光管　・HIDﾗﾝﾌﾟ　・小形二次電池）

６）発生材の搬出・処分費は、岡山県共通特記仕様書１に示すものを本工事に含める

製造業者又は販売業者に回収を委託する。

ガス絶縁開閉器、ガス絶縁変圧器等受変電機器に含まれるＳF6ガスは、製造者

又はガス回収業者に抜き取り及び処理を委託する。

ものとし、その他は別途とする。

②アスベスト含有設備資機材　※無　・有　・未調査

アスベスト含有設備資機材は関係法令に従い適切に処理する。

撤去するアスベスト含有設備資機材の分析を行う。

分析費　（※別途　　・本工事）

 

１）完成図（図面の種類は監督職員の指示による。）

※二つ折り製本（※Ａ１版　１部　・Ａ３版　２部）

・既存完成図(ＣＡＤデータ含む)の修正を行う(間仕切等を現状に合せて修正する)

・原図（普通紙）

ものとする。

２）施工図　施工図等の著作権に係わる当該建築物に使用権は、発注者に移譲する

３）保全に関する資料　※提出要（※１部　・　部）　

①　品質及び性能に関する試験データを整備していること。

②　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

③　安定的な供給が可能であること。

④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

⑥　販売、保守等の営業体制を整えていること。

１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき

品質及び性能を有するものとする。

２）別表－１に示す機材等を使用する場合は、次の①から⑥すべての事項を満たす証

明となる資料を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、次の①から⑥すべて

の事項を評価された事を示す外部機関が発行する書面を提出し監督員の承諾を受

けた場合は証明となる資料等の提出を省略することができる。

９．完成時の提出図書

機 材 の 品 質 等８．

 ６．石 綿 含 有 建 材 の

事 前 調 査

※石綿含有建材の事前調査

工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等により石綿を含有している吹付材、

成形板、建築材料等の使用の有無について調査し、調査結果を監督職員に提出する。

調査範囲（※工事範囲　　・図示　　　　　　）

貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　）

７．環 境 へ の 配 慮 １）本工事において、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１

２年法律第１００号）」に基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針

（令和７年１月28日閣議決定）」に定める特定調達品目「公共工事」の品目を

調達する場合は、判断の基準を満たすものとする。

２）建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を

有すると共に、次の①から④を満たすものとする。

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パー

ティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、

緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散

しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒ

ドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

② 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない

材料を使用する。

③ 接着剤は可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキ

シル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されてない材料を使用

する。

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホル

ムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極め

て少ない材料を使用したものとする。

・ 構内指示の場所に堆積

３）建設発生土の処理は　・ 構外指示の場所に処分    ・ 構内敷ならし

２）配管周囲の保護砂は　　※　山砂の類

１）埋戻し工は　　※根切り土の中の良質土　　　・山砂の類

・構内につくることができない

※構内につくることができる。ただし、受注者負担とする。

本工事で設置する。

本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて受注者の負担と

する。

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイ

ドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２

の（２）手すり据え置き方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行う。

撮影場所は監督職員との協議による。

※提出要　３部

１５．土 工 事

１４．受注者事務所その他

１３．監 督 職 員 事 務 所

１２．工事用電力,水,その他

１１．足 場

１０．完 成 写 真

１６．非 破 壊 検 査 はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に非破壊検査を行い監督職員に報告する。

原則として探査方法は走査式埋設物調査（電磁誘導法又は電磁レーダ法）とする。

放射線透過検査等による埋設物の調査を実施する場合、範囲は監督職員の指示による。

放射線透過検査の検査費は別途とする。

１７．あと施工アンカー 施工後確認試験　　※行う　　・行わない

試験方法　　引張試験機による引張試験

確認強度　　対象機器ごとのアンカーボルト１本当たりの短期引抜強度の

２／３以上

試験箇所数　１施工単位に対し１本以上

対象機器　（・配電盤　・非常用発電機　・直流電源装置）

１８．電 気 工 事 士 の 適 用 電気工事は、電気工作物の種別に応じ、電気工事士法第３条で規定する電気工事士の

資格を有する者により行うこと。ただし、最大電力５００ｋＷ以上の自家用電気工

作物については、第一種電気工事士の資格を有する者により行うこと。

１９．耐 震 施 工 設備機器の固定は、次に示す設計用地震力に耐える方法とする。

ただし、重量１ｋＮ以下の一般機器について、製造者の指定する固定方法を採用する

場合は、この限りではない。

１）機器の据付け及び取付け

設計用水平地震力は、機器重量［ｋＮ］に、地域係数（※1.0・0.9・0.8）と

次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

設計用標準水平震度

設置場所

屋上及び塔屋

上層階

中間階

機器種別

機 器

防振支持の機器

水 槽 類

機 器

水 槽 類

防振支持の機器

 特定の施設

重要機器

2.0

2.0

2.0

1.5

1.5

1.5

一般機器

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

 一般の施設

重要機器 一般機器

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

0.6

一
　
　
般
　
　
共
　
　
通
　
　
事
　
　
項

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

設置場所 機器種別

機 器

防振支持の機器

水 槽 類

 特定の施設

重要機器 一般機器

 一般の施設

重要機器 一般機器

地下及び１階

1.0

1.0

1.5

0.6

1.0

1.0

0.6

1.0

1.0

0.4

0.6

0.6

建の場合は上層３階、13階建以上の場合は上層４階とする。

上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、10～12階

中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。

水槽類には燃料小出槽を含む。

重要機器は次のものを示す。

・配電盤　・非常用発電装置　・直流電源装置・交流無停電電源装置

・交換機　・火災報知受信機　・中央監視装置　・通信総合盤

２）設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くも

のとする。

２０．盤 内 配 線 図面に特記なき場合は、盤内配線にＥＭ電線類を使用する。

２１．電 線 本 数 ・ 管 路 等 分電盤，制御盤，端子盤などの２次側以降の配線経路，電線太さ，電線本数，管径

などは監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。

２２．

（ 付 属 品 を 含 む ）

塗装する部分 ・屋上　・屋側　・屋外

・廊下　・機械室　・居室（　　　）

２３．屋外露出配管の仕上げ 屋外露出配管（厚鋼電線管）で塗装を行わない場合は、溶融亜鉛めっき仕上げ　

[めっき付着量300g/m２以上］とする。

２４．フラッシュプレートの材質 図面に特記なき場合は、金属製（ステンレス，新金属を含む）とする。

シール等を貼付し、用途を表示する。カバープレートの表示

２６．高圧ケーブル ＥＭ－高圧架橋ポリエチレンケーブルは、ＪＣＳ　４３９５「６６００Ｖ

架橋ポリエチレンケーブル（３層押出型）によるものとする。

ステンレス製プルボックスの塗装　　　※有（指定色仕上）　・無（素地仕上）プルボックスの塗装２７．

支持金物等

ステンレス製または鋼材に溶融亜鉛めっきを施したものとする。

接 地 極 接地極の材料は次による。

電話引込口の保安器用

接地の種類

共　同　接　地

共　同　接　地

Ａ 種

Ｂ　　　　　種

Ｃ　　　　　種

Ｄ　　　　　種

高 圧 避 雷 器

交 換 機 用

通 信 用

通 信 用

測 定 用

記　号

　　EA

A･C･D　　E
A･D　　E

　　E B
　　EC

D　　E

　　ELH
　　Et

　　EAt
EDt及びEDa
　　ELt
　　E0

接地抵抗値

 　１０Ω以下

 　１０Ω以下

 　１０Ω以下

 　　　Ω以下

 　１０Ω以下

 １００Ω以下

 　１０Ω以下

 　１０Ω以下

 　１０Ω以下

接　　　地　　　極

 EB(D=14又はW=40）×3連－2組

 EB(D=14又はW=40）×3連－2組

 EB(D=14又はW=40）×3連－2組

 １００Ω以下

 １００Ω以下

 EB(D=14又はW=40）×2連－2組

 EB(D=14又はW=40）×3連－2組

 EB(D=10又はW=30）×1

 EB(D=14又はW=40）×3連－2組

 EB(D=14又はW=40）×3連－1組

 EB(D=14又はW=40）×3連－2組

 EB(D=10又はW=30）×1

  EB(D=10又はW=30）×1

 EB(D=10又はW=30）×1

（連結の場合、EBはD=14 L=1500 又は W=40 L=1200とする）

（単独の場合、EBはD=14 L=1500 又は W=40 L=1200とする）

（E 、E  、E　、E  、E 、の場合、EBはD=10 L=1000 又は W=30 L=900とする）D Dt Da Lt 0

屋外及び多湿箇所の

露 出 配 管 の 塗 装

配 線 記 号 そ の 他 ＥＭ電線類の表記は「ＥＭ－」を省略する。ただし、警報用及び同軸ケーブルは除く。

他 工 事 と の 取 合 い 他工事で設置する機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督

職員の承諾を受ける。

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

１）風圧力

基準風速(Vo=　・３０　・３２　・３４　ｍ / ｓ）

地表面粗度区分（　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ　）

２）積雪荷重

平成12年建設省告示第1455号における区域　別表（　　　　　　　　 　　　）

構
内
交
換
設
備

１．型 　 　 　 　 式

２．保安器用接地 ※本工事　　・別途工事

※ボタン電話装置　・交換装置

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

備考（１）規約効率はＪＥＭ－ＴＲ２４５「汎用インバータの規約効率」により算出した

値とする。

（２）０．４ｋＷの効率はＪＩＳ Ｃ ４２１２「髙効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格 

電圧２００Ｖ、ＩＰ４Ｘ、６極、５０Ｈｚの電動機を駆動したときの値とする。

（３）０．７５ｋＷ以上の効率はＪＩＳ Ｃ ４２１３「低圧三相かご形誘導電動機トップ 

ランナ―モーター」の定格電圧２００Ｖ、ＩＰ４Ｘ、６極、５０Ｈｚの電動機を

駆動したときの値とする。

規約効率(％)

電動機出力(kW)

 86.0  88.5

 0.75　0.4 　1.5

 92.0

　2.2

 93.0

　3.7

 94.0

　5.5

 94.0

　7.5

 94.5  94.5

　11 　15

 95.0

 18.5

 95.5  95.5

  22 　30

 95.5

  37

 95.5 　 95.5

 45 ～ 75

三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は次の数値以上とする。イ ン バ ー タ 装 置 の

規 約 効 率

１．動
　
 
力
　
 設
　
 備

点 検 用 リ モ コ ン

（非常用照明・誘導灯用）

６． 納入数　　※１個　・　　個

適 　 用 　 区 　 分

納入数　　※１個　・　　個

・タイムスケジュール設定

設定機能　　・アドレス設定　　・グループ設定　　・パターン設定ア ド レ ス 設 定 器５．

（ 多 重 伝 送 式 ）

納入数　　※１個　・　　個照度センサー設定器４．

図面に記載のない場合は別紙「工事区分表」による。工 事 区 分

地質変位等への対応 建物引込み部の地盤変位等への対応

想定沈下量（・ 200mm以下　・ 600mm以下　・ 1,000mm以下）

特記なき場合は地表面（舗装がある場合は舗装下面）から300mm以上とする。

コンクリート製埋設標は彫込み表示のものを用いる。

地中配管の埋設深さ

回路電流値測定時期　・　改修前後

照度測定時期　　　　　　１００％点灯時（※夜間　(※改修前後　・新設後)　）　　

提出する。なお、測定箇所は監督職員の指示による。

明るさセンサーによる照度制御を行う部屋は照度測定を行い、測定表を監督職員に

調光制御点灯時（※夜間　(※改修前後　・新設後)　）　

３．照明制御の照度測定

設置した各部屋２箇所以上とし、測定箇所は監督職員の指示による。非常用照明の照度測定２．

・「学校環境衛生基準」（平成21年3月31日付け文部科学省告示第60号）第１の２の

照度測定方法は、次による。

（10）による。

照明の照度測定１．電
　
　
灯
　
　
設
　
　
備

２５．

２８．

２９．

３０．

３１．

３２．

３３．

３４．

３５．

※ＪＩＳ　Z　９１１０：２０２４ 照明基準総則による。

他

の

そ

構
　
内
　
配
　
電
　
線
　
路

１） 照明スイッチは、位置表示灯付き（異時点滅）とする。

２） 換気扇スイッチは、確認表示灯付き（同時点滅）とする。

別表－１「 外部機関等による評価済み機材表」

盤類

高圧機器

　太陽光発電装置

　監視カメラ装置

　中央監視制御装置

品　　　　　　名

　ＬＥＤ照明器具（一般屋内に限る）

　照明制御装置

　可変速運転用インバータ装置

　交流無停電電源装置(常時ｲﾝﾊﾞｰﾀ給電方式(簡易型)を除く)

　高圧限流ヒューズ

パワーコンディショナ及び系統連系保護装置

　高圧負荷開閉器

監視制御装置

　分電盤

　制御盤

　キュービクル式配電盤

　高圧スイッチギヤ（ＣＷ形）

　高圧スイッチギヤ（ＰＷ形）

　高圧交流遮断器

　高圧変圧器（特定機器）

　高圧進相コンデンサ

機　　材　　名

床上～中心
（上端1,900以下)

 取引用計器

 引込開閉器

 スイッチ

 コンセント（一般）

 　　〃　　（和室）

 　　〃　　（台上）

 　　〃　　（土間）

 　　〃（車椅子用）

地上～窓中心

地上～中心

〃

〃

〃

〃

台上～中心

床上～中心

〃

1,800～2,200

1,500

1,300

1,100

床上～中心

900

800～1,300

300

150

150

800
 コンセント

 (電気室・発電機室)

 ブラケット（一般）

 　　〃　　（踊場）

 　　〃　　（鏡上）

 手元開閉器

 操作スイッチ

〃

〃

鏡上端～中心

床上～中心

〃

〃 1,300

1,500

（上端1,900以下)

1,500

150

2,000～2,500

2,100～2,300

 壁掛形制御盤

電
力
共
通

電
　
　
　
　
　
　
　
灯

動
　
　
力

名　　　　　称 測　　点 取付高（ｍｍ） 名　　　　　称 測　　点 取付高（ｍｍ）

1,800～2,000

 実験盤
 分電盤、ＯＡ盤、

 　〃 (ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ)

 検知器（都市ガス）

 ガス漏れ中継器

 　〃　（ＬＰガス）

天井下～中心

床上～上端

300

300

〃 300(壁付の場合)

ガ
ス
検
知

 表示灯

 ベル

 発信機

 機器収容箱

 受信機・副受信機 床上～操作部

〃

床上～中心

800～1,500

800～1,500

800～1,500

テ
レ
ビ
共
同
受
信

〃 2,100

2,300〃

火
 
災
 
報
 知

外部受付用インターホン(子機)

 壁付インターホン(上記以外)

標準図による

床転倒時用
〃

〃

床上～中心 1,300

900

400

 身障者用インターホン(子機) 標準図による

 壁付押ボタン(ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ)

 壁付押ボタン(ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ)

誘
　
導
　
支
　
援

 壁付発信器

 ベル，ブザー，チャイム

 受付押ボタン（一般）

 電源箱

床上～中心 天井高×0.9

〃

〃

〃

床上～下端 300

1,300

2,300

1,300

 情報・出退表示盤

表
　
　
　
示

床上～中心

 壁掛形スピーカ

 壁付アッテネータ

床上～中心

1,300

天井高×0.9拡
声

 子時計

 壁掛形親時計

床上～中心

床上～中心
1,500

天井高×0.9

（上端1,900以下)

電
気
時
計

 保安器箱

 壁付アウトレット

 　　〃　　（和室）

床上～下端

天井下～上端

〃 150

300

200

300

〃 1,300 壁付電話機

構
内
交
換

床上～中心

雷
 保
 護

800床上～下端 試験用接続端子箱

500

～中心

地上・床上 接地端子箱

 　　〃　　（和室）

 機器収容箱 天井下～上端

床上～中心

〃

200

300

150

 テレビ端子

 機器収容箱(EPS) 床上～中心 1,500(上端1,900以下)

 端子盤(室内)

発
 電

 給油ﾎﾞｯｸｽ(壁掛形) 1,000地上～給油口

受
 
変

 端子盤(EPS) 床上～中心 1,500(上端1,900以下)

（・本工事　　・別途）　　　　　　　　円

（・本工事　　・別途）　　　　　　　　円

２．スイッチ

３. 負担金等　（消費税抜き）

監督職員と協議する。

機器取付高は次の数値を標準とする。ただし，天井高3,000mm以上の場合及び機器の使用に支障がある場合は

報 告 書 提出部数　・事前　３部　　・中間　　部　　・事後　３部

３．受 信 す る 受 信 波

及 び 地 点 数 中継局：　　　波：　　　地点

中継局：　　　波：　　　地点

調査時期

テレビ電波受信障害２． ・事前　　・中間　　・事後

査を受けること。

デジタル放送）」の最新版により調査を行い、(社）日本ＣＡＴＶ技術協会の技術審

よるテレビ受信障害調査要領」及び「建造物によるテレビ受信障害調査要領（地上

図面に記載されていない事項は、すべて（社）日本ＣＡＴＶ技術協会の「建造物に１．調 査 仕 様テ
 レ
 ビ
 電
 波
 受
 信
 
障
 
害
 
調
 
査

アスファルト舗装面に使用するハンドホール及び鉄蓋は、アスファルト舗装用とする。

ハンドホール内のケーブル支持等は，マンホールに準じて行う。

蓋の記号表示　鋳型流込み（・通信　・　　　）１．地 中 箱

構
内
通
信
線
路

１． 機器取付高

４．

（素通しヒューズ）を内蔵する。ただし、ガーデンライトは除く。

照明用ポールには配線用遮断器（引外し装置なし）又はカットアウトスイッチ照 明 用 ポ ー ル５．

屋 外 端 末 処 理

４．高圧電力ケーブルの ・一般形　・耐塩形

止め対策等）を行う。

高圧電力ケーブルの端末部両端にシースの収縮対策（熱収縮テープによるシースずれ

端 末 部

高圧電力ケーブルの３．

・別置制御装置までの制御ケーブルを付属すること。

・避雷器内蔵　　・地絡継電器付（※方向性　・無方向性）

・閉鎖形（重耐塩形）　・閉鎖形２．高 圧 負 荷 開 閉 器

蓋の記号表示　鋳型流込み（・電力　・電気　・　　　）

アスファルト舗装面に使用するハンドホール及び鉄蓋は、アスファルト舗装用とする。

ハンドホール内のケーブル支持等は，マンホールに準じて行う。地 中 箱１．

Ｒ０８.０１

・無人　・有人

　　　棟、　造

・無人　・有人

　　　棟、　造

・無人　・有人

　　　棟、　造 棟、　　造

・無人　・有人

棟、　　造

㎡

・無人　・有人

特定・一般 特定・一般 特定・一般 特定・一般 特定・一般

・微量ＰＣＢ含有機器（・変圧器　・　　　　　　　　　　）

株式
会社 倉森建築設計事務所

一級建築士事務所登録　岡山　1081号

一級建築士 169969号
・ ・

赤木　定

SCALE

■

･ ･

･ ･

･ ･

･ ･

Ｅ 01岡山県電気設備工事特記仕様書 S=-:-

瀬戸内市牛窓町牛窓6444

電気設備工事

体育館 屋 外

撤去一式 撤去一式

撤去一式

撤去一式

撤去一式

撤去一式

撤去一式

撤去一式

撤去一式

撤去一式

電気設備工事

低圧進相ｺﾝﾃﾞﾝｻ

牛窓体育館解体工事

牛窓体育館解体工事

体育館 RC+S

1,260.00　㎡

1,338.25　㎡

78.25　㎡

ﾎﾟﾝﾌﾟ庫

37



通用門

ポンプ庫

敷地境界線

敷地境界線

水路

駐車場

敷地境界線

水
路

敷
地

境
界

線

《今回解体建物》

牛窓体育館

アスファルト撤去範囲

ｺﾞﾐ置場

機械室

ポンプ室平面図 S=1:100 校舎１階平面図　S=1:100

電気室

株式
会社 倉森建築設計事務所

一級建築士事務所登録　岡山　1081号

一級建築士 169969号
・ ・

赤木　定

SCALE

■

･ ･

･ ･

･ ･

･ ･

S=1:200

既設キュービクル

電気室

機械室

ＣＰ：１０－１９－３５０

外灯：ＨＦ１００Ｗ-Ｈ:５.０ｍ

Ｈ２-９-Ｒ８Ｋ

Ｈ２-９-Ｒ８Ｋ

Ｈ２-９-Ｒ８Ｋ

Ｈ２-９-Ｒ８Ｋ

Ｈ２-９-Ｒ８Ｋ

Ｈ２-９-Ｒ８Ｋ

Ｈ１-６-Ｒ２Ｋ

Ｈ１-６-Ｒ２Ｋ

Ｈ１-６-Ｒ２Ｋ

Ｈ２-９-Ｒ８Ｋ

Ｈ２-９-Ｒ８Ｋ

3WP

外２

4WP

Ｅ

６ＫＶ ＣＶＴ３８ﾛ

６００Ｖ ＣＶＶＳ３.５ﾛ－２Ｃ

６００Ｖ ＣＶＶ３.５ﾛ－７Ｃ

（ＦＥＰ６５）

（ＦＥＰ５０）

：高圧引込

：ＰＡＳ

（ＦＥＰ３０）

（ＦＥＰ３０）

ＮＴＴ電話ケーブル

ＣＶ３.５ﾛ－２Ｃ

ＣＰＥＶ０.９－２Ｐ

ＵＴＰ（Ｃａｔ５）

パルスピック：

６００Ｖ ＣＶＶＳ３.５ﾛ－２Ｃ

６００Ｖ ＣＶＶ３.５ﾛ－７Ｃ

（ＦＥＰ６５）

（ＦＥＰ５０）

：高圧引込

：ＰＡＳ

ＣＶ２２ﾛ－３Ｃ

ＣＶ　８ﾛ－２Ｃ

ＣＶＶ２ﾛ－２Ｃ

（ＦＥＰ５０）

（ＦＥＰ５０）

（ＦＥＰ３０）

：３φ３Ｗ

：１φ２Ｗ

：ＡＬ

ＣＶ２２ﾛ－３Ｃ

ＣＶ　８ﾛ－２Ｃ

ＣＶＶ２ﾛ－２Ｃ

（ＦＥＰ５０）

（ＦＥＰ５０）

（ＦＥＰ３０）

：３φ３Ｗ

：１φ２Ｗ

：ＡＬ

６ＫＶ ＣＶＴ３８ﾛ

６ＫＶ ＣＶＴ３８ﾛ

ＡＥ１.２－３Ｃ

ＡＥ１.２－２Ｃ

ＣＰＥＶ１.２－３Ｐ

５Ｃ－ＦＢ

ＨＰ１.２－５Ｃ

ＨＰ１.６－４Ｃ

光ケーブル

（ＦＥＰ８０）

（ＦＥＰ３０）

（ＦＥＰ３０）

（ＦＥＰ３０）

（ＦＥＰ３０）

（ＦＥＰ３０）

（ＦＥＰ３０）

（ＦＥＰ６５）

（ＦＥＰ６５）

PB
PB

〔中屋体〕

〔浄化槽〕

PB

PB

６ＫＶ ＣＶＴ３８ﾛ

ＡＥ１.２－３Ｃ

ＡＥ１.２－２Ｃ

５Ｃ－ＦＢ

ＨＰ１.２－５Ｃ

ＨＰ１.６－４Ｃ

光ケーブル

（ＰＥ７０）

（ＰＥ４２）

（ＰＥ２８）

（ＰＥ４２）

：高圧

：放送

：校内インターホン

：館内インターホン

：ＴＶ共聴

：火報一括警報

：消火栓起動

：校内ＬＡＮ

（別図参照）

ＣＰＥＶ１.２－３Ｐ

ＣＰＥＶ１.２－３Ｐ（ＨＩＶＥ２８）

ＮＴＴ引込線

ＮＴＴ引込線

＊別途工事にて移設要

＊別途工事にて移設要

＊存置

＊存置

＊存置

＊存置

＊存置

＊存置

＊存置

Ｈ１-９-Ｒ２Ｋ

PB

PB

Ｈ１-６-Ｒ２Ｋ

ＨＰ１.２－１０Ｐ

ＡＥ１.２－３Ｃ

ＡＥ１.２－２Ｃ

（ＦＥＰ５０）

（ＦＥＰ５０）

（ＦＥＰ５０）

（ＦＥＰ５０）

Ｈ１-９-Ｒ２Ｋ

ＨＨ:９００□ｘ１２００

以降５０ｍ撤去

ＨＰ１.２－１０Ｐ

ＡＥ１.２－３Ｃ

ＡＥ１.２－２Ｃ

ＭＳ:２２ﾛ

※撤去凡例

・図中表示にて､　　印 及び ＊撤去 ＊抜線 は既設品の撤去を示す。

（ＨＩ８２）

（ＨＩ３６）ｘ２

（ＨＩ２８）ｘ２

（ＨＩ２２）

イ

ロ

＊抜線

ＨＰ１.２－２Ｐ

ＡＥ１.２－２Ｃ

ＡＥ１.２－３Ｃ

（ＨＩ１６）

（ＨＩ１６）

イ

ロ ＣＶＴ １００ﾛ （ＦＥＰ６５）

＊配線撤去後､不要配管口を止水処理

（ＦＥＰ５０）

（ＦＥＰ５０）

（ＦＥＰ５０）

（ＦＥＰ５０）

（ＦＥＰ５０）

（ＦＥＰ３０）

（ＦＥＰ３０）

ＣＶ２２ﾛ－３Ｃ

ＣＶ２２ﾛ－３Ｃ

ＣＶ６０ﾛ－３Ｃ

ＨＰ１.２－１０Ｐ

ＨＰ１.２－２Ｐ＋ＡＥ１.２－３Ｃ

ＡＥ１.２－２Ｃｘ２

ＮＴＴ電話ケーブル

ＣＶ３.５ﾛ－２Ｃ

（ＦＥＰ６５）

ＣＰＥＶ０.９－２Ｐ

ＵＴＰ（Ｃａｔ５）

ＣＶＴ １００ﾛ

＊抜線：

＊抜線：

＊抜線：

＊抜線：

＊抜線：

＊抜線：

・存置：

・存置：

・存置：

・存置：

取引計器開閉盤

コンクリト柱
１０-１９-３５０ｋｇ

（５５０ｘ１０００ｘ２００）

ＴＩＶＦ０.７５－２Ｃｘ２ ≪ＶＥ２８≫

ＨＰ１.２－１０Ｐ　　　　≪ＰＥ４２≫

ＡＥ１.２－３Ｃ＋２Ｃ　　≪ＰＥ４２≫

ＣＶ２２ﾛ－３Ｃ　≪ＶＥ４２≫

≪ＶＥ８２≫

≪ＶＥ５４≫

＊構内柱（装柱図参照）

Ｅ２２ﾛｘ１　≪ＶＥ１６≫

構内柱 装柱図 Ｓ：１/６０

端子盤（屋外型）

（３５０ｘ７００ｘ１５０）

＊全て撤去

・図中､細線表示・細線破線表示は既設を表し､太線部は撤去対象部分を示す。

＊撤去

02

電気設備工事

ポンプ室

屋内消火栓ポンプユニット

ＣＶＴ１００ﾛ（７５）
＊抜線

ＣＶ２２ﾛ－３Ｃ（ＦＥＰ５０）

ＣＶ６０ﾛ－３Ｃ（ＦＥＰ５０）

３φ：

１φ：

既設屋内キュービクル

３φ １φ

＊抜線

キ:ＰＢ

キ:ＰＢ

キ:ＰＢキ:端子盤Ｓ－３

Ｍ

ＨＩＶ１４ﾛｘ６,Ｅ８ﾛ ≪５１≫

ＩＶ１.６ｘ４　　　　 ≪２５≫

ＰＢ,３５０ｘ２５０ｘ２００
Ｐ－１

ＨＨ

Ｐ－１ （７５０ｘ１２００ｘ２００）

・ＭＣ３Ｐ６０Ａｘ２

・ＥＬＣＢ２Ｐ５０/２０ＡＴｘ１

・ＥＬＣＢ３Ｐ１００/７５ＡＴｘ１

・ＭＣＣＢ３Ｐ１００/１００ＡＴｘ１

１１Ｋｗ（Υ-Δ）

ＣＶ２２ﾛ－３Ｃ（ＶＥ５４）

（ＶＥ８２）

（ＶＥ３６）

ＴＩＶＦ０.７５－２Ｃｘ２（ＶＥ２８）

ＣＶＶ２ﾛ－４Ｃｘ２（ＶＥ３６）

ＣＶ３.５ﾛ－２Ｃ（ＶＥ２２）

（ＶＥ２２）

ＣＶ５.５ﾛ－２Ｃ（ＶＥ２２）

ＣＶ３.５ﾛ－２Ｃ（ＦＥＰ３０）

ＣＶＶ２ﾛ－４Ｃ（ＦＥＰ３０）

ＣＶＶ２ﾛ－４Ｃ（ＦＥＰ３０）

ＡＥ１.２－４Ｃ（ＦＥＰ３０）

ＷＰ

ＷＰ

構内柱

ＣＶ３.５ﾛ－２Ｃ　≪ＶＥ２２≫

＊全て撤去

ポンプ室

〔存置〕

〔存置〕

〔存置〕

〔存置中屋体〕

〔存置浄化槽〕

〔存置中屋体〕

〔存置浄化槽〕

・ＳＣ１５０μＦｘ１（ＰＣＢ検体試験）

構内線路設備撤去  配置図

ＧＬ－６００まで解体

ＦＬ４０Ｗｘ１露出笠付ｘ３台

・ＭＣ３Ｐ１００Ａｘ１
１１ＫＷ（Υ－Δ）

引込開閉器盤

（５５０ｘ１０００ｘ２００）

・ＭＣＣＢ３Ｐ２２５/２００ＡＴｘ１

・ＭＣＣＢ３Ｐ１００/１００ＡＴｘ１

・ＭＣＣＢ２Ｐ５０/２０ＡＴｘ１

引込開閉器盤

牛窓体育館解体工事 38



１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

5
,
0
0
0

5
,
5
0
0

7
,
0
0
0

5
,
5
0
0

5
,
0
0
0

2
8
,
0
0
0

175 175 175

45,000

洗面所

洗面所男子便所

便所前室

研修室

ステージ

器具庫　1

器具庫　2

体育室

事務室

車いす便所

女子便所

玄関・ホール

株式
会社 倉森建築設計事務所

一級建築士事務所登録　岡山　1081号

一級建築士 169969号
・ ・

赤木　定
S=1:100

SCALE

■

･ ･

･ ･

･ ･

･ ･

Ｅ

オートリフター盤
１２Ｌ

＊撤去：

女子便所・洗面所

便所前室車いす便所

器具庫１

器具庫２

ポーチ 玄関・ホール

研修室

ＦＤＬ１３Ｗ　ダウンライト　ｘ　７

Ｈｆ３２Ｗｘ１　埋込パネル付　ｘ　２

ＦＤＬ１３Ｗ　ダウンライト　ｘ　２

Ｈｆ３２Ｗｘ１　埋込パネル付　ｘ　２

ＦＣＬ４０Ｗｘ１　埋込　ｘ　１

ＦＰＬ３６Ｗｘ３　埋込　ｘ　６

Ｈｆ３２Ｗｘ２　埋込ルーバ付　ｘ　８

ＦＬ４０Ｗｘ２　露出　ｘ　４

ＦＬ４０Ｗｘ２　露出　ｘ　４

＊撤去：

＊撤去：

＊撤去：

＊撤去：

＊撤去：

＊撤去： ＊撤去：

＊撤去：

＊撤去：

＊撤去：

電灯分電盤

電灯分電盤

Ｗ：４５０ ｘ Ｈ：１５００ ｘ Ｄ：１８０

・ＥＬＣＢ３Ｐ１００/１００ＡＴ　ｘ　１

・ＭＣＣＢ２Ｐ　５０/　２０Ａ ｘ　８

・ＭＣＣＢ２Ｐ　５０/　３０Ａ（１Ｐサイズ）ｘ　２

・ＭＣＣＢ２Ｐ　５０/　２０Ａ（１Ｐサイズ）ｘ　２７

上部ダクト

Ｗ：４５０ ｘ Ｈ：９８５ ｘ Ｄ：１８０

鋼製 壁掛型

オートリフター盤

Ｗ：６００ ｘ Ｈ：１１００ ｘ Ｄ：２００

・ＥＬＣＢ３Ｐ２２５/１５０ＡＴ　ｘ　１

・ＭＣＣＢ２Ｐ　５０/　４０Ａ ｘ　１２

・リモコントランス　ｘ　１

・リモコンリレー　ｘ　１０

・リモコンスイッチ１２Ｌ　ｘ　１

ＩＬ１００Ｗｘ１　ダウンライト　ｘ　６

ＦＬ ２０Ｗｘ２

＝凡例＝

ＦＤＬ １３Ｗ

ＦＰＬ ３６Ｗｘ３

ＦＣＬ ４０Ｗｘ１

鋼製 壁掛型

熱線センサ付自動スイッチ

ブラケット

ダウンライト

埋込

埋込

埋込

プルボックス
２００ｘ２００ｘ２００

プルボックス
１５０ｘ１５０ｘ１５０

プルボックス
４００ｘ３００ｘ３００

プルボックス
３００ｘ３００ｘ２００

電灯設備撤去  １階平面図

＊撤去：

事務室

Ｈｆ３２Ｗｘ２　埋込ルーバ付　ｘ　２

※特記事項

・図中器具をすべて撤去すること。

・撤去する照明器具はＰＣＢが含まれているか確認し、

　直ちに監督員に報告すること。

Ｈｆ ３２Ｗｘ２

ＦＬ ４０Ｗｘ２ 露出

埋込Ｈｆ ３２Ｗｘ１

男子便所・洗面所

ＦＤＬ１３Ｗ　ダウンライト　ｘ　６

03

電気設備工事

※照明器具撤去時におけるPCBの調査

　撤去又は取外しした照明器具の安定器等については、PCB使用の有無を調査のうえ、

　リストおよび型番等の分かる写真を添付した報告書を提出し、監督員の承諾を得て引渡し又は処分すること。

　なお、電路から取り外したPCB使用機器は特別管理産業廃棄物にあたるので、

　法律に従いPCB廃棄物の飛散・流出・地下浸透・悪臭発生の防止措置を講じ「PCB汚染物」の標示をすること。

　保管場所については、監督員の指示に従うこと
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ステージ

器具庫　1

器具庫　2

体育室

株式
会社 倉森建築設計事務所

一級建築士事務所登録　岡山　1081号

一級建築士 169969号
・ ・

赤木　定
S=1:100

SCALE

■

･ ･

･ ･

･ ･

･ ･

Ｅ

体育室

器具庫１

器具庫１

ＦＬ４０Ｗｘ２　露出　ｘ　４

ＦＬ４０Ｗｘ２　露出　ｘ　４＊撤去：

＊撤去：

ＭＦ４００Ｗｘ１＋ＩＬ５００Ｗｘ１ オートリフター付　×　９

＊撤去：

＊撤去：

鋼製 壁掛型

Ｗ：１０００ ｘ Ｈ：１７２０ ｘ Ｄ：２００

鋼製 壁掛型

Ｗ：１７００ ｘ Ｈ：９００ ｘ Ｄ：２００

鋼製 壁掛型

Ｗ：１３００ ｘ Ｈ：８３０ ｘ Ｄ：１７０

安定器収納盤１

安定器収納盤２

安定器収納盤３

プルボックス
６００ｘ４００ｘ４００

プルボックス
３００ｘ３００ｘ１５０

プルボックス
６００ｘ４００ｘ４００

プルボックス
１５０ｘ１５０ｘ１５０

ステージ

ボーダーライト（ＩＬ１００Ｗｘ９灯用）　ｘ　４

ＩＬ１５０Ｗ　スポットライト　ｘ　２

ＦＬ２０Ｗｘ２　露出　ｘ　２４＊撤去：

＊撤去：

＊撤去：

＝凡例＝

ＭＦ４００Ｗｘ２ オートリフター付　×１６

ＦＬ ２０Ｗｘ２

ＦＬ ４０Ｗｘ２

ＩＬ １００Ｗｘ９

ＩＬ １５０Ｗ

ＭＦ４００Ｗｘ２ オートリフター付

ＭＦ４００Ｗｘ１＋ＩＬ５００Ｗｘ１ オートリフター付

露出

ボーダーライト

スポットライト

高天井灯

高天井灯

露出

露出ＦＬ ２０Ｗｘ１ 非常灯付

電灯設備撤去  ２階平面図

安定器収納盤１

安定器収納盤２

安定器収納盤３

※特記事項

・図中器具をすべて撤去すること。

・撤去する照明器具はＰＣＢが含まれているか確認し、

　直ちに監督員に報告すること。

・安定器ＭＦ４００Ｗ　ｘ　２０個

・安定器ＭＦ４００Ｗ　ｘ　２１個

＊撤去：

＊撤去： ＦＬ２０Ｗｘ１非常灯付　露出　ｘ　１

ＦＬ２０Ｗｘ１非常灯付　露出　ｘ　１

04

電気設備工事

※照明器具撤去時におけるPCBの調査

　撤去又は取外しした照明器具の安定器等については、PCB使用の有無を調査のうえ、

　リストおよび型番等の分かる写真を添付した報告書を提出し、監督員の承諾を得て引渡し又は処分すること。

　なお、電路から取り外したPCB使用機器は特別管理産業廃棄物にあたるので、

　法律に従いPCB廃棄物の飛散・流出・地下浸透・悪臭発生の防止措置を講じ「PCB汚染物」の標示をすること。

　保管場所については、監督員の指示に従うこと
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45,000

洗面所

洗面所男子便所

便所前室

研修室

ステージ

器具庫　1

器具庫　2

体育室

事務室

車いす便所

女子便所

玄関・ホール

株式
会社 倉森建築設計事務所

一級建築士事務所登録　岡山　1081号

一級建築士 169969号
・ ・

赤木　定
S=1:100

SCALE

■

･ ･

･ ･

･ ･

･ ･

Ｅ

接続盤

接続盤

鋼製 壁掛型

Ｗ：２５０ ｘ Ｈ：４５０ ｘ Ｄ：１００

・チューナーベース

・ミキサー

・カセットデッキ

・パワーアンプ

・ＣＤプレーヤー

木製ラック

Ｗ：５００ ｘ Ｈ：９３０ ｘ Ｄ：５５０

＝凡例＝

火災報知受信機

警報盤

総合盤

２５０ｘ３２０ｘ１１０

２００ｘ２００ｘ６０

５５０ｘ３００ｘ８５

インターホン親器

トイレ呼出表示器 ３８０ｘ２５０ｘ６０

ＩＴＶカメラ

弱電設備撤去  １階平面図

※特記事項

・図中器具をすべて撤去すること。

ワゴンアンプ

ワゴンアンプ

卓上アンプ

ワイヤレスチューナー

AMP

AMP

ワイヤレスチューナー

Ｗ：２１０ ｘ Ｈ：６０ ｘ Ｄ：２８０

卓上アンプ

Ｗ：４２０ ｘ Ｈ：１６０ ｘ Ｄ：３００

４８２ｘ４４ｘ３００

４８０ｘ１７７ｘ１６０

４３０ｘ１３６ｘ２９０

４３０ｘ１３０ｘ３３３

４８０ｘ１０６ｘ３３３

05

電気設備工事

Ｐ型２級　露出壁掛型

Ｐ型２級３窓　露出

２窓　露出

１窓　（ＶＨ－Ｌ１１１）
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器具庫　1

器具庫　2

体育室

株式
会社 倉森建築設計事務所

一級建築士事務所登録　岡山　1081号

一級建築士 169969号
・ ・

赤木　定
S=1:100

SCALE

■

･ ･

･ ･

･ ･

･ ･

Ｅ

＝凡例＝

インターホン子器

ホールスピーカ ３０Ｗ　ガード付

モニタースピーカ ３０Ｗ

ワイヤレスアンテナ

壁掛時計 φ７００

弱電設備撤去  ２階平面図

・図中器具をすべて撤去すること。

※特記事項

３６９ｘ１９０ｘ１９４

４３４ｘ２８４ｘ２３４

06
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施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

※ 湯沸器、給湯機廻りの付属配管等は製造業者標準品とする。

給

水

設

備

一

般

共

通

事

項

【工事名称】 【図面番号】

【図面名称】
岡山県機械設備工事特記仕様書

１

２

３

量 水 器

量 水 器 桝

配 管 材 料
敷 地 面 積

工 事 場 所

　Ⅰ．工　事　概　要

岡山県機械設備工事特記仕様書

１）一般配管用

２）土間配管用

３）地中配管用

５）ゴム輪接合の場合、直管以外の継手部には離脱防止金具取付とする。

７ 水 栓 柱

５ 保 温

４ 弁 類

６ 定 水 位 調 整 弁

重炭酸イオン、遊離炭酸、塩素イオン、硫酸イオン、シリカ、蒸発残留物

電気伝導率、Ｍアルカリ度、カルシウムイオン、マグネシウムイオン、全硬度、

７）特記なき給水管の最小口径は２０Ａとする。

８）ステンレス鋼管を使用する場合は下記の水質の確認を行う。

１）公営水道に直結する配管に使用するものは、ＪＩＳ又はＪＶ（１０Ｋ）とする。

２）受水タンク以降の配管に使用するものは、ＪＩＳ又はＪＶ（５Ｋ）とする。

排
 
水
 
設
 
備

 （第1桝まで含む）

配 管 材 料１ １）屋内汚水管

床 面 積

２

１ 階

階

造棟造棟造棟造棟造

（㎡）

棟名称 ／ 構造

階

階

小 計

合 計

３

４

・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人・無人　・有人施工条件（改修）

建築面積 （㎡）

　　　　　％（　　　　　％）　　　　　％（　　　　　％）

用 途 地 域

容積率（指定率）

防 火 地 域

 ・ 空 気 調 和 設 備

 ・ 厨 房 設 備

 ・ 自 動 制 御 設 備

 ・ ガ ス 設 備

 ・ 消 火 設 備

 ・ 給 湯 設 備

 ・ 排 水 設 備

 ・ 給 水 設 備

 ・ 衛 生 器 具 設 備

 ・ 排 煙 設 備

 ・ 換 気 設 備

 ・ 浄 化 槽 設 備

（　・　印の付いたものを適用する）１．工　事　種　目

 建物別及び屋外

工事種目

工 事 種 別

 ・ 電 気 設 備 工 事

 ・ 建 築 工 事

工
事
範
囲

別
途
工
事

建ぺい率（指定率)

工 事 名 称

建築工事

電気設備工事

昇降機設備工事

屋 外

電気設備工事の部による

建築工事の部による

空

気

調

和

・

換

気

設

備

　Ⅱ.工　事　仕　様

　１）特記仕様及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の標準仕様書等による。

１．共　通　仕　様

　　　　　ただし、・　印の付いたものを適用する。

　２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

 ・ 空気調和　（ ・ 単一ダクト方式 ・ 各階ユニット方式 ・ パッケージ方式

 ・ 鋼製ボイラー ・ 鋳鉄製ボイラー ・ 温水発生機（ ・ 真空式 ・ 無圧式）

主要熱源機器

空気調和方式等

 ・ チリングユニット ・ 吸収冷温水機 ・ 吸収冷温水機ユニット

　               ・ ガスエンジンヒートポンプ方式　 ）

　               ・ ファンコイルユニット ・ ダクト併用方式 

給 水 方 式

 ・ １種換気 ・ ２種換気 ・ ３種換気

 ・ 機械排煙（ ・ 有り ・ 無し） 適用法規（ ・ 建基法 ・ 消防法）

換 気 設 備

排 煙 設 備

自 動 制 御 設 備  ・ 自動制御方式（ ・ 電気式 ・ 電子式 ・ デジタル式）

 ・ 水道直結方式 ・ 高置タンク方式 ・ ポンプ直送方式 ・ 水道直結増圧方式 

 ・ 空気熱源ヒートポンプユニット ・ パッケージ形空気調和機

 ・ マルチパッケージ形空気調和機 ・ ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機

 ・ 有り（ ・ 局所式 ・ 中央式） ・ 無し

 ・ 屋内消火栓 ・ 連結送水管 ・ 屋外消火栓 ・ スプリンクラー ・ 粉末消火装置

 ・ 泡消火 ・ 連結散水装置 ・ フード等用簡易自動消火装置 ・ 消防用水

 ・ 有り（ ・ 合併処理 ・ 小規模合併処理 ・ 単独処理）・ 無し

給 湯 設 備

消 火 設 備

ガ ス 設 備

浄 化 槽 設 備

 ・ 都市ガス　種別　　　　　　 （　　　　　ＭＪ／ｍ3Ｎ） ・ 液化石油ガス

排 水 方 式

雑排水放流先

空

調

設

備

 ・ 不活性ガス消火（ ・ 窒素 ・ 窒素系 ・　　　）・ ハロゲン化物消火　・ 無し

 ・ 公共下水道 ・ 河　川 ・ 側溝

 ・ 有り　・ 無し雨水利用設備

汚 水

雨 水
衛

生

設

備

雑排水接続先

 ・ 既設桝

 ・ 既設桝 ・ 側溝

 ・ 既設桝 ・ 側溝

汚 水

雨 水

 ・ 公共下水道 ・ 浄化槽（    m3）

 ・ 公共下水道 ・ 浄化槽（    m3） ・ 側溝

 熱源（ ・ 電気 ・ 都市ガス ・ 液化石油ガス ・ 灯油 ・ Ａ重油）

 建物内の汚水と雑排水（ ・ 合流 ・ 分流　）

 ポンプの排水 ・ 有り（ ・ 汚水 ・ 雑排水 ・ 湧水）　・ 無し

２．設　備　概　要

消防法施行令別表第一区分

　入居者

　数（人）

小 計

合 計

 施 設 の 分 類 ・特定・一般 ・特定・一般 ・特定・一般 ・特定・一般 ・特定・一般

１

２

３

ダ ク ト

排 煙 口

排煙口開放及び復帰方式

４ 排 煙 風 量 測 定

排煙口から手動開放装置への配線は、標準仕様書第４編１．５．１表４．１．１１に

よる耐熱・耐火ケーブルとする。

※ 亜鉛鉄板製　・ 鋼板製（１．６mm厚）

・ パネル形　（ ・ 天井取付　・ 壁取付）

・ スリット形（ ・ 天井取付　・ 壁取付）

・ ダンパー形（ ・ 天井取付　・ 壁取付）

電気式（遠隔操作 ※ 不要　・ 要）

の排煙風量検査方法に準ずる。

　　

１

２

３

中 央 監 視 制 御 装 置

計 装 工 事 の 配 線

天井隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。

用途：①電源線、接地線

②電気式の調節器（サーモ・ヒューミ等）用電線

③各種検出器（温度・湿度等）、操作器（バルブ・ダンパー等）における

１）屋外、屋内露出の配線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。

２）原則として、次の用途に使用する電線類はＥＭケーブルとし、規格は一般共通事

４

自 動 制 御 機 器

自 動 制 御 盤

・ 有り（構成機能は図示による）　・ 無し

屋内用キャビネットは ※ 鋼板製　・ ステンレス鋼板製

弱電信号、通信線を除く制御線

１）親メーター　　※ 借用　・ 買取り（ ・ 直読　・ 遠隔表示）

２）子メーター　　※ 買取り　・ 借用（ ・ 直読　・ 遠隔表示）

１）親メーター用　※ 水道事業者の指定品　・ 標準図（機材５７）

２）子メーター用　※ 標準図（機材５７）　・ 水道事業者の指定品

・ 塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ、ＦＶＤ）

・ 塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ、ＦＶＤ）

・ ステンレス鋼管（ＳＵＳ　・ ３０４　・ ３１６）

・ ステンレス鋼管（ＳＵＳ　・ ３０４　・ ３１６）

・ 水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

・ 塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ、ＦＶＤ）

・ 水道用ポリエチレン二層管（５０Ａ以下）　　　　

・ 水道配水用ポリエチレン管（JWWAK144）（７５～１５０Ａ）

・ ステンレス鋼管（ＳＵＳ　・ ３０４　・ ３１６）

４）ビニル管の接合方法　※ 接着接合　・ ゴム輪接合

６）ポリエチレン管の接合方法　５０Ａ以下 ※ 金属製継手　・ 融着継手

７５Ａ以上 ※ 融着継手　　

鋼板製、ステンレス製タンクの保温　・ 施工する　・ 施工しない

・ 定流量弁を定水位調整弁の手前に設置する。

３）給水引込部の（ ・ 止水栓　・ 弁桝）は水道事業者の指定品とする。

・ 標準仕様書による（付属品含む）　・ 水道事業者指定品

・ 塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ、ＦＶＢ）

８

９

水 栓

屋外設置タンクのマンホール

２）台所流し用の水栓は泡沫式とする。

む）とする。

ＦＲＰ製タンク及びステンレス製タンク（保温形）はマンホールも保温形（二重蓋含

※ 合成樹脂製　・ アルミ製　・ ステンレス製

・ 寸法約７０ｍｍ角全長１３００ｍｍ　・ 図示による 

１）屋外の水栓は ・ キー式ハンドル　

・ 排水用塩ビライニング鋼管　・ 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

・ コーティング鋼管　・ 耐火二層管

・ カラーパイプ（ＶＰ）　・ 耐火性硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

４）防火区画を貫通するダクトは、その貫通する部分の前後を１．５㎜以上の鉄板と

（共板工法又はスライドオンフランジ工法）

復帰方法：遠隔式

１）防煙ダンパー

２）ピストンダンパー

ＪＩＳ又はＪＶ（５Ｋ）とする。ただし、特記部分は１０Ｋとする。

　４０　％ 　　　　％

　　　　％

　　　　℃

　　　　℃２８．０℃

温度(ＤＢ)温度(ＤＢ)

一般系統

　室　　内（調整目標値）

温度(ＤＢ)

外気条件

冬季 １９．０℃

湿 度 湿 度 湿 度

14 ダ ク ト

13 ダ ン パ ー

冷水・温水・冷温水管

冷 却 水 管

設 計 用 温 湿 度 条 件

３

２

１

５ 空 調 用 排 水 管

空 調 用 給 水 管４

６ 膨張・空気抜・補給水管

蒸 気 給 気 管７

油 ・ 油 用 通 気 管９

10 冷 媒 管

弁 類11

12 ファンコイルユニット

蒸 気 還 水 管８

・ 配管用炭素鋼鋼管（白管）　・ 塩ビライニング鋼管　・ ポリ粉体鋼管

・ 配管用炭素鋼鋼管（白管）　・ ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

・ 耐熱性ライニング鋼管（ＳＧＰＨＶＡ）

・ カラーパイプ（ＶＰ）　・ 保温材付ドレンパイプ

・ リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発砲三層管（ＲＦ－ＶＰ）

・ 配管用炭素鋼鋼管（白管）　・ ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

※ 配管用炭素鋼鋼管（黒管）

※ 配管用炭素鋼鋼管（黒管）

※ 断熱材被覆銅管　・ 断熱材被覆銅管（製造者標準品）　・ 銅管

※ 冷温水管の接続部（往・還）にはボール弁を取り付ける

※ 流量調整弁　・ 定流量弁 を取付ける。

　　（定流量弁は ・ ダイアフラム式流量可変式　・ カートリッジオリフィス形）

１）※ 低圧ダクト　・ 高圧１ダクト　・ 高圧２ダクト

２）長方形ダクト　※ コーナーボルト工法

・　アングルフランジ工法

３）丸ダクト　・ スパイラルダクト　・ 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ）

・ 配管用炭素綱鋼管（白管)　・ 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

・ ポリ粉体鋼管（ＳＧＰ－　・ ＰＡ　・ ＰＢ）　・ ステンレス鋼管（SUS304）

・ 塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－　・ ＶＡ　・ ＶＢ）

復帰方法：遠隔復帰式（定格入力はDC24V、0.7A以下とする。）

（長辺１５００mmを越えるものはアングルフランジ工法とする。）

・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STGP370 黒 Sch40）　・ ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

１ 一 般 事 項 型番変更等により参考型番が変更又は廃止されている場合、参考型番の同等品とする。

　　　　　・　印　　※　印の場合は両方を適用する。

　　　２）特記事項のうち選択する事項は ・ 印の付いたものを適用する。ただし、 ・ 印のない場合は※印を適用する。

　　　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　　２．特　記　仕　様

一

般

共

通

事

項
調節器等の取付け高さは ※ １３００ｍｍ　

項．１８．電線類の規格による。（機器、盤類はこれによらなくてもよい）

２ 自 動 水 栓

肢体不自由者用洗面器に設ける自動水栓に手動スイッチを、 ※ 設ける　・ 設けない

洗 浄 水 ※ 市水　・ 雑用水（ ※ 大便器　・　　　　　　　　　　）

小 便 器 用 節 水 装 置 洗浄水量４リットル／回以下

大 便 器 用 洗 浄 弁 操作方式　・ 電気開閉式（ ・ センサー式　・ タッチスイッチ式）

・ 手動式

温 水 洗 浄 便 座

和風大便器の耐火処理

器 具 と 排 水 管 接 続

３

４

５

６

７

８

電源種別は ※ ＡＣ電源　・ 乾電池　・ 自己発電

※ 個別感知方式（ ※ ＡＣ電源　・ 乾電池　・ 自己発電）　・ 手動式

洗浄用水加温方式は（ ・ 瞬間方式　・ 貯湯方式）とし、付加機能は図示による。

技 能 士 の 適 用

適用する

土 工 事

工　事　用　仮　設　物

工事用電力、水、その他

監 督 職 員 事 務 所

２）配管周囲の保護砂は ※ 山砂の類

電気保安技術者の適用

完 成 図

（ 施 工 図 含 む ）

５

６

７

８

９

10

11

アスベスト含有設備資機材（ガスケット、パッキン、たわみ継手等）は関係法令に従

い適切に処理を行う。引渡しを要するもの以外は構外に搬出適切処理とする。

本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用はすべて受注者の負担とする。

フロン、臭化リチウム液、残油処理の搬出・処分費（ ※ 本工事　・ 別途工事）

※ 設けない　・ 設ける

・ 配管（建築配管作業）　・ 冷凍空気調和機器施工（冷凍空気調和機器施工作業）

・ 熱絶縁施工（保温保冷工事作業）　・ 建築板金（ダクト板金作業）

構内につくることが ※ できる　・ できない

１）埋戻し土は ※ 根切り土の中の良質土　・ 山砂の類

３）建設発生土の処理は ・ 構外指示の場所に処分　・ 構内敷ならし

　　　　　　　　　　　 ・ 構内指示の場所に堆積

ＣＡＤデータの提出（ ※ 要　・ 不要）

特別管理産業廃棄物 ※ 無し　・ 有り（ ・ 配管用保温材　・　　　　　　　　　 ）

１ 機 材 の 品 質 等

２ 環　境　へ　の　配　慮

なお、本工事において使用する機材のうち、設計図書で定めのあるものについてはグリ

ーン購入法基本方針による。

ただし、公共工事分野の特定調達品目の機材を使用する場合は、判断の基準を満たすも

のとする。

本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及

び性能を有するものとする。

４

本工事において、国等による環境物品等の調達推進等に関する法律（平成１２年法律第

工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等により石綿を含有している吹付け材、

成型板、建築材料等の使用の有無について調査し、調査結果を監督職員に提出する。

３ 石綿含有建材の事前調査

発 生 材 の 処 理 等 引渡しを要するもの ※ 無し　・ 有り（ ・ 機器類　・ 金属類　・　　　　　　　）

調査範囲（ ※ 工事範囲　　　　・ 図示　　　　　　　）

貸与資料（　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　）

※ 石綿含有建材の事前調査

詳細については、別途、完成図書作成要領による。

判断の基準を満たすものとする。

項 目 特 記 事 項 区分

建築設備定期検査業務指導書２０２３年版（（一財）日本建築設備・昇降機センター）

　　・　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（令和７年版）」（以下、「標準仕様書」という。）

　　・　公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（令和７年版）」（以下、「標準図」という。）

　　・　公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（令和７年版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）

消

火

設

備

１

２

３

消 火 栓 弁 の 耐 圧

配 管 材 料

保 温

３）消火配管の保温は次による。

給
 
湯
 
設
 
備

１ 配 管 材 料

・ 耐熱性ライニング鋼管（ＳＧＰ－ＨＶＡ）

・ 架橋ポリエチレン管　・ ポリブデン管

※ １０Ｋ　・ １６Ｋ

１）一般配管用　※ 配管用炭素鋼鋼管（白管）　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管

２）土間配管用　※ 外面被覆鋼管　・　

３）地中配管用　※ 外面被覆鋼管　・　

２）充水タンクの保温　※ 施工しない　・ 施工する

１）呼水タンクの保温　※ 施工しない　・ 施工する

 （第1桝まで含む）

２）屋内雑排水管 ・ 排水用塩ビライニング鋼管　・ 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

・ コーティング鋼管　・ 耐火二層管　・ カラーパイプ（ＶＰ）

・ 配管用炭素鋼鋼管(白管)　・ 耐火性硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

・ 湯沸流し等の床上露出部分はビニル管（RF-VP又はVP）でもよい。

※ 小便器、大便器、洗面器及び掃除流しとの接続管は、

   塩ビ管（RF-VP）と（・ する　・ しない）。

※ 汚水合流系統の配管は　・　　　　　　　　　　とする。

３）ポンプ排水管

グ リ ー ス 粗 集 器２

排 水 金 物３ 記号 ＣＯＡＤ は掃除口を兼用する排水金物を示す。

・ 排水用塩ビライニング鋼管（圧送排水鋼管用ＭＤ）

・ 水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

・ カラーパイプ（ＶＰ）

４）通　気　管 ・ 配管用炭素鋼鋼管（白管）　・ 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

５）屋外排水管 ・ 硬質ポリ塩化ビニル管（ ・ ＶＵ　・ ＶＰ）　・ コンクリート管

・ 耐火二層管　・ 耐火ＶＰ　・ 車道部ＶＰ

・ 工場製作品（ ※ ＳＵＳ製　・ 鋳鉄製　・ ＦＲＰ製）　・ 現場施工品

・ 耐火被覆（標準図（施工６７（ａ））　（ ・　施工　・ 施工しない）

４ 満　水　試　験　継　手 図示の位置に取り付ける。

５ 洗面器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップする。洗  面  台  接  続

都 市 ガ ス 設 備

１ 処 理 種 別 及 び 方 式

４ ガ ス メ ー タ ー

１

２

３

配 管 材 料

液 化 石 油 ガ ス 容 器

バ ル ク 貯 槽

５

６

７

容 器 廻 り の 配 管

容 器 転 倒 防 止

ガ ス 漏 れ 警 報 器

４

５

８

屋 内 消 火 栓

屋 外 消 火 栓

地 上 式（ ）

警報器から制御盤、遮断弁までの電線管は別途工事とする。

・ 広範囲型２号消火栓　・ 易操作１号消火栓　・ １号消火栓　・ ２号消火栓

屋外消火栓開閉弁の材質は　※ 鋳鉄製（要部青銅製）　・ ステンレス鋳物製

箱の材質は　　　　　　　　※ 鋼板製　　　　　　　　・ ステンレス製

１）一般配管用　　　　※ 配管用炭素鋼鋼管（白管）

２）土間、地中配管用　※ 合成樹脂被覆鋼管　・ ガス用ポリエチレン管（JISK6774）

・ １０ｋｇ　・ ２０ｋｇ　・ ５０ｋｇ　　　　 本　  ※ 借用　・ 買取り

・ 縦型　・ 横型　　　最大充てん量　　　 　ｋｇ　 　・ 借用　※ 買取り　　

１）親メーターは　・ 借用　・ 買取　、　子メータは　・ 借用　※ 買取りとする。

２）子メーター計量方式（ ・ 直読　・ 遠隔表示）

※ 不要　・ 要（取付け位置は図示による。外部出力端子 ・ 不要　・ 要）

ガス事業者の規定する供給約款等の定めによる。

・ 小規模合併処理（ ・ 担体流動生物濾過方式　・ 嫌気分離接触ろ床方式）

２ そ の 他 図示による。

ガ

ス

設

備

浄

化

槽

設

備

・ 屋内消火栓　　　※ 施工しない　・ 施工する

・ スプリンクラー　※ 施工しない　・ 施工する

・ 連結送水　　　　※ 施工しない　・ 施工する

・ 連結散水　　　　※ 施工しない　・ 施工する

・ 屋外露出部　　　・ 施工しない　・ 施工する

２ 弁 類 ※ ＪＩＳ又はＪＶ（５Ｋ）とする。ただし、水道直結部分及び特記部分は（１０Ｋ）

　　とする。

給湯器の給排気筒の隠ぺい箇所は保温 ｈ・（イ）・Ⅸ を行う。

※ 台下式給湯器の本体間の配管は、架橋ポリエチレン管とする。

１００号）に基づく、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和７年１月　　

２８日閣議決定）」に定める特定調達品目の分野「公共工事」の品目を調達する場合は

する。標準図（施工４３）

※ 標準図（施工６６）

※ 標準図（施工６８（ｂ））

施工方法は標準図（施工７４）　・ 要領（ａ）　・ 要領（ｂ）　・ 要領（ｃ）

施工方法は標準図（施工７５）  ・ 要領（ａ）　・ 要領（ｂ）

排

煙

設

備

自

動

制

御

設

備

衛

生

器

具

設

備

・ 合併処理    　（・　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　 　）

・ ステンレス鋼管　・ 被覆銅管　・ 銅管　・ 保温付被覆銅管

夏季

14時 ３５．８℃ ５１．９％

０．３℃ ６５．９％

　４５　％

施 工 調 査 ・ 事前調査（監督員に報告書を提出すること。）

　調査範囲　・既存設備システム　・図示

　調査項目　・改修工事関連部分　・排水放流先　・中央監視盤　・石綿事前調査

　　　　　　　 ・水質確認（SUS腐食）

　調査方法　・現地目視　・既存資料調査（貸付資料　・有　・無）　・図示

・本工事は、週休２日工事の対象外である。

36

37 工事実績情報の作成・登録

非 破 壊 検 査

溶 接 配 管 の 検 査

※ 走査式埋設物調査（電磁誘導法または電磁波レーダ法）　・ 放射線透過試験

・ 冷温水配管　・ 冷却水配管　・ ガス配管　・　

非破壊検査 ※ 無　・ 浸透探傷検査又は磁粉探傷検査　・ 放射線透過検査

抜取率は ・ 標準仕様書による　・ 　　％

足 場 ※本工事　・別途契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。
「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置にあたっては、同ガ

イドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における

２の（２）手すり据え置き方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行う。
撤 去 工 事 撤去する配管、ダクト（付属品含む）の保温材は、配管・ダクト等より分離する。

はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に非破壊検査を行い、監督職員に報告する。

登録対象は、工事請負代金500万円以上の全ての工事とし、受注・変更・完成・訂正時

にそれぞれ登録するものとする。

なお、変更時と工事完成時の間が10日間（土曜日、日曜日、祝日等を除く）に満たない

場合は、変更時の登録申請を省略できる。
38

39

40

41

チ ャ ン バ ー 等

よう勾配をつける。

２）接続するダクトが施工が困難な場所はフレキシブルダクトを使用してもよい。

15

16 原則 亜鉛鉄板製とする。吹出口・吸込口のボックス

　　

グ リ ス 除 去 装 置

定風量・変風量ユニット

温 度 計

圧 力 計

冷温水管等のエア抜き

空 調 機 用 ト ラ ッ プ

鋼 板 製 煙 道

点検口の大きさは、原則として４００×６００とする。

より２ｍとする。

２）内貼りチャンバー類の寸法は、外法寸法とする。

３）吹出口接続チャンバー以外の内貼りしたチャンバーには点検口を取付ける。

２）下記の箇所、若しくは図示により取付ける。

瞬 間 流 量 計

標準図によるほか図示した箇所に取付ける。

標準仕様書によるほか図示した箇所及び下記の箇所に取付ける。

・ グリスエクストラクター　・ グリスフィルター

１）形式はピトー管式（コック付）とする。 ※ 固定式　・ 着脱式

・ 冷凍機類の冷水出口　・ 瞬間流量計　・ 測定用タッピング

・ 冷凍機類の冷却水出口　・ 瞬間流量計　・ 測定用タッピング

・ ボイラー又は熱交換器の温水出口　・ 瞬間流量計　・ 測定用タッピング

・ 冷温水ヘッダーの各送り管　・ 瞬間流量計　・ 測定用タッピング

・ ユニット形空気調和機の冷温水入口　・ 瞬間流量計　・ 測定用タッピング

・ メカニカル形　・ 風速センサー形

・ 空気調和機、全熱交換器廻りの還気ダクト、外気ダクト及び給気ダクト

機器付属以外の温度計は ※ 工業用バイメタル式温度計　・ ガード付きＬ形温度計

抜き弁装置（ ※ 手動　・ 自動）を設ける。

トラップの形式はフロートボール式（床置型） ※ ＦＲＰ製保温型　

１）厚さ　　　　　　※ ３．２㎜　　・ ４．５㎜

２）煤煙濃度計　　　・ 取付ける　　・ 取付けない　・ 取付座を取付ける

フ ィ ル タ ー 等 付 属 品

パッケージ空調機の能力表示

パッケージ空調機の内外渡配線

インバーター機の表示された能力は、型番で選定する。

原則として冷媒管と共巻きとする。（エアコン含む）

油　積　算　流　量　計

異 種 管 の 接 続

※ 設ける（図示した箇所に取付ける）　・ 設けない

・ 機器表特記による。

・ 空気調和機のフィルターは、ロールの場合は１本・ユニットの場合は１セットを

予備品として納入する。

３）煤じん量測定口（８０φ×２） ※ 取付ける　・ 取付けない

消 音 内 貼 り17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

電線及びケーブルは標準仕様書によるほか、製造者の標準仕様によるものとする。

空調用流体の水質基準

冷 却 塔31

32

標準型、低騒音型、超低騒音型の規定は、日本冷却塔工業会の騒音基準値による。

日本冷凍空調工業会（冷凍空調機器水質ガイドライン）による。

１）シーリングディフューザーの接続は、標準図（施工５０）を参考とする。

鋼管とステンレス鋼管、銅管と鋼管は（ ※ 標準図（施工３）　・ 図示）による。

３）線状吹出口には、長さ＋１００×３００×３００Ｈの接続チャンバーを設ける。

４）外壁に面するガラリにチャンバー等を設ける場合は、雨水等を自然に排出できる

１）空調用の吹出口接続チャンバー及び図示したダクト並びにチャンバー類とする。

１）エア溜まりを生ずると思われる箇所には、必要に応じて操作の容易な位置にエア

２）自動エア抜き弁装置は、標準図（施工３９（ｇ））による。

３）機械室の手動式エア抜き配管で、特記のない場合の保温範囲は原則として分岐部

滑らかなものとする。
５）厨房設備に付属する排気ダクトは曲がり及び立下りの箇所を極力少なくし、内面が

また板厚は「火災予防条例準則の運用について」を適用する。

・本工事は、週休２日工事の対象である。週休２日工事特記仕様書を参照すること。

負 担 金 等

（ 消 費 税 含 む ） ・下水道接続負担金（受益者負担金及び手数料等）

電 線 類 １）ＥＭ電線類で規格等の定めのないものは、ハロゲン及び鉛を含まない材料で構成

による。

・都市ガス引込負担金（工事負担金等）

・浄化槽７条検査費用

17

18

・給水引込負担金（加入負担金及び手数料等）

２）電線の色別は、原則として電気設備工事の工事仕様書による。

19 （ ※ 標準仕様書第２編1.2.2　　・図示 ）による。機器付属制御及び操作盤

塗 装 塗装は、標準仕様書第２編３．２及び図示による。残りねじ部及びパイプレンチの

チャック跡部の鉄面は、さび止めペイント２回塗りを行う。

塗装を施さない部分 ・ 箇所　※ 倉庫　・ 車庫　・ 駐車場

・

・

・温水管、蒸気管、冷媒管

保 温

区 分 屋内露出 機械室等 暗 渠 屋外露出 多湿箇所天井PS内

・

・

・

・

・

・冷媒管（断熱材被覆銅管）

冷水、冷温水管

タンク（冷水、冷温水）

タンク（温水、還水、熱交、膨張）

ヘッダー（冷水、冷温水）

ヘッダー（温水、蒸気）

・

給水管

消火管

排水及び通気管

給湯管

鋼板製のタンク

貯湯タンク

・

・

・

・

・

・

・

消音内張（ｻﾌﾟﾗｲﾁｬﾝﾊﾞｰ）

消音内張（消音ﾁｬﾝﾊﾞｰ）

・スパイラルダクト

・冷媒管

Ｂ（　）A2（　）

A2（　）

A2（　）

F2（　）

G2（　）

F2（　）

G2（　）

J2（　）

O2（　）

Ｍ（　）

Ｌ（　）

a2（　）

a2（　）

a2（　）

f2（　）

g2（　）

Ｂ（　）

Ｉ（　）

Ｎ（　）

ｂ（　）

ｂ（　）

ｂ（　）

Ｉ（　） Ｉ（　）

c2（　）

c2（　）

c2（　）

c2（　）

C2（　）

Ｂ（　） C1（　）

C1（　）

Ｄ（　）

Ｄ（　）

Ｄ（　）

ｄ（　）

ｄ（　）

ｄ（　）

E2（　）

E2（　）

E2（　）

K2（　）

P2（　）

e2（　）

e2（　）

E2（　）

E2（　）

E2（　）

K2（　）

P2（　）

e2（　）

e2（　）

ｂ（　） e2（　）

e2（Ｐ） e2（Ｐ）

a2（Ｇ）

・ h （　） h （　）

h （Ｒ） h （Ｒ）  （Ｒ）   （Ｒ）

  （Ｒ）   （Ｒ）

空調用ダクト

厨房用排気ダクト

給湯器用排気筒

凡例　Ｒ：ロックウール　Ｇ：グラスウール　Ｐ：ポリスチレンフォーム

空気調和設備工事、給排水衛生設備工事の保温の種別は次による。

Ｎ（　） Ｎ（　）

2)による 2)による

２）冷媒管の保温外装

１）屋内露出（一般居室、廊下）の外装は　※Ａ１　・Ａ２

　屋内露出　　・ 合成樹脂カバー　・ 保温化粧ケース（耐候性樹脂性）

　屋外露出　　・ ステンレス鋼板　・ 保温化粧ケース

屋外保温化粧ケースの材質　　・ 耐候性樹脂製　・ ステンレス鋼板
　　　　　　　　　　　　　　・ 耐候食鋼板（溶融亜鉛めっき）

５）厨房用排気ダクトの断熱（隠ぺい部）　

20

21

　・ Ⅰ・(ア)・Ⅸ 又は h・(ア)・Ⅸ 　　・ 行わない

絶 縁 継 手 図示した位置に取り付ける。

使用する。

ステンレス管に使用するバルブは５０Ａ以下は青銅製、６５Ａ以上はステンレス製を

伸 縮 継 手

弁 類

埋 設 表 示 標準仕様書によるほか図示の箇所に設ける。

※ ベローズ形　・ スリーブ形

ステンレス鋼管の接合方法

ス（ＳＵＳ３０４）製または、溶融亜鉛めっき仕上げとする。

３０４）製とし、屋外及びピット内の配管、ダクトに使用する支持金物等はステンレ

ポンプ及び屋外設置機器・ピット内のアンカーボルト、ナットはステンレス（ＳＵＳ

配 管 の 建 物 導 入 部

支 持 金 物 ・ 固 定 金 具

呼径７５Ｓｕ以上の継手は ・ 溶接接合 ・ ハウジング形継手 ・ フランジ接合　

防 振 継 手
・ ベローズ形(ｽﾃﾝﾚｽ製)
※ 合成ゴム製(球形)　・ ポリテトラフルオロエチレン樹脂製

溶融亜鉛めっきは　※ ２種３５(HDZT49)  ・ ２種５０(HDZT70)

（ ・ 給水　・ ガス　・ 油）配管の変位吸収は標準図（施工６（ｄ））とする。

22

23

24

25

26

27

28

29

ステンレス鋼管又は銅管と鋼管の接続は（※ 標準図（施工３） ・ 図示）による。

30 あと施工アンカー 施工後確認試験

試験方法　　引張り試験機による引張試験

０．６

・水槽類にはオイルタンクも含む。
・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。

　・ 危険物貯蔵装置　・ 火を使用する設備　・　避難経路上に設置する機器

　・ 換気機器　・ 空調機器　・ 熱源機器　・ 防災機器　・ 監視制御設備

　・給水機器（　　　　　　　　）　・排水機器（　　　　　　　）

・重要機器は次のものを示す。

２）設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１／２とする。

設計用標準水平震度を乗じたものとする。

合はこの限りではない。

耐 震 施 工

一般機器重要機器一般機器重要機器

設備機器の固定は、次に示す設計用地震力に耐える方法とする。

一般の施設特定の施設

１）機器の据付け及び取付け

設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあって

２．０

２．０

２．０

１．５

１．５

１．５

１．０

１．０

１．５

２．０

１．５

２．０

１．５

１．０

１．５

１．０

０．６

１．０

１．０

１．５

１．０

１．５

１．０

０．６

設計用標準水平震度

１．０

１．５

１．０

０．６

１．０

０．６

０．４

０．６

設置場所 機 器 種 別

上 層 階

屋上及び塔屋

中 間 階

地 階 ・ １ 階

防振支持の機器

水 槽 類

機 器

防振支持の機器

水 槽 類

機 器

防振支持の機器

水 槽 類

機 器

図中（　　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

施 工 条 件

工 事 安 全 計 画 書

天　井　仕　上　区　分

全対策に関する具体的な工事安全計画書を監督職員に提出する。

※ 指定なし　・ 指定あり（別添「学校行事に伴う施工ができない日等（予定）」

に基づき監督職員と協議するものとする。）

・ 施工ができない日等

※ 週休２日工事について

他 工 事 と の 取 合 い 図面に特記のない場合は別紙「工事区分表」による。

１．５

31

32

確認強度　　対象機器ごとのｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ１本当たりの短期引抜強度の2/3以上

試験箇所数　１施工単位に対し１本以上

対象機器　　・重要機器　・　

33

34

35

建設工事公衆災害防止対策要綱及び建築工事安全施工技術指針を参考に、工事現場の安

は有効質量）に、地域係数（ ※ １．０　・ ０．９　・ ０．８）とし、次に示す

ただし、重量１ｋＮ以下の一般機器について、製造者の指定する固定方法を採用する場

呼径６０Ｓｕ以下の継手は、メカニカル形とし、ＳＡＳ３２２を満足するものとする。

６）共同溝の保温種別は（配管 ・　　　　　　　 ダクト ・ 　　　　　　）とする。

４）全熱交換器の機器外気側ダクト( ※ 給気側　※ 排気側)は、保温(２５㎜厚)する。

３）多湿箇所　標準仕様書以外で多湿箇所の適用は( ※ 無 　　・ 　  　　　　　　）

されたものとし、電線及びＥＭケーブルは標準仕様書第４編１.５.１表４.１.１１

（ ・ 本工事　・ 別途）　　　　 円

（ ・ 本工事　・ 別途）　　　　 円

（ ・ 本工事　・ 別途）　　　　 円

（ ・ 本工事　・ 別途）　　　　 円

１０～１２階建の場合は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階とする。
・上層階とは、地階を除く２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、

１．０

１．０

機械設備工事機材承諾図様式集（令和７年版）によるほか、監督職員の指示による。機 材 の 承 諾 図

　　とする。
２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として機器表に表示された値以下

１）機器類の能力、容量等は原則として機器表に表示された値以上とする。15 容 量 等 の 表 示

・ 室内気流及びじんあいの測定　・ 飲料水の水質の測定　・ 雑用水の水質の測定

・ 風量調整　・ 水量調整　・ 室内外空気の温湿度の測定　・ 騒音の測定

14

13

機器類は、図示する形状及び配管等の取出し位置により、特定製造者の製品を指示、

限定しない。

下記項目の総合調整を行ない測定表を監督職員に提出する。

測定箇所等は監督職員との協議による。　

図 形 表 示

総 合 調 整

16

12 保 全 に 関 す る 資 料 提出部数 ※ １部　・ 　部

Ｒ０８．０１

株式
会社倉森建築設計事務所

一級建築士事務所登録岡山１０８１号

一級建築士169969号

赤　木 　定

Ｍ　01

牛窓体育館解体工事

岡山県瀬戸内市牛窓町牛窓６４４４

体育館 ＲＣ

体育館

撤去一式撤去一式

撤去一式

撤去一式

撤去一式

撤去一式

撤去一式 撤去一式

撤去一式

牛窓体育館解体工事



水
路

700

600

+800

+450

+250

敷地境界線

敷地境界線

±0

敷
地

境
界

線

株式･ ･
会社 倉森建築設計事務所

･ ･
一級建築士事務所登録　岡山　1081号

SCALESCALE
･ ･ 一級建築士 169969号

・ ・ ■
赤木　定･ ･

M

X

X

65

40

20

50

65.100

100
100 25 25 40 75

20 50

100

100

量水器-50mm：残置

GV-50：残置

散水栓：撤去

300

GV-40：残置。二次側プラグ止め、以降配管撤去

40.100

消火ポンプ室：別紙、詳細図参照

20

既設汚水管、キャップ止め

A1→1:150
A3→1:300

Ｍ 02

牛窓体育館解体等工事 機械設備工事

アリーナ：別紙、１階平面図参照

【凡例】

残置部分・配管を示す

撤去部分・配管を示す

・エアコン撤去に伴い、フロンガスは回収し適切処分する。

・配線・配管類は、重機解体時、一緒に解体し分別する。

・機器について重機解体前に撤去を行う。

屋内部分の機器・衛生器具類、水栓類、配管・配線類（土間打ち込み配管を含む）

給排水衛生設備　屋外配管平面図

給排水衛生設備　屋外配管平面図　1:150

アスファルト撤去範囲

量水器ボックス：撤去

40

40

65

44
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玄関・ホール

研修室
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器具庫　1

体育室

器具庫　2
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SCALE
･ ･

･ ･
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SCALE
一級建築士事務所登録　岡山　1081号

赤木　定

一級建築士 169969号

 倉森建築設計事務所株式
会社

・ ・

牛窓体育館解体工事
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給排水衛生設備　１階配管平面図 A1→1:100
A3→1:200
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M

【凡例】

残置部分・配管を示す

撤去部分・配管を示す

30040
残置

40 100

75

20

75

40

25

25

40.100

100

100

100

100

100

50

20

40
量水器ボックス：撤去
※量水器無し

GV-50：残置

量水器-50mm：残置

GV-40：残置。二次側プラグ止め、以降配管撤去アスファルト撤去範囲

アスファルト撤去範囲

20

100

屋内消火栓：撤去済

屋内消火栓：撤去済

屋内消火栓：撤去済

散水栓；撤去

散水栓；撤去

20

別紙、配管平面詳細図　参照

別紙、配管平面詳細図　参照
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レジコン蓋

汚水桝-450×450

MH-450

汚水桝-350×350

MH-350
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X

65

フート弁：65

65
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20

BT-25
40

GV-40

GV-20

1

PFU
屋内消火栓ポンプユニット

20 65

75

100

100

給排水衛生設備　配管詳細図　1:50消火設備　ポンプ室配管詳細図　1:50

以降、別図

以降、別図

20

25
ポンプ室

撤去　衛生器具リスト（体育館）

器　　具　　名　　称

和風大便器

洋風大便器

小便器

小便器用手すり

洗面器

掃除流し

Ｌ型手すり

稼動手すり

洗面器

化粧鏡

ロータンク、　紙巻器共

ロータンク、　紙巻器共

UFS800CE

T110BU2

カウンター洗面器

床排水型

Ｌ形手すり　700×700

L103A、付属品

760×760

仕                              様

C750V、S570B、YH60N、付属品

CS80AB、SH90BA、YH60N、付属品

L589C、付属品

SK22A、付属品共

計

3

3

3

1

6

1

1

1

1

1

女子

便所

2

1

3

1

男子

便所

1

1

3

1

3

1

1

1

1

多目的

便所

1

撤去消火設備機器リスト

記　号 機　器　名　称

仕　様

付属品

概略重量

基　礎

型式・仕様

65

サクションカバー、フート弁(65A)付属、他付属品一式共

ポンプ制御盤

300

750×1,450×130H

×

kg

450

概略寸法

Lit/min×

1,250×650×1,200H

51 ｍ　

電源

φ

3

V

200

電力

11.0kW

数　量

1

備　　考

消火ポンプ室

Ｍ

機械設備工事

給排水衛生設備　１階配管平面図

【凡例】

残置部分・配管を示す

撤去部分・配管を示す

04A1→1:50
A3→1:100

ユニット型、ポンプ制御盤、逃がし配管、性能試験装置、ポンプ呼水槽、

ＰＦＵ－１ 屋内消火栓ポンプユニット
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A1→1:100
A3→1:200

【凡例】

残置部分・配管を示す

撤去部分・配管を示す

05空調・換気設備　１階配管平面図

洗面所男子便所

事務室

玄関・ホール ステージ

器具庫　1

体育室

器具庫　2

RR

D

D

R

R

記号 液管 ガス管

φ 6.35 φ

② φ φ

③ φ φ

①

9.52 

12.7

15.88 

・被覆銅管(保温厚　ガス管20mm　液管8～10mm）

・屋内機-屋外機間渡り配線は冷媒管共巻

・冷媒配管外装　A　：カラー鉄板

・冷媒配管外装　D　：外装無し

9.52 

6.35 

・冷媒配管外装　B　：ステンレス鋼板

・冷媒配管外装　C　：樹脂カバー

【配管リスト】撤去

③.25.(A)③.25.(A)

③.25.(A)

③.25.(A)

150φ

150φ

150φ

150φ

150φ

天井埋込扇

23(1-100V)

天井埋込扇

23(1-100V)

天井埋込扇

天井埋込扇

天井埋込扇

17(1-100V)

17(1-100V)

17(1-100V)

ACP

R 1

ACP

R 1

既設冷暖房設備機器リスト

記　号

ACP-R1

研修室

機　器　名　称

空冷ヒートポンプエアコン

天井カセットタイプ

(室外機室内機撤去・処分)

(日立)

型式・仕様

型　式

室内機：

室外機：

冷媒ガス：

RAS-J63HVRJ2

概略重量

概略重量

R22-

26.0 

66.0 

冷房能力

kg

kg

kg

5.6

概略寸法

概略寸法

※冷媒ガス回収処分共

kw

950×950×298+37H

850×315×800H

暖房能力 6.3 kw

電源

φ

3

V

200

出力(kw)

COMP = 1.50 

数　量

2

備　　考

室外機ブロック基礎(CON-600×150×150H)×2：撤去

洗面所女子便所

便所前室車いす便所

研修室
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牛窓体育館解体工事

《実施設計範囲外》
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